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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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序幕　宇宙開闢のソフィア




Prelude/ -Sophia of the Big Bang-




第０幕　始まりと終わりのプロローグ：Reverse
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第１幕　時間跳躍のパラノイア：Reverse




The 1st Act/-Time Travel Paranoia-:Reverse
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The 2nd Act/-Interpreter Rendezvous-:Reverse
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　かつて語られたある神話では。

　ひとりの女め神がみが、自分を生み出した神を超こえる神の存在を、〝知りたい〟と願ったという。

　しかし神を超える神、真理を超える真理を〝知りたい〟という女神の願いは、彼女の未熟さを考えるとあまりに分不相応なものだったらしい。

　結果として、彼女の〝知りたい〟という情熱は、大きな事件を引き起こしてしまう。

　それは偶ぐう然ぜんだったのだろう。

　いや、もしかしたら逆に必然だったのかも知れない。

　きっかけは本当に些さ細さいなことだった。

　でも、そのほんの些細なきっかけが……。女神の〝知りたい〟という情熱が……。それまで存在しなかった〝世界〟というものを生み出してしまったのだ。

　バタフライ効果という言葉を知っているだろうか？

　一頭の蝶ちようの羽ばたきが、周囲の空気をかき乱し、遠く離はなれた場所に嵐あらしを巻き起こすかも知れないという現象のことだ。

　どんなに些細なきっかけでも、どのような結果を呼ぶことになるかは誰だれにも分からない。

　その誰かが、たとえ女神であっても同じだ。

　女神がただ〝知りたい〟と願っただけで、我々が知る宇宙開闢ビツグバンが起こったように。未来を完全に予測することなど、不可能なことなのだ。

　でも、それでも。私たちはか細い糸をたどるように、つたない知識と力ないこの手で、必死に未来を見いだすしかない。

　普ふ段だんの人間の知覚は九九％が遮しや断だんされている。人は自分で思っている以上に愚ぐ鈍どんな生き物だ。

　でも、だから。私たちは前に進む。

　諦あきらめない。諦めるわけにはいかない。

　そして、何度でも言うわ。あなたに……。

　逃にげないで。立ち向かって。

　彼女を助けるために……。

　あなたが壊こわれないために。

　そして、思い出して。私を。

　いつもじゃなくてもいい。百回に一回でもいい。

　私を思い出して欲しい。

　そこに私はいるから……。

　一％の壁かべの向こうに。私は必ず、いるから…………。
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　視界を埋うめ尽つくす数字の乱らん舞ぶ。

　降り注ぐ電子暗号コードの雨。

　漆しつ黒こくの背景の中、虹にじ色いろに光る無数の文字の群れがめまぐるしく疾はしる。

　……ああ、またこの夢だ。

　……アア、マタコノ夢だ。

　幾いく度どとなく見た夢。幾度となく抱いだいた感想。

　目を覚ませば忘れてしまう夢の中、何故なぜかこれは過去にも見た夢だと鮮せん明めいに脳は思い出す。そして次に現われるだろう、ひとりの男のことも……。

「……！」

　予想通り、無機質な光景にフラッシュバックするようにひとりの男の姿がかぶった。

　何かを必死に叫さけぶその男。

　白衣を着た、ボサボサ髪がみの男はそれこそ死にもの狂いの表情で手を伸のばし、喉のども裂さけんばかりの勢いで絶ぜつ叫きようする。

　だが、聞こえない。何も……、私には聞こえない。

　いつもそうだ。私の耳には、男の言葉は何も届いてこない。

　ただ、彼が何かを叫んでいることだけは分かる。

　それだけ。

　それだけなのだ。

　でも、何故かその光景を見るたびに、私の胸は締しめ付けられる。

　ナニカヲ忘レテイルノダ。

　何度も続けば、私にだって分かる。

　そうだ、私は何かを忘れている。ただ、その〝何か〟が分からない。

　何を忘れているのか……。それがどうしても分からない。

　だから私は、観察することにした。この夢を見るたびに、細部にわたってひとつでも見落とすことのないように。

　元々、私は何か疑問があったらそれを放っておける気質じゃない。

　疑問があればそれを解き明かし、納なつ得とくできないことがあればとことんまでそれを追究する。それが私という人間の本質だ。

　少なくとも自他の見解がそれで一いつ致ちしていることだけは間ま違ちがいない。

　だから、見る。

　じっと……。

　そうしてようやく最近、色々なことが分かってきた。

　男が白衣姿だと分かるようになったのは、実に最近のことだ。ボサボサ頭だというのも、夢の中特有のあやふやさもあって、ここ数回でようやく認にん識しきできるようになったのだ。

　そして今回、私は男が何を言っているのか。何を叫んでいるのかを観察しようとしていた。

　もちろん、言葉が聞こえるわけじゃない。

　でも人は言葉を発する時、それに応じた口の動かし方をする。多くの場合、母ぼ音いんが異なれば口の開きは違ちがうし、細かい発声の差異であごの動かし方も違う。

　世間では読どく唇しん術じゆつといわれる技術だけれど、そこまで行かなくても大たい抵ていの人間は他人の言葉を聞く際、その人間の唇くちびるの動きを目でも確認している。そうすることで無意識に、耳から入ってきた音声情報をより正しく処理しようとするのだ。

　今回もそれと基本は変わらない。

　意識を集中して観察することで、無音の叫びを聞き取ろうと目を凝こらす。

　く……。

「く？」

　くりす……。

「え!?」

　読み取った男の唇の形に、軽い驚おどろきを覚えて眉まゆを寄せる。

「どうして……、彼は私の名前を？」

　思わず漏もれるつぶやき。

　くりす……、牧まき瀬せ紅く莉り栖す。

　そう、男が叫んだ名前は、他ほかでもない私の名前だった。

「一体、何が……？」

　夢の中でひとりの男が必死に自分の名を呼ぶ。普ふ通つうなら、これはどこかで経験した記き憶おくを夢に見ているということなのだろう。しかし、私にはそんな記憶は一いつ切さいない。

　なのに……、何故か……、どうしても。

「どうして、私はこんなに胸が苦しいの……？」

　私は痛む胸を押さえて自問自答する。その前で、さらに男は叫んだ。

　くりすてぃ……。

「あれ、私の名前じゃないの？」

　目が見開かれる。男は、私の名前を呼んでいたはずだ。

　でも、何故か口の動きはそれで止まらない。何故？

　くりすてぃーな！

　男の唇の形を読み取った瞬しゆん間かん、私の中で制せい御ぎよしがたい感情がわき上がる。抑えきれない激情が私を突つき動かし、その感情の赴おもむくまま、私もまた我知らずに叫んでいた。

「だからッッ！　ティーナって、つけるなぁぁぁ─────ッッ!!」




　　　　☆




「だからッッ！　ティーナって、つけるなぁぁぁ─────ッッ!!」

　叫さけび声を上げると同時に上体を跳はね上げ、私は目を覚ました。

「まったく、あんたって奴やつは！　何よ！　これなんて泣きゲ!?　私の胸の痛みを返せ─────ッッ!!」

　爆ばく発はつした心のまま、ひとしきりわめき立て荒あらい息をついて肩かたを上下させる。怒ど鳴なり声を上げるたびに、少しずつ感情が落ち着いていくようだった。

「ふぅ……。あれ？」

　きょろきょろと周囲を見回す。そこはずっと泊とまっているホテルの寝ね床どこだ。

　私──牧瀬紅莉栖は、そのベッドの上でシーツを握にぎりしめながら寝ね起おきのはっきりしない頭をもてあましていた。

「あれ？　何で……、夢……。何か変な？」

　んーと苦く悩のうのうなりを上げつつ、さっきまで見ていたはずの夢を反はん芻すうしようとする。でも、まるで断たち切られたように、覚かく醒せいした脳はその記憶へのアクセスを拒こばむ。

「思い出せない……。確か、何かとても気になっていたはずなのに……」

　呟つぶやきつつ、携けい帯たい電でん話わの時計表示に視線を走らせる。

　2010/07/28　09:27

　どうやら起き床しよう予定の時間にはなっていたらしい。

「思い出せない以上、仕方ないわね」

　再び息をつくと、身を覆おおっていたシーツを剝はぎ、ベッドから立ち上がる。久しぶりの日本とはいえ、悠ゆう長ちように惰だ眠みんをむさぼっている暇ひまはない。さっさと準備をしなければ、十じゆう分ぶんに余よ裕ゆうを持って行動することはできないだろう。

　私は歩きつつ服を脱ぬぎ去り、シャワールームへと入る。そして蛇じや口ぐちをひねって流れ落ちてくる熱い湯の流れに身を任せると、脳内で今日の予定を確認し始めた。

　そうだ。

　そもそも、私が日本に帰ってきたのはバカンスのためではなく、仕事のためなのだ。

　現在、私が在ざい籍せきするアメリカのヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所に来た、ＡアキハバラＴ・テクノ・Ｆフオーラムからの依い頼らい。それはタイムマシンについて講義して欲しいという、ある意味で場ば違ちがい極きわまりない依頼だった。

　誰だれがどう考えれば、脳科学の専門家に物理学の思考実験であるタイムマシンについて教えを請こおうなどと思うのだろうか？　同じ火を扱あつかうからという理由で、料理人にビル建設現場で鉄骨の溶よう接せつをやれというくらい乱暴なアイデアだ。

　けれど、どうやらＡＴＦはむしろその門外漢にこそ講義をして欲しいらしい。つまり現状で思考実験の域を出ないタイムマシンという存在を突き詰つめるには、発想の柔じゆう軟なん性とその転てん換かんこそが重要と彼らは考えているようだ。

　そう考えれば、脳科学者に白羽の矢が立ったのも分からなくはない。

　だが、そうだからといって自分の研究に忙いそがしい科学者がほいほいと太平洋を横断できるわけでもなく、またその気になるわけでもないのだ。

　当初、研究所はこの依頼を断るつもりだったのだと思う。けれど、彼らはそこで思い出したのだ。日本からアメリカに留学して以降、ほとんど祖国に帰っていない私のことを。

　私の指導をしてくれている教授はこう言った。

「クリス。君は勤勉だが、働き過ぎでもある。故郷で少し羽を伸のばしてくるといい」

　確かに実験や研究が一段落したタイミングではあった。

　しかし故郷と言われても、日本に帰るべき家があるわけじゃない。ママは自分が留学するのに合わせて渡と米べいしたのだから、帰るべき家がどこかと問われたら、むしろそれはアメリカの現在の我が家だ。

　だから、あの手紙がなければ、私は日本になんか帰ってこなかったろう。

　そう、私の気を変えたあの一通の手紙がなければ……。

　一いつ旦たん、引き受ける気になったら、ＡＴＦの仕事はこの上ない好条件だった。往復の旅費はもちろん、滞たい在ざい費も出るし、こちらの大学との交流についても面めん倒どうを見てくれるらしい。

「事情を知ってなけりゃ、裏があるんじゃないかって疑ってるでしょうね……」

　くすりと笑えみが浮うかぶのを自分で感じる。

　どうも、どこか浮かれているらしい。

　蛇口を回してシャワーを止め、そのまま身だしなみを整える。先せん輩ぱいの研究員から教わった、そこまで香かおりの強くない香こう水すいも振ふりかけるのを忘れない。研究者＝不潔というステロタイプな認識を覆くつがえすための知ち恵えだそうだ。

　そして、ほんの少しだけ籍せきを置いていた菖蒲あやめ院いん女子学園の制服に袖そでを通す。私が日本に一時的にでも帰国することに難色を示すママを納得させるため、逆留学の名目でほんの少し前まで通っていたのだ。

　それほど着き替がえを持ってくることのできない旅行中では、この手の縫ほう製せいが丈じよう夫ぶな制服は重宝する。もっともいくらか改造してしまったから、元の形とは少し変わってしまっているのだけれど……。

「よし、これで大だい丈じよう夫ぶ」

　言って鏡の中の自分を覗のぞく。人前に出るのだからといって、そう自分を飾かざり立てるような趣しゆ味みはないが、それでも無様な恰かつ好こうをするわけにはいかない。研究所や呼んでくれたＡＴＦの不ふ名めい誉よにつながるからだ。

　最後に携帯電話を開き、サイトにアクセスして予定と場所を確かめる。

「12:00……、秋葉原駅前のラジ館ね」

　私はひとりごちると、手に論文の入った封ふう筒とうを持ち、扉とびらを開いた。

　今日、何かが変わるのだという期待を胸に抱いだいて……。




　　　　☆




　暑い。

　ホテルを一歩出て、本郷通りに出た瞬しゆん間かん、貫つらぬくような陽光と躍おどるような熱気が襲おそいかかってきた。

「さすが……、ヒートアイランドの本場」

　近くには川もあるはずなのだけど、そんなことではまったくこの暑さには太刀たち打うちできないらしい。思わず脳内で川風と草木による温度低下効果と、現在の気温との相関性についてシミュレートする。

「信じられない熱量ね……」

　いつものことながら、驚おどろき以上の感想が出ない。すでにこの二週間、毎日くり返して来た行為だ。

　日本の夏は暑いと聞いていたし、そもそも昔は日本に住んでいた。夏真っ盛り以外になら、滞在の経験もある。でも、最も暑くなるという、七月後半から八月に都内の中心部にやって来たのは、本当に久しぶりのことだったのだ。

　暑い。

　それ以外の感想を抱けないまま、東京医科歯科大を右手に湯島坂を下っていく。ほんの少し行くと右手に湯島聖堂が、そして左手に神田明神の入り口が見えてくる。

　その入り口にある緑がかった色の鳥居を見たところで、ふと先輩のひとりがこの神社のお守りを買ってきて欲しいと言っていたのを思い出した。

「ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所なんて所にいるのに、妙みように信心深い人よね。あの先輩も」

　彼曰いわく、日本にはたくさんシヴァ神が祭られているらしい。インドの破は壊かいと創造の神だ。神田明神もそのひとつで、日本人になじみ深い名前だと大黒様とかお不動様というんだよと教えてくれた。

　もちろんアメリカには、信しん仰こうと科学を抵てい抗こうなく融ゆう和わさせている人間がたくさんいる。その先輩もそのひとりだ。科学が主の作った世界をより深く〝知りたい〟と願う動機から始まった欧おう米べい文化では、珍めずらしいことじゃない。

　でも、アメリカで長い時間を過ごしていても、私はまだその感覚に戸と惑まどいを覚えることの方が大きい。多分、彼らと違ちがって私には、理り屈くつではなく信仰を持つということが実感できていないからだろう。

　彼らの信仰というのは、私が考えるそれとは違って、もっと身近で生活に根付いたものだ。日本でいう伝統とか、そういうものの方が近い気がする。その焦しよう点てんとなる場所に、キリスト教なら主しゆがいて、イスラムならアラーがいる。

　そして日本でなら多分、家族とか、田舎いなかの神社とか、みんなが集まる学校とか、いわゆるたまり場とかそういう場所が焦点になるんだろう。私じゃ、そういうものを信仰と肌はだで実感することはできないけれど、彼らはそう口にする。

　自分にとって大切な、自己の価値判断の基準となる〝何か〟。それを持つのが多分、信仰なんだろう。

　それが確固たるものであればあるほど、人は価値判断で揺ゆるぐことがなくなる。心に支えを得ることで、ふらふらと迷うことがなくなるからだ。

「あれ、議論とかしている時に本当に実感するのよね……」

　何度、追おい詰つめられたか、もう覚えてないくらい。

　もちろん、そこで単に闇やみ雲くもに信じているだけじゃ、物事は何も前に進まない。

　心のよりどころは、あくまでもよりどころに過ぎないものだから、それを確固たる地じ盤ばんとしてその上に自分の才覚や努力を積み重ねてこそ、成すべきものは成る。信じることは大切だけど、それがすべてじゃない。

　でも、それでも。少し彼らがうらやましいと思うことはある。

　自覚はしている。

　私は幼い頃ころから、たくさんの贈り物ギフトに恵めぐまれてきた。そう、才能という贈り物だ。

　聞いた話だと、もう二歳の頃には足し算が普ふ通つうにできていたらしい。色んな理由があって、子供の頃から物理学や他の分野にも興味を持ってた。

　神童とか、天才児とか、そう呼ばれるのは日常茶さ飯はん事じだったし、周囲と自分の間に壁かべがあることはすぐに分かった。おそらくその壁は、嫉しつ妬ととか劣れつ等とう感かんみたいなものだったんだと思う。

　そういう壁が煩わずらわしくて、自分からそういう人間から離はなれようと飛び級を重ねたりもした。

　そして私は、そうした状じよう況きようでは友達も作れず、だから今でも同どう僚りようや先せん輩ぱいはいても彼らが友達と言えるのかどうかはよく分からない。

　──おそらくそう口にしたら、彼らは泣いて抗こう議ぎしてくるのだろうけれど……。

　自分には確固たるものがない。

　それが、才能という贈り物と引き替かえに私が失ったものだ。

　自覚はしている。

　でも、それを負い目と思ったことはない。弱点ではあるかも知れないけれど、それはいずれ努力で取り戻もどすべきものだ。

　そう思ったから、私は日本に来た。

　少し前に届いた一通の手紙。

　その手紙が、自分に足りない〝確固たるもの〟を与あたえてくれる。

　いえ、取り戻してくれるものに違いないと思ったから。

〝確固たるもの〟──パパと私の絆きずなを。




　　　　☆




　牧まき瀬せ章しよう一いち。

　それが私のパパの名前。

　そして今日、これから向かう秋葉原ラジ館の八階で「タイムマシン開発成功記者会見」を開く、中なか鉢ばち博士の本名だ。

　この中鉢博士というパパの芸名については、よく知っているとは言いがたい。ただ、少なくともネットで調べる限りでは、あまりよい評価はなかった。

　私がよく見ている日本発はつ祥しようの巨きよ大だい匿とく名めい掲けい示じ板ばん『＠ちゃんねる』でもそれは同様で、専用のスレッドこそ立っているものの、好意的な意見は少ない。

　そもそも、私自身がもう七年もパパと会っていないのだ。

　あの当時、私は科学者であるパパにほめられたい一心で、必死になってパパの論文を理解するために物理を勉強した。幸い私には素質があって、パパにほめてもらうためならどれだけでもがんばれた。

　……でも、私は失敗した。

　パパの論文を読み解くことだけに一いつ生しよう懸けん命めいだった私は、いつの間にかパパの提唱した理論を完全に否定してしまっていたのだ。

　七年前の私の誕生日の日。私が見せた論文の感想レポートに、パパは激げき怒どした。

「満足か？　その歳で私の論文をことごとく論破して、満足なのか!?　ふざけるな!!」

　あれほど怒おこったパパの姿は初めてだった。

　いえ、違ちがうかも知れない。

　ただあの時に決定的になってしまっただけで、本当はそれ以前から少しずつ険悪になっていたような気もする。

　だけど私は、そのことに鈍どん感かんだった。

　無む邪じや気きにがんばれば、それでほめてもらえると思っていた。

　けれど、そうじゃなかった。

　私はただただ悲しくて、怖こわくて……、どうしようもなくて。

　パパとはそれきりになってしまって……。

　だから、私はこの七年間、多分ずっとパパの背中を追い続けていたんだと思う。もう二度と会えないと感じながら。

　でも、違っていた。

　パパから来た、一通の手紙。それは、この「タイムマシン開発成功記者会見」への招待状だった。

「私はおまえが否定したタイムマシンを絶対に完成させてやる！」

　七年前のあの時、パパはそう言った。

　思い起こせば、パパの書いた論文はそのほとんどがタイムマシンに関することだった。おそらくパパは、その言葉通りに今までタイムマシンの研究を続けてきたんだろう。

　……正直に言えば、パパがタイムマシンの研究に成功したとは思えない。もしそうなら、糸口につながるような論文を発表するなりなんなりしているはず。

「──けど、もしかしたらその糸口を、この記者会見で発表するのかも知れない」

　ラジ館への道を歩きながら、私はそう思う。

　そうしたら、今持っているこの論文が、パパの役に立つはずなのだ。

　私はぎゅっと愛いとしいものを抱だきしめるように、手にした論文の封ふう筒とうを胸に押しつける。

　パパから招待状をもらって、あまりの嬉うれしさに書き上げたこの論文。

　この論文を見せて、パパにほめてもらえれば……。

　七年前に犯おかした失敗を取り返せれば……。

　あの時に聞けなかったパパからの言葉を聞ければ……。

　私はようやく報むくわれる。〝確固たるもの〟を取り戻せる。

　パパとの絆を──。

「早く……、会いたいな。パパ」




　　　　☆




　予定より早くたどり着いたラジ館は、予想よりも遥かに小さな建物だった。検けん索さくしたところによると、１９６２年に建てられた秋葉原初の高層ビルらしい。

「そんなに古いんだ……」

　築四十年以上というその歳月を考えれば、小さいという評価は不当かも知れない。かつてはこのビルこそが、秋葉原で最も高いビルであり、そのランドマークだったのだろう。

　検索に使った携けい帯たい電でん話わを閉じ、目の前のビルを眺ながめる。派手な電でん飾しよくからして、夜には相当明るく見えるに違いない。

　──もっともこの秋葉原一帯はそうしたビルだらけのようだけれど。

　地上八階建てのビルであり、二階部分には大きく存在を主張する電飾看板が掲かかげられている。その上には各階に入った店てん舗ぽの看板が立ち並び、周囲にある他のビルと比べても一ひと際きわ印象的だった。

　そしてビルの中に足を踏ふみ入れると、外から見ても雑多に見えた建物への感想が、実はまだ甘いものであったことに気づく。

　中はさらに雑多だったのだ。

　電子部品やカメラ、土産みやげ物などを売る店を脇わきに見つつ、エレベーターホールへと向かう。こうした古い建物にありがちなことだが、建築年数から考えると意外なくらいに内部の様子は重じゆう厚こうに思えた。

　レトロな雰ふん囲い気きを漂ただよわせるエレベーターの前に立ち、ボタンを押そうとしたところで、私は不意に指を止める。かすかな逡しゆん巡じゆんがあった。

　パパに早く会いたいと心逸はやる気持ち。

　でも七年前の経験から会うのが怖いと思う気持ち。

　その相反する気持ちが、間ま違ちがいなく私の中に揺ゆらめいている。

「怖い……か。当然よね」

　深く息を吸い、呼吸を整える。

　あれだけ怒いかり狂くるい、怒ど鳴なり散らしたパパと会うのが、怖くないはずはない。

　キリスト教徒がその信しん仰こうする主を父と呼ぶように、自分にとってはある意味でパパは怖い神様だ。それくらいに自分を支配している。

　いいことも、悪いことも。

　やりたいことも、やりたくないことも。

　どうしたってパパの影えい響きようから逃のがれることはできない。

　自分は脳科学者なのだから、当然それがどのような作用によるもので、如何いかなる原因によるものかは分かっている。

「だから、……会わなきゃね」

　瞳ひとみを軽く閉じ、そして開く。その間に深い呼吸をもうひとつ。

　その動作が脳に、自分の気持ちにもたらす効果を自分はよく知っている。それは自身の今までの経験と学習から来るもの。

　もうひとつの、自分にとっての〝確固たるもの〟だ。

　それは、先せん輩ぱいが持つ信仰や、自分のパパに対する気持ちと比ひ較かくすれば、決して強固なものとはいえない。それでも今までの七年間、自分が努力してきたことの結けつ晶しようであり、ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所の脳科学者として誇ほこりとする智ち慧えだ。

　呼吸と視線がもたらす脳への作用を使い、気持ちを落ち着かせていく。まだ鼓こ動どうはやや乱れてるけれど、それでもさっきに比べればかなりましになってきた。

「やっぱり早めに来て正解だった」

　かすかに自じ嘲ちようの笑みを浮うかべて、時計を見やる。どうやら十じゆう分ぶんに落ち着くための時間はあるようだ。続いて視線をエレベーターの階数表示に向けると、高層階に移動している様子が目に入る。

「……落ち着くためにも、ここはゆっくり行こう」

　確認のため、わざと意志決定を口に出す。

　そうと決めたところで、私はきびすを返し、階段へと向かった。ゆっくりと一歩一歩を踏みしめて、パパの所へ向かうために。




　　　　☆




　館内をやや遠回りしながら、ゆっくりと上へと向かう。そのまま登っていけば、いくら八階分の階段とはいえ、ものの数分で目的地に着いてしまうのは確実だからだ。気持ちを落ち着かせるには、もう少し時間が欲しい。

　幸いと言おうか、昼食時間が間近なせいだろう。そこまで人通りも多くない。特に四階は各店舗の店員しかいないのか、かなり静かだった。

「ビルの中に飲食店が一いつ軒けんもないせいなのかな？」

　実際、階段を登っている最中に降りてくる人間とすれ違ちがうことはあっても、自分同様に登っていく人間の姿はあまりに見かけない。珍めずらしいことなのか、それともここでは普ふ通つうのことなのか……。初めてラジ館を訪おとずれた自分にはちょっと分からない。

　ただ、自分が落ち着くために都合がいいことだけは確かだった。

　ゆっくりとした一定の歩調で、それに呼吸を合わせながらラジ館の四階を一周する。交感神経を刺し激げきするそれらの動作が、徐じよ々じよに自分の気持ちを和やわらげるのを、私は感じていた。

　そうして再び階段に戻もどる頃ころには、パパと会うことに対する恐きよう怖ふよりも会いたいという気持ちの方が上回りつつあった。

　そんなことを考えていると、不意にドンと鈍にぶい衝しよう撃げきが走る……！

「えっ……、地じ震しん？」

　一いつ瞬しゆん、地震かと身構えたが揺れたわけではないらしい。何だろう？

　携けい帯たい電でん話わを見ても、緊きん急きゆう地じ震しん速報に反応はない。近くの店員も特に動じていないようだから、大したことはないのかも知れない。

　携帯電話を開いたついでに、視線を時計に走らせる。11:51……。どうやらちょうどいい時間になったようだ。

「もう……、大だい丈じよう夫ぶよね。よし！」

　再度、口に出して確認する。それで動どう悸きが速まることはない。思わず唇くちびるがほころんだ。

　パパに招待状をもらった時の嬉うれしい気持ちが、再び蘇よみがえってくる。パパに忘れられていなかったんだと、憎にくまれてはいなかったんだと、そう思えた時の気持ちが。

　そうなってみると、胸に抱いだいた封ふう筒とうの中身が気になった。

　七年ぶりのパパへのお土産みやげ。

　パパのために書いた論文。これを読んだら、今度こそパパは自分をほめてくれるだろうか？

　もう一度、愛おしそうに私は論文の入った封筒を抱だきしめ、その存在を確かめる。

　少し前、ＡＴＦからの依い頼らいを引き受ける契けい機きとなったパパからの手紙が届いた時。

　私は有う頂ちよう天てんになった。パパから許してもらえたのだと思った。その嬉しい気持ちで、パパのためにこの論文を書き上げたのだ。

『タイムマシンの考察』

　本来、現状の物理学で解き明かされている範はん囲いでは、タイムマシンの存在はあり得ないと考えられている。厳密に言うならタイムトラベル──時間を移動することは可能だ。

　でも、多くの人が考えているＳＦ的に都合のいいタイムトラベルをするための機械や装置──タイムマシンは未いまだ不可能と言っていい。大たい抵ていの場合は、時間を移動する際の諸もろ々もろの問題に、人間の生命が耐たえられないからだ。

　けれど……。

　いくつか発想の転てん換かんをしたらどうなるだろうか？

　そう閃ひらめいた瞬しゆん間かん、数種類のアイデアが浮かんできた。他の研究や課題が一段落していたこともあり、まとまった自由な時間があったため、私は寝しん食しよくを忘れてそのアイデアをまとめることに専念した。

　このアイデアは、必ずパパの役に立つ。このアイデアが直接そのままタイムマシンを誕生させるには至らないだろうけれど、それでもその大きな一歩になることは間ま違ちがいない。パパがタイムマシンを完成させることだってできるかも知れない。

　そのためならこの論文は、パパと私の共同名義で発表したっていいだろう。きっとパパは、この論文をほめてくれる。

　私のことをほめてくれる。

　そんな気持ちで、思わず私は歩きながら封筒を開け、中身の論文を確認してしまう。

　こういう時、周りが見えなくなってしまうのは研究者の悪い癖くせだと思う。そしてその癖は間違いなく自分にもあり、後で思い返せば子供じみた危険な行こう為いだった。

「ん？」

　さっきの鈍い衝撃と異なる、また別の衝撃……。

　前を見ていなかったせいで、誰だれかにぶつかったのだ。

「あ……っ！　すいませ──」

　慌あわてて謝罪の言葉を口にし、ぶつかった人物を見上げる。

　最初に視界に入ったのは、その人物が着ている白衣だった。……白衣？　研究者なのかな？　もしかしてパパの記者会見を見に来た人なのかな？

　思わずそこにいるのがパパの理解者のような錯さつ覚かくを覚えつつ、その人物の顔を見る。そこで、思考が止まった。

　ボサボサ髪がみで二十くらいの東洋系。そんな男性の顔に、呆ぼう然ぜんとした表情が浮うかんでいた。予想もしない何かを見たような、切なそうな、気が遠くなりそうな、そんな表情。

　そして硬こう直ちよくした顔のまま、彼はつぶやく。

「紅莉栖……」

　それは、私の名前だった。




　　　　☆




「紅莉栖……」

　その一言に、今度は私が呆然とする番だった。

「どうして、私の名前を？　……どこかでお会いしましたっけ？」

　問いかける。

　少なくとも私の記き憶おくには、こんな男性と出会った覚えはない。でも、彼の表情や視線は、間違いなく自分と初対面でないことを意味していた。

　人間は初めて出会う人間には、必ず一定の行動をとる。それは相手との距きよ離りの取り方や、視線の動きに如によ実じつに表われるものだ。

　なのに、この彼の挙動は違ちがう。

　彼は私と会ったことのある人間の挙動をしている。それも一度や二度ではない、もっと親しい人間に対する挙動だ。

　何故なぜ？　どうして？

　どれだけ記憶の糸をたぐっても、この人物の情報は私の中にはない。

「……聞いてます？」

　呆然としたままの男性にもう一度問いかける。声こわ音ねに訝いぶかしむ音色が宿っていた。この声を聞き、彼の視線が揺ゆれる。私の言葉が、何かの情動を動かしたらしい。

　予想しない動きで、男性の指がついと動く。

　私の頰ほおに触ふれようと……。

「ちょっと……、何ですか？」

　疑念を脳のう裏りに浮かべつつ、彼の手を避さける。その拍ひよう子しに、封筒から少し出ていた論文が落ちて散らばってしまう！　パパに見せるはずの論文が、ファサッと音を立ててベージュのリノリウムの床ゆかに白いアクセントを広げた。

　私は慌ててしゃがみ込み、論文をかき集める。

　猛もう然ぜんと怒いかりが湧わき上がってきた……！

　パパに見せるはずの論文を……、こんな風にして！

「何なんです!?　質問に答えて下さい！」

　せっかくのチャンスなのに……、七年ぶりのチャンスなのに……。

　もちろん、頭のどこかでこんなことじゃ大したことにならないと分かってる。落ちた論文だって、汚よごれたわけじゃなくきちんと読める。

　なのにどうしても、このことでパパと和解できないんじゃないかって、そんな理り不ふ尽じんな想おもいがどんどん湧き上がって……。そのことにどうしようもなく自己嫌けん悪おして、さらにそれが黙だまりこくっている男性への怒りを刺し激げきした。

　いい加減、何とか言ったらどうなの!?

　心の中でそう絶ぜつ叫きようした瞬間、弱々しい声が私の耳じ朶だを打つ。

「俺は……」

　震ふるえる……、感極まったような声。

　泣きそうな……、今にも泣き出しそうな……、声。

「えっ？」

　耳に聞こえてきた声こわ色いろの、あまりの意外さに私は怒りを忘れて男性を見上げる。その目には、こぼれ落ちそうなくらい、いっぱいの涙なみだ。

　必死に泣き出すのをこらえているかのような表情で、それでも涙を止めることはできず、わななくように彼は私を見つめる。

「俺は……、お前を……」

　彼は何かを言いかけ、やめる。

　そこで私はようやく気がついた。彼は私の問いに答えるのを拒こばんでいるわけでも、ただ黙っているわけでもない。

　話せないのだ。

　何を言おうにも、言葉にならないほど感極まって。

　しばしの間、私と彼は無言で見つめ合った。

　彼が私とどういう関係で、一体どんな理由でここにいて、何故こんなにも感極まっているのかは分からない。でも、それが何か尋じん常じようの理由でないことだけは確かだった。

　その気配に気け圧おされて、私もまた動けずに彼をただ見つめ続ける。

　そしてその瞬しゆん間かん。

　何かが意識の奥底でかすかな音を立てるのを感じた。それはまるで歯車。規則正しく回り続ける円えん環かん。そこに何かが入り込み、軋きしむようにかすかなうなりを上げる。

　脳裏に何かの映像がフラッシュバックした。

　必死の表情でこちらに手を伸のばし、何かを叫さけぶ男の姿。おぼろげな映像が次々と浮うかんでは消える。

　何か……、何かを忘れてる。そんな気がしてならなかった。

「これより、八階ホールにて中鉢博士の会見が開かれます。入場は自由に……」

　不意に館内アナウンスがとどろく。

　私と見つめ合っていた彼は、双そう方ほうともにまるで弾はじかれたように宙を見上げた。今まで時が止まっていたかのように硬こう直ちよくしていたふたりが、アナウンスによって動きを取り戻もどす。

　パパの会見に行かないと……。

　アナウンスを聞いてまず私が気を取られたのは、そのことだった。

　だから……、目の前の男性がアナウンスを聞いて駆かけ出すのを、止められなかったのだ。

「くっ……」

「あ、待って！　待ちなさい!!」

　制止の言葉をかけるけれど、それで彼を止めることはできない。追おうと思えば追えたかも知れないけれど、会見の時間が迫せまっていたし、何よりそうした行こう為いを拒きよ絶ぜつする何かが彼の周囲にはあった。

　結局、彼は何を言おうとしていたのだろうか？

　私はかすかにためらいつつも、論文を手に階段へと足を進める。

　彼のことが気にならないと言えば噓うそになるが、それよりも優先すべきものが今の私にはあったからだ。

　四階から足早に八階への道を急ぐ。

「ん？」

　途と中ちゆう、七階の踊おどり場で何か光るものを目にする。何だろう？

　特に深く考えることもなく、その金属質の丸いものに手を伸ばす。どうやら、何かのマスコットらしい。赤く〝まゆしぃの〟と書かれている。このマスコットの名前かな？

「……可愛かわいいわね」

　奇き妙みようなことだけど、そのマスコットが何故なぜか幸運のお守りのように思えた。その丸いフォルムが心を和らげて、パパとの話をスムーズにしてくれるような、そんな気がしたのだ。

　……誰だれかの落とし物みたいだけど、少しの間だけ力を貸して。

　心の中でそう思い、唇くちびるをややほころばせてマスコットを封ふう筒とうに入れる。そしてそのまま、八階へと登っていく。

　どうやらもう、会見自体は始まってしまっているようだ。ただ、これから会場に入る人間も少なくはないらしい。そのことに少しほっとしつつ、会場に向かう。

　いよいよ、七年ぶりにパパと会うのだ。

　……七年の歳月を、取り戻すために。




　　　　☆




「ドぉぉぉクぅぅぅタぁぁぁぁぁぁぁッッッッ!!」

　絶ぜつ叫きようだった。

　絶叫以外の何物でもなかった。

　八階に登りついた私は、会場から聞こえてきたその絶叫に身をすくませる。

　どうしても怒ど鳴なり声や絶叫には弱い。それが何でもないことだと理性では分かっていても、身体からだは否いや応おうなく反応する──七年前、パパを怒おこらせて怒鳴られた夜から、それはずっと変わらない。

　それに続いて、会場内からはパパの怒鳴り声も響ひびく。どうやら論争になっているらしい。瞬間的に再び身がすくんだが、自分に対してのものではないと分かると、何とか恐きよう怖ふをねじ伏ふせることもできる。

　そして恐怖を何とか振ふり払はらうと、またも心の中に怒いかりが溢あふれた。半分はこんなことで無様に恐怖を感じてしまう自分への羞しゆう恥ち心しんが、怒りという形に変化したもの。

　残りの半分は、七年越ごしのこの好機にわざわざパパの神経を逆なでしてくれた人物への怒りだ。両方ともに理り不ふ尽じんな怒りであると自覚はしているが、それでも怒りは怒り。

　不ふ機き嫌げんな表情を隠かくそうともせず、会場への扉とびらを開けて中を見る。

　それが誰であれ、この怒りをぶつけずにはいられそうになかった。

　…………………………………………………………………………………………………………。

　だが。

　結局、私はそこで怒りをぶつけることはできなかった。

　そこにいた、パパにくってかかっている男性。おそらくは先ほど、絶叫の声を上げた張本人とおぼしき人物。その人物の姿が、あまりにも意外すぎたからだ。

　そこにいた人物。それは他ならぬ約十分前。四階の階段そばで私とぶつかった男性。

　あの、両目に涙なみだを溜ためて私を見つめていた人物。

　その人だったからだ。

　ボサボサの髪かみに白衣。背はやや高めなのに、それに似合わぬ細身の体型。

　間ま違ちがいない。私の短期記き憶おく能力が何か誤作動でも起こしていない限り、その男性はあの走り去った人物そのものだ。どうやって、階段をまっすぐ登ってきた自分よりも早くここに到とう着ちやくしたのかは不明だが、さっきの今で見み間ま違ちがえるはずもない。

　それを認にん識しきした時、怒りに代わって私の意識に浮かんだのは「何故？」の一語だった。

　何故、あんな目で私のことを見たのか？

　何故、あんな風に私の名を呼んだのか？

　何故、あんな泣きそうな顔だったのか？

　何故、何かを言おうとしてやめたのか？

　何故、何故、何故、何故、何故、何故、何故、何故、何故、何故、何故……？

　このフレーズで頭がいっぱいになることなんて、研究者なら日常茶飯事だろう。そしてそれを追究せずにはいられないのも、研究者という人種なら当然のことだ。

　私は躊ちゆう躇ちよなく立ち並ぶ会場内の人々を横切り、彼に近づく。そしてその肩かたを叩たたいて言った。

「……ちょっとあなた」

　多分、自分は射るような鋭するどい目つきで彼を見ているのだろう。けれど、それに構っている余よ裕ゆうは今の私にはない。この瞬しゆん間かんだけ、私は日本にはるばる来た目的であるはずのパパのことさえ、きれいに忘れてしまっていた。

　いや、正しくない。忘れていたわけではない。ただ、それよりも遥かに上の優先事じ項こうに、彼を問いただすという命題を置いてしまっていたのだ。

　声をかけ、彼の注意がパパからそれると同時に、強ごう引いんにその手を引いて会場から連れ出す。何か声を上げているようだが、それにはまったく頓とん着ちやくしない。

　会場の外に引きずり出したところで、ボサボサ髪の男性は「誰だ、お前は？」と言葉を放った。そんなこと、むしろこっちが聞きたい。

「それはこっちの台詞せりふです」

「なんだと？」

　そんなやりとりを交かわしつつ、少し彼の態度に違い和わ感かんを感じる。身構えたように距きよ離りを取る彼を横目に見て、まず最大の気がかりについて私は問いを投げた。

「さっき何か言いかけましたよね？　私に」

　ほんの十五分前だ。結局、彼は何の言葉も告げずに消えた。明らかに何かを口にしたかったはずなのに。しかしそれに対する彼の返答は、私が満足できるものではなかった。

「……さっき？」

　疑ぎ問もん符ふたっぷりの表情に、さらに自分の視線が鋭くなるのを自覚する。何をしらばっくれているのだろう、この男は？　それでも私は激することなく、静かに声を放った。

「十五分くらい前」

「何をとんちんかんなことを……」

　ふと、言いかけた彼の言葉が止まる。声の調子が変わった。

「牧瀬……、紅莉栖？」

　二度目に彼が呼ぶ、私の名前。その言い方に、私は違和感の正体を感じ取り、目をしばたかせた。そうだ、彼の口調が、声の調子が、視線の動きが……、丸っきり初対面の人間に対するそれなのだ。

　演技？　しらばっくれてるだけで、ここまでできるものなの？　それとも、二重人格？

　おかしい……。新たな疑問が湧わき上がる。
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　目の前の男性は、そんな私の様子に気づかないのか、それとも本格的にしらばっくれているのか、初めて会ったばかりという口調を続ける。

「この前、サイエンシーに論文が載のった……」

　それは、少し前に自分が書いた『側頭葉に蓄ちく積せきされた記憶に関する神経パルス信号の解かい析せき』という論文について言げん及きゆうした台詞だった。その様子に白々しいものを感じながら、私も合わせるようにつぶやく。

「よくご存知ですね。どこかの大学の研究室の方ですか？」

「……貴様！」

　私の言葉に、驚きよう愕がくするような彼の声が重なった。ただ事ではないトーンに、虚きよを衝つかれる。彼はそのままよろめくように後ずさった。

「……まさか機関が送りこんだエージェント？」

「機関？」

　おまえは何を言っているんだ？

　頭が真っ白になるような、予想だにしない切り返しだった。思わず少し慌あわててしまう。

「何です？　私はただ、聞きたいことが……」

「それに答える必要はない！」

　今度も全部の台詞を言い終える前にひったくられる。その態度に、今度は怒いかりが燃え立った。携けい帯たいを取り出して誰だれかに連れん絡らくを始めた彼に、つかつかと歩み寄る。

「誰と話しているんです？」

　質問を投げかける。しかし携帯電話に話しかけたまま、男は私の方を見ようともしなかった。怒りがさらに泡あわ立だち、考えるよりも先に手が出る。もぐようにして携帯をつかみ、そのままむしり取る。

　誰に話しているかは知らないが、その相手を確認せずにはいられなかった。しかし携帯の液えき晶しよう画面には、何のデータも映し出されてはいない。

「あれ？　電源が……」

　誰と話しているも何もない。

　そもそも彼が持っていた携帯電話は、電源が入っていなかったのだ。そのことを指し摘てきした瞬間、男の表情があからさまな動どう揺ようのそれに変わる。そして次の瞬間……、突とつ然ぜん笑い出した。

「フ、フゥゥッワッハッハッハハハハ……。と、特別に教えてやろう。それは俺以外が触さわると自動的に電源がオフになる特とく殊しゆ任務仕様携帯なのだぁ！　特別製の携帯なのだ。フフッ、フゥーワッハハハハハハ」

　彼の笑い声混じりの言葉を聞いたその刹せつ那な。それまでは沸ふつ騰とうに近かった心の中の怒りのボルテージが、一気に氷点下にまで冷めていくのを感じる。私は、怒りという感情は一定を超こえると急に冷たいものになるのだということを、この時初めて知った。

「……そう、独り言」

　言葉にカミソリのような鋭するどさが宿るとしたら、このような感情の時に違ちがいない。その怒りの度合いを感じ取ったのか、それとも他の原因か、男の高笑いが止まる。

　私は言う。

「手短に聞きますね。さっき私に何を言おうとしたんですか？」

　まっすぐに彼の瞳ひとみを見つめて。その一挙手一投足、すべてを見み逃のがさない覚かく悟ごで。人間は表面を取り繕つくろうことはできても、脳や神経の動きを誤ご魔ま化かすことはできない。そして脳科学者である私は、そうした反応を読み取ることができる。

　特に、目。

　視線の動きは、どんな言葉よりも雄ゆう弁べんに真実を語るのだ。

「十五分くらい前。何か言おうとしましたよね。すごい思い詰つめたような顔で……」

　じっとその目を見つめる私に、彼は耐たえかねたのか視線をそらす。そして自分の中の動揺を取り繕うように、

「ふ、ふふ……。お、俺は、全すべてをお見通しなのだ。天才少女よ。次に会う時は敵同士だな！」

　その芝しば居いがかった口調と言っている言葉の理解不能加減に、我知らず意識が混乱する。

　おまえは本ッ当に、何を言っているんだ？

「え？」

「さらばだ」

　今回、虚を衝かれたのは私の方だった。意識が混乱している隙すきを突き、彼は高笑いを上げながら脇わきにある七階への階段へと駆かけ出す。

「ちょっと！」

　十五分前と同様に制止の声をかけるけれど、やはり引き留めることはできない。私は為なす術なく、またも彼が走り去る様子を眺ながめやるだけだった。
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　謎なぞの男が立ち去った階段の方を見やり、私は目をひとつふたつ、しばたかせる。

　結局、直接その謎の答えを問いただすことはできなかった。

　だが、これでひとつの確信を得ることはできた。今会った彼は十五分前に会った彼とは別人ということだ。少なくとも、その記き憶おくに関しては。

　脳科学、それも記憶に関する分野を専門とする私の目をこれだけの間、誤魔化し続けることは不可能と断言できるだろう。しらばっくれている演技などではない。彼は間ま違ちがいなく、十五分前に自分と会った記憶を持っていないのだ。

「双ふた子ごなのかな……、もしかして？」

　個人的にはそれが一番納得のいく答えだ。一いち卵らん性せい双そう生せい児じか何かで、まったく同じファッションをしているというのが最もストレスの少ない解答だろう。

　それなら、まっすぐに八階に向かった自分よりも早く会場に到とう着ちやくできていた理由も明快だ。単純に今会った彼は最初からずっと会場にいて、十五分前に会った彼は会場に向かわなかったというだけのことに過ぎない。

　次に納得しやすいのは、やはり二重人格だろうか？　この場合は自分より早く会場に到着できた理由が謎だが、やはり初対面という問題はクリアーできる。

　──しかし、この両方の説はともにある問題を抱かかえている。それは、自分が一度も会った記憶のない十五分前の彼が、明確に牧瀬紅莉栖という個人をよく知っているとおぼしい行動を取っていたことだ。

　この謎だけは、双子説でも、二重人格説でもクリアーできない。もちろん、とてつもない演技で私を騙だましていたというケースでも、これは変わらない……。

　いつも自論を練る時のように、脳内で自問自答を幾いく度どとなく繰くり返す。瞬しゆん間かん、あるひとつの荒こう唐とう無む稽けいなアイデアが点灯した。

「……まさかね」

　失しつ笑しよう混じりに、自ら思いついたアイデアを否定する。

　そうだ。そんなことはあり得ない。

　もしも彼がタイムトラベラーだったら？

　先ほどの人物との初対面は、会場で出会った時が初めてで、十五分前の彼は遥か未来からタイムトラベルしてきた彼だったとしたら？

　この仮説ならば、確かに色々な問題をクリアーできる。

　唯ゆい一いつ、タイムマシンが存在しないという問題を除けば、だが。

　……もし私が今この手にしてる論文と、パパの研究が合わさって将来的にタイムマシンが誕生するとしても、それにかかる時間は決して短いものではない。その間に彼は老化してしまって、同じような姿ではいられなくなるはずだ。

　無論、未来に極めて優すぐれた若さを保つ技術や若返りの美容整形術が確立される可能性もあるだろう。しかしそうした夢想の域を出ない仮定を積み重ねるのは、もはや科学という発想の枠わくを超えている。

　新しい理論を考えつく時ならばともかく、こうした検証の過程では無視せざるを得ない発想であった。

　頭をひとつ振り、あまりに野放図なアイデアを追い出すと、携けい帯たいを開き時間を確認する。

　12:26

　色々とやっている間に、いたずらに時間を費ついやしてしまったらしい。背後にした会場の扉とびらの向こうからは、まばらな拍はく手しゆの音が聞こえてくる。どうやらもう記者会見そのものは終わってしまったようだ。

　講義や講演とは違ちがって記者会見である以上、あまり専門的なことは話さなかったのかも知れない。それならものの三十分で終わるのもうなずけなくはない。

　ほんの数瞬しゆん、私は悩なやむ。

　パパと話がしたい。この論文を読んで欲しい。

　でも、パパには牧瀬章一という私のパパとしての立場の他にも、中鉢博士という芸名を名乗る立場もある。娘むすめが無ぶ遠えん慮りよにそこに踏ふみ込むのは、仕事場を荒あらすような行こう為いに他ならない。もしも私が研究所でそんなことをされたら、ただでは置かないだろう。

　あまり、人目につかない方がいいかな？　プライバシーだものね。

　周囲を見回す。

　どうやら奥の方に、従業員用の通路があり、そのさらに向こうに関係者控ひかえ室があるようだった。そこでなら誰だれかに邪じや魔まされずに、親子水入らずで話すことができる。

　そんな気がした……。
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　会場から他の人間たちが出てくる前に、そっと従業員用の通路へと移動する。

　雑然と積まれた段ボールを避よけながら、関係者控え室の近くまで行くと、私はそこで壁かべによりかかって息をついた。

　もうすぐ、パパがこの通路にやってくるはずだ。

　最初に言う言葉は何がいいかな？　七年ぶり？　会いたかった？　それとも……。

　自然に心が浮うき立つのを感じる。

　いえ、何よりも先にこの論文の話をするべきかも知れない。きっと……、きっと喜んでくれるに違いないのだから。

　この論文が、パパと自分の絆きずなを取り戻もどすそのきっかけになると思いつつ、私は再び封ふう筒とうの中の論文を確かめる。そうこうしていると、従業員用通路に誰かが入ってきた気配があった。

　ぶつぶつと何かをつぶやきながら、乱暴な足取りで近づいてくる人物がひとり。

　セピア色のジャケットに黒地のチーフを首に巻いた四十代の男性。間違いなくパパだった。

　私は最初、自分から声をかけるつもりだったけれど、パパがまとっている剣けん吞のんな雰ふん囲い気きに、少し気き後おくれしてしまう。

　だから、先に声をかけてきたのは……パパの方からだった。

「お前は……。何の用だ？」

　不ふ機き嫌げんのオーラをまとい、睨ねめ付けるようにパパは私を見る。その様子に、どこか記き憶おくの中の──七年前のパパの姿がオーバーラップする。私は心の中に芽生えた恐きよう怖ふを押し殺し、何とか笑みを作ろうとする。

　でも、それがうまく行っていないのは、我ながら明白だった。精せい一いつ杯ぱい、何とか声を紡つむぐ。

「あのね……。これを、読んで欲しいの。……パパ」

　私は論文を……、パパにほめてもらうために書いた論文を差し出した。

　見てもらえれば、読んでもらえれば、それで大だい丈じよう夫ぶなはず。

　そう思って、そう願って。

　多分、指先は震ふるえているだろう。けれど、それで伝わると思いたい。私がどれだけがんばってきたか。どれだけパパが大好きかが。

　パパは私の差し出した論文を乱暴にひったくり、その場で読み出した。かなり長い論文だ。普ふ通つうなら単に目を通すだけでも相当な時間がかかる。でも、文章を読むのが速いパパなら、この長さの論文でも大意をつかむくらいなら五分とはかからないだろう。

　無言で紙に目を走らせるパパ。

　周囲に沈ちん黙もくが立ちこめる。私はというと、その沈黙に耐たえ切れなくて、取り留めもなくパパに話しかけていた。

「パパが七年ぶりに連れん絡らくくれて、会見を見にこいって言ってくれたでしょ？　それがきっかけになったの」

　私に一切反応せず、ただひたすら論文のページをめくって機械のようなスピードで論文を読み進めるパパ。私はなんだか居たたまれなくて、何とか言葉を紡ぎ出そうと躍やつ起きになった。

「頭に浮かんだ理論をまとめてみたら、もしかしたら、タイムマシンが作れるんじゃないかって……どうかな？　パパの意見を聞かせて欲しいの」

　言い募つのる。

　必死になって。

　無言のまま、ただ論文を読むだけのパパに、何とか振ふり向いてもらいたくて。よくやったぞって言って欲しくて。ほめてもらいたくて。

　七年前の、あの夜をやり直したくて。

　パパにもう一度、パパに戻ってもらいたくて。

「もし、それが認められたら、学会を追放されたパパのリベンジに……」

　私がそう言った瞬しゆん間かん、パパはぎろりと睨にらみ付けた。……私を。

「追放されたのではないっ！　私の方が嫌いや気けがさして見切りをつけたのだ」

　突とつ如じよとして上がる、甲かん高だかい怒ど鳴なり声。実際にはないはずの物理的な圧力さえ感じて、総身がすくむ。私は反射的に、謝りの言葉を口にしていた。

「ごめん……」

　パパが論文を読み終わったのは、私が謝ってすぐのことだった。パパは論文の表紙を一いち瞥べつして言う。

「ふん……、悪くない内容だ」

　その言葉に、私はそれまでの恐怖が消えていくのを感じていた。代わって感じるのは、パパに認められた、ほめられたという喜び。だから私は、また反射的に想いを口に出してしまう。

「本当!?　私ね、パパさえよければそれを共同署名で発表してもいいと思っているの。だって、きっかけはパパが……」

　その瞬間、またパパの怒ど号ごうが飛んだ。それも、さっきよりも鋭するどく、さらに怒いかりと憎ぞう悪おに満ちた怒号が。

「馬ば鹿かなことを言うなっ！」

　その叫さけびに、意図せず身体からだが萎い縮しゆくして……多分、涙なみだもにじんだと思う。

　怖こわい……、怖い……、こわい……、こわい……。

　今、十八歳の自分が、この瞬間だけまるで七年前に──十一歳の子供に戻ったような気がした。

「……お願い。……怒鳴らないでよ」

　か細い声で、何とかそれだけを絞しぼり出す。

「……帰れ」

　私の言葉に、パパは一言短く。私には信じられない答えを返した。私は疑問に声を上げ、ただパパを見つめることしかできない。

　パパの言った言葉の意味が理解できなくて、ただパパを見つめることしかできない。

　七年ぶりにパパは私を呼んでくれて、七年ぶりに会って、七年ぶりの家族の時間を過ごすんじゃなかったの？

　私は今まで一いつ生しよう懸けん命めいがんばってきたよって、パパに話すんじゃないの？

　ようやく、パパに認めてもらえるんじゃないの？

　ひたすら見つめ続けるだけの私を尻しり目めに、パパは私の論文をしまい、背を向ける。そして背中越ごしに放たれた言葉は、より大きな絶望に満ちていた。

「意見が聞きたいと言ったな？　だったら答えてやろう。この論文は私の名前で発表する。以上だ」

　衝しよう撃げき。

　おそらく、この時の私の感じたものは、それ以外の何物でもなかったろう。

　もはや悲しみでも怒りでもなく、そんなものを遥かに超こえた純じゆん粋すいなショック。

　信じられない。信じたくない。

　研究者なら、絶対に犯してはならないタブー。

「そんな……。まさかパパ……、盗ぬすむの？」

　研究者にとって、己おのれの研究は命だ。

　いや、存在の根源といっていい。それは努力であり、今まで生きてきた人生の結けつ晶しようであり、その個人の考え方や願い、想い、理想、ある意味で魂たましいとも言える。

　そんな研究を……、他人の研究を自分の名前で発表する。それはその人間の全存在を奪うばうのと同じだ。

　今までも、これからも、過去も未来もすべて消し去ることに等しい。

　それを……、するというの？

　私のパパが？

　他でもない私に!?

　私は嘆なげくように、ただつぶやくしかなかった。

「私の論文を盗むの？　そんなことだけはしない人だと思っていたのに──」




　　　　☆




「私の論文を盗むの？　そんなことだけはしない人だと思っていたのに──」

「黙だまれっ！」

　刹せつ那な。私の頰ほおが熱くなった。

　そのまま、何かがぶつかった勢いに私は吹ふき飛ばされる。

　それがパパに手を上げられたせいだと理解するのに、数秒以上の時間があったと思う。

　もう何もかも信じられなくて。

　どうしようもなくて。

　そして気づいた時には、私はパパに首を絞しめられていた。

「よくも……よくも盗むなどと……」

　もの凄すごい苦痛が首の骨に集まる。でもそれ以上に大きいのは圧あつ迫ぱく感かんと呼吸ができないという苦しさだった。

「なぜお前はそんなに優ゆう秀しゆうなのだ？　娘むすめが親より優秀でいい道理などない！」

　頭の奥がしびれ、目の裏をチカチカと赤い光点が飛ぶ。

　私はただ、苦く悶もんの声を上げることしかできない。

「お前さえいなければ、私は優秀でいられたのだ！　お前さえいなければ……」

　苦しみに支配される意識の中、私は死にもの狂ぐるいで今の状じよう況きようを否定していた。

　認めたくなかった。

　噓うそだと、噓だと、誰だれか噓だと。

　誰でもいい。これは噓だと、夢だと言って欲しかった。

　パパがこんなひどいことをするはずがない。パパが私を憎にくんでいるはずがない。

　いやだ、いやだ、いやだ、いやだ、いやだ。

　パパが……、パパが……、私の……大好きなパパが……。

　頭の奥のしびれが少しずつ広がって、赤い闇やみが思考を覆おおい尽つくしていく。苦しさがだんだんしびれに吞のみ込まれ、しびれだけが広がっていく。

　完全に苦しさがなくなり、しびれだけが脳裏を漂ただようようになるかと思われた瞬しゆん間かん、唐とう突とつに私はその感覚から解放された。

　途と端たんに戻もどってくる苦悶の感覚。

　激しく咳せきをして、痛む首に手を当てる。

　どうやら、誰かがパパを突つき飛ばすか何かして、私を助けてくれたらしい。薄うす暗ぐらい通路の中、ひとつのシルエットがパパの前に立ちはだかっているのが見える。

　まだかすむ視界の中、白衣とボサボサの髪かみだけが見て取れた。

「あなたは……」

　その特とく徴ちように合がつ致ちする人物を、私はついさっき見たばかりだった。何故なぜ、彼が私を助けてくれたのかは分からない。

　ただ、私は不思議に確信していた。

　彼は自分を助けるために来てくれたのだと。そして苦しさの中、私はある光景を思い出す。それは今朝見ていた夢の景色。いや、今朝だけではない。今までに何度も見てきたものだ。

　こちらに向かって必死に手を伸のばす、ボサボサの髪に白衣をまとったひとりの男。

　今目の前にいる、パパから私を守るように立っている彼と同じ姿。

　何故かは分からない。

　論理的には理解できない。

　ただ、確信していた。

「お前さっきの……なるほど、そういうことか？　貴様ら示し合わせて私の会見を台無しにしようとしていたんだな……。くくく……、そうか。そういうことか……」

　突き飛ばされたパパは、顔を歪ゆがめて笑っていた。

　記き憶おくにある優やさしいパパの笑顔じゃない。今までに見たこともないような、恐おそろしい笑顔。鬼おにや悪あく魔まが笑えば、こんな風に笑うのかも知れない。そんな狂きよう気きじみた笑みをあのパパが浮うかべていること自体が、私にはまた信じられないことだった。

　パパは笑いながら立ち上がると、懐ふところからナイフを取り出す。窓から差し込むか細い光が、そのとろりとぬめ光る刃はに弾はじかれて、その凶きよう暴ぼうな姿を一層際立たせた。

「パパ……」

　信じられない。……信じたくない。

　ただひたすらそう願う私の心を裏切るように、パパと白衣の彼はとっくみあいを始める。

「私を……、バカにするなぁぁぁぁぁぁッッ!!」

　幸い、パパが抜ぬいたナイフはすぐに白衣の彼がはたき落としてくれた。でも、パパの怒いかりはまだ収まらないのか、近くにあった工具箱からこぼれ落ちたドライバーを拾い上げ、それを構えようとする。

「やめてパパ！」

　私はもうやめて欲しい一心で、私を守ってくれるはずの彼の陰かげから躍おどり出た。

「やめて……！　お願い!!　やめてよ……」

「うるさい！　私に指図するなぁぁ！」

　けど、パパは止まらない。私の顔に向かって突き出だされたドライバーの先せん端たんを、何とか腕うでで防ぐ。アドレナリンの作用でさして苦痛はないけれど、ドライバーが腕の肉をえぐる感かん触しよくだけは消せなかった。

「貴様に……、何が分かる!?　私の気持ちが……。私のこの屈くつ辱じよくが……！　地じ獄ごくが……!!」

　私は泣いていた。

　ただ泣いていた。

　もうどうしようもなくて、泣くしかなくて。

　その涙なみだでにじむ視界の片かた隅すみに、白衣の彼がさっきパパの落としたナイフを拾い上げる姿が映った。

　えっ？

　私は目を見張る。まるでスローモーションのように、彼がナイフを構えて駆かけ出す姿が見えた。……まっすぐに、パパに向かって。

　私は何も考えず、ただ驚おどろきのまま彼とパパを結ぶ線上に身を投げ出す。

「ダメェェッッ!!」




　　　　☆




　最初に感じたのは、〝白い〟と言う感触だった。

　感触を色で表現するというのは、言葉の上では奇き妙みように感じるかも知れない。

　しかし現代の物理学では、クォークとグルーオンなどの素そ粒りゆう子しは色荷という色で分類される性質を持つと定義されている。大おお雑ざつ把ぱに言えば、エネルギーの強さや重さと色で表現される性質は等価ということだ。

　文章表現でも、刃は白はく刃じんと言うことがある。

　鋭するどいナイフの切っ先が刺ささった感触を、〝白い〟と表現することは、突つき詰つめればさほど奇き異いなことではない。私は何故だか、そんな連想をしていた。

　次いで感じたのはぶつかってくるような勢いと異物感、肉が裂さかれる独特の感覚。

　ほんのわずかな瞬しゆん間かんだけ、私はどこか冷静に、自分の身体からだが凶きよう器きに蹂じゆう躙りんされる手て応ごたえというものを観察していた。

　そう、とてつもない苦痛が全身を貫つらぬくまでは……。

「…………あ、くぁ、は」

　声も出ない。

　痛みがすべてを麻ま痺ひさせる。さっき、首を絞しめられたときのしびれとは違ちがう、もっと乱暴で、もっと否応のない感覚。

「………………紅莉栖」

　私を刺してしまった白衣の彼が、呆ぼう然ぜんと……ただ呆然と私の名を呼ぶ。

　どうしてだろう、その呼び声を私は不思議に心地ここちよいと感じている。こんなにも痛くて、こんなにも苦しいというのに。彼の胸にすがるようにしている今の状じよう況きようが、理解できないくらい心地よい。

　私はその心地よさとお腹なかから広がる耐たえがたい痛みに抗あらがいきれず、彼に寄りかかるようにしてずるずると崩くずれ落ちる。

　白衣の彼の絶ぜつ叫きようと、捨て台詞ぜりふのようなパパの震ふるえる声が耳に届いた。そしてこの場から離はなれていく駆け足の音。

　おそらくパパは逃にげ出したんだろう。でも、そんなことはどうでもいい。

　むしろ逃げて欲しい。

　……多分、このまま私は死ぬから。

　命が……、そうとしか表現できないものが傷口から流れ出していくのが分かる。流れ出すたびに、身体が冷えていくのが分かる。

　物理的にはただの血なんだけれど、身体が冷えるのは失血のせいなんだけれど。

　それでも今の私には流れ出すものが命そのもののように思えた。

　だから、パパにはもうひとつの私の命を持って行って欲しかったのだ。

　私の論文。

　あれがあれば、パパはきっとタイムマシンを作ることができるはず。だって、パパは私のパパなんだから……。

　逃げて……。必死に逃げて、タイムマシンを作って欲しい。そうすれば、誰だれも真実を知らなかったとしても、私の生きた証あかしが残るから。私が一いつ生しよう懸けん命めいにがんばった証しよう拠こが世界に残るから。

　だから、パパはもういい。

　タイムマシンがどんなものになるか、その結果を〝知りたい〟とは思うけれど、こうなってしまった以上は仕方ない。

　でも、たったひとつだけ心残りはある。

　今、私を抱だきしめてくれているこのぬくもり。私の名を必死で呼んでくれている、彼。

　その彼に申し訳なくて、本当に申し訳なくて……。

「ごめん、ね……。巻き……込んで……」

　息がうまくできない。痛みのせいなのか、呼吸に関かかわる部分のどこかも損傷しているのか、よく分からないけれど、呼吸の難しい中、私は小さな声で彼にそうつぶやく。

「どうして…………？」

　返ってきたのは、やっぱりか細い涙なみだ声ごえ。

「父親……だから…………」

　何とか、私はそう返事する。

　それが、こんなことに巻き込んでしまった彼へのせめてもの礼れい儀ぎで、最後にできるお詫わびで、彼の腕うでに抱だかれていることによる不思議な心地よさへのお礼だから。

「私は……パパに認められたくて……それだけで……」

　でも、同時に私は今さら分かっていた。

　パパは、私なんて認めたくなかったんだ。ずっとずっと疎うとんじていたんだ。

　憎にくかったんだ。

　それなのに、私はパパに認められることだけを考えて生きてきた。昔みたいに優しくして欲しかったから──バカみたい……。

　もう分かってる。

　何で、私はパパをかばったんだろう？

　どうして今、逃げて欲しいなんて思ってるんだろう？

　答えはとっくに出てる。そんな問いかけ。

　バカだよね、私。

「…………紅莉栖」

　どんどん、痛みが強くなる。頭がぼぉっとする。

「あ……。だめ……、死ぬの？　私……？」

　改めて、死を強く認識する。真っ暗な、何か怖こわいものが広がる。

　ぎゅって、して欲しかった。

　強く手を握にぎって欲しかった。

　怖いから。

　心細いから。

　寂さびしいから。

　寒いから。

　暗い。何も考えられなくなる。お願い。怖い。

「紅莉栖……！　紅莉栖!!」

　彼が一心不乱に私の名前を呼ぶ。

　あの夢の時のように。

　もっと、私の名前を呼んで。お願い、もっと。

「怖いよ……。私……死にたく……」

　こんな終わり……、イヤ……。

　たす……けて。

　……おか……べ。

　闇やみが……広がる……。

　しゅたい……んずげーと……。

「紅莉栖────！」

　最後に、耳元で放たれた絶叫がかすかに聞こえたような気がして。

　私の意識は消えた……。
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　苦しかった。

　悲しかった。

　自分の思おもい描えがいていたものが、実際には存在しない幻げん想そうと知って。

　苦しかった。

　辛つらかった。

　ずっとずっと大切に抱いだいていた願いが、永遠にかなわないものであると知って。

〝知りたい〟という想いは、常に何かの代だい償しようを要求する。時間か、富か、人生か、それとも愛や情か。時にはその代償が命であることさえあるだろう。

　いえ、もしかしたらそれ以上の〝何か〟が必要となるかも知れない。

　私は……それを身をもって知ったのだ。

　広がる死のイメージ。その向こうから何かが聞こえる。

「世界線の移動……今までに……確認されていない……」

　何を言っているのだろうか？　うまく聞き取れない。

「時間跳躍に酷こく似じ……しかし……タイミングに……ずれ……」

　そもそも、聞こえてきた内容を理解する能力がどんどん落ちていくのを感じる。

「違ちがう種類……未確認……別のカテゴリ……」

　怖こわい……、怖い……、こわい……、こわい……。

　ああ、まっくらが……、なにもないが……ひろがる。

　こわい……、こわい……、こわい……、こわい……。

　こわいよ……、パパ……。こわいよ……、お……か……




　　　　☆




「──────────────ッッッ!!」

　混こん濁だくする意識の中で、激しい悲しみと苦痛に身み悶もだえする……。

　声にならない叫さけびを上げて、私はハッと目を覚ました。

　ガバッと身を起こし、荒あらい息をついて肩かたを上下させる。

「ハァハァハァ……。あれ？」

　……夢？

　きょろきょろと周囲を見回す。そこは昨日泊とまったホテルの寝ね床どこだ。

　私──牧瀬紅莉栖は、そのベッドの上でシーツを握にぎりしめながら寝ね起おきのはっきりしない頭をもてあましていた。片手は何故なぜか苦痛を覚える腹部を押さえている。

「あれ？　何で……、夢……。何か変な？」

　恐おそろしい夢を見ていたような気がする。

　いや、悲しいような苦しいような……、そんな夢でもあった。

　途と方ほうもない喪そう失しつ感かんが、まだ全身に残っている。ふらつく頭を振ふって、跳はね起きた原因であろうさっきまで見ていたはずの夢の反はん芻すうを試みた。

　でも、まるで断ち切られたように、覚かく醒せいした脳はその記き憶おくへのアクセスを拒こばむ。

「思い出せない……。確か、何かとても……」

　額に手を当てると、そこは冷や汗あせで濡ぬれていた。いや、全身が汗だらけだった。

　それほど、恐ろしい夢だったのだろうか？

「一体、どんな夢を見たら……こんなに？」

　恐きよう怖ふの残ざん滓しはまだ残っていたが、すでにしてその影かげさえも知覚できない。どんな悪夢であれ、覚えていないのでは目覚めてから後にその恐怖を続行させようもない。

　肺に新しい空気を入れるため、意識して深呼吸する。全身に酸素が巡めぐることで、恐怖や焦あせりが払ふつ拭しよくされるのはよく知られた脳機能のひとつだった。そうして落ち着いた脳で考えてみると、何となく自分が死ぬ夢を見たのではないかという気がする。

　現在、睡すい眠みんは記憶を整理・統合する作用があり、夢はその処理過程の影えい響きようで見るものではないかという意見がある。私が属する脳科学研究所でも、そうした理由から夢が睡眠時の脳活動の記録として、何かに活用できないかというアイデアが出たことはあった。

　けれど、実際にはイレギュラーや夢を見た人間の主観、イメージの混乱に惑まどわされすぎて、占うらないや古い心理学研究のそれを超こえる結果は出なかったのだ。今回も、漠ばく然ぜんとした死のイメージだけでは、何の判断も下しようがない。

「思い出せない以上、仕方ないわね」

　呟つぶやきつつ、携けい帯たい電でん話わの時計表示に視線を走らせる。

　2010/07/28　11:27

「えッッ!?」

　汗をかいたのとは別の理由で、一気に体温が下がるのを感じる。

　本来、私が起きるつもりだったのは09:30。携帯電話が表示しているのは、その起き床しよう予定時間から優に二時間近くも過ぎた時刻だった。

「──────────────ッッッ!!」

　声にならない叫びが再び全身を貫つらぬく。

「な、な、なんで!?　何でこんな寝ね坊ぼうをするの？　どうして？」

　もう寝起きに見た悪夢なんか気にしてる場合じゃなかった。パパの「タイムマシン開発成功記者会見」の開始は12:00。もうすでに後三十分程度しかない！

　こうなったらなりふり構っている場合じゃなかった。

　私は焦りながらバスルームに駆かけ込み、今まで経験したことのないスピードで身だしなみを整える。

　もはや、一刻の猶ゆう予よもなかった……。




　　　　☆




　12:12

　私はラジ館から実に数百メートル離はなれた場所に立ち尽つくしていた。

　それというのも、つい四十分ほど前にラジ館である事故が起きたからだ。

　人工衛星の墜つい落らく。

　まだどこの国のものかは不明だが、どう見ても人工衛星にしか見えない物体が、ラジ館の屋上に墜落してきたのだという。現在、その人工衛星はラジ館北側正面、屋上から八階にかけての部分に突つき刺ささっているらしい。

　らしい……、というのは私がまだその人工衛星の実物を見ていないからだ。

　衛星墜落があったという時刻。

　私はまだホテルの中で着替えの最中だった。その時に響ひびいてきた轟ごう音おんは、確かに何か大きな爆ばく発はつ事故が起きたのではないかと錯さつ覚かくさせるほどのものだった。

　だから秋葉原ラジ館で、何か事故があったのだろうことについては、私も疑っていない。でも、人工衛星の墜落といわれると、少々ながら疑念がある。

　本当に人工衛星が落ちてきたなら、いわれているとおりの被ひ害がいでは普ふ通つう済まないからだ。

　けれど、近くには実際にラジ館から避ひ難なんしてきたという人たちもおり、彼らの証言を聞く限りでは確かに何かが落ちてきたのだという。

　そして何より重要なのは、その事故のせいでラジ館一帯と中央通りが封ふう鎖さされてしまい、立ち入り禁止区域となってしまったということ。加えてその禁止区域内にいた人々は、問答無用でその区域の外に追い出されてしまったことだろう。

　──そもそもこの私自身、ついさっき追い出されてここまで誘ゆう導どうされてきたばかりなのだ。

　当然、立ち入り禁止区域の中心であるラジ館で行なわれるはずだった、「タイムトラベル基き礎そ理論論評会」と言う名目の記者会見は中止。その主役であった中鉢博士ことパパは、怒いかり心しん頭とうに発してその足で今住んでいる青森に帰ってしまったらしい。

　記者会見に出る予定だったという記者の人が教えてくれたことだから、確かなんだと思う。

　ただ、それが真実だとするなら、私は日本に来た主目的を失ってしまったことになる。

　元来、アメリカのヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所に属する研究員である私が日本にやって来たのは、パパである中鉢博士こと牧瀬章一から「記者会見を聞きに来ないか」と手紙をもらったことがきっかけだった。

　折しもその記者会見の同日、同じ秋葉原で講演を行なって欲しいという依い頼らいが研究所に来ており、様々な理由からその候補に私が選ばれたばかりの頃ころである。私は渡わたりに船とその依頼を引き受けることにし、仕事にかこつけてパパに会いに来たのだ。

　七年前に起きた些さ細さいなことが原因で、私はパパに嫌きらわれていた。だから、こうしてパパの方から招待状を送るという歩み寄りを見せてくれたのを機に、仲直りをするつもりで日本にやって来たのだったが……。

「仕方ない、かぁ……」

　手にした論文を覗のぞきつつ、私は途と方ほうに暮れる。

　そもそもこの今手に持っている論文にしてから、パパとの仲直りのために書いたタイムマシンに関する考察の論文だった。

　そうでもなければ、私がタイムマシンについて論文を書くなどあり得ない。何故なぜなら、私はタイムマシンが嫌いだから……。ある意味で、パパを私から奪うばったのが、タイムマシンだったからだ。

　パパは色んな研究に手を出していたけれど、それはタイムマシン開発につながる関連性を持った研究であるか、さもなくばそのための資金を得るための研究だった。パパはその意味でタイムマシン研究一筋の人であり、そしてその研究がすべてだった。

　……家族よりも。

　ママが私の留学に合わせ、自らもパパと別居の道を選んだのは当然だろう。それは仕方のないことだと思う。

　そもそも、タイムマシン──およびタイムトラベルの研究は、世間では正統な研究としては扱あつかわれない。いわゆる疑ぎ似じ科学やトンデモというレッテルを貼はられるのがオチなのだ。

　実際、パパは世間ではきちんとした評価をまったく受けていなかった。無理もない。タイムマシンの研究をしているとなれば、それだけで学会からは干されて当然である。

　講演の依頼は来ない。

　学術誌に論文が載のることもない。受け入れてくれる研究機関もほとんどない。

　それで、研究者がどうやって生活していくというのだろうか？　なのに、パパはそれでもタイムマシンの研究をやめなかった。多分、他の何よりもタイムマシンが大切だったに違ちがいない。だから、私はタイムマシンが嫌い。疑似科学やトンデモも嫌いだ。

　絶対に、パパみたいにはなりたくない……。

　それでもなお、タイムマシンについての論文を書いたのは、パパが好きだから。もう一度、家族の時間を取り戻もどしたかったからだ。

　現状、我々人類の持っている科学技術では、タイムマシンを創造することはできない。それは間違いのない事実だ。しかしいくつかのアイデアに基もとづいて思考実験を重ねてみたところ、即そく座ざに実現不可能ではあるものの有望そうなプランが浮うかび上あがってきた。

　このプランを元にさらに研究を進めれば、いつかはタイムマシンに手が届く日が来るかも知れない。それがパパと私の連名で発表されれば、現在はさほど評価されていないパパの科学者としての業績もきっと陽ひの目を見ることができるはずなのだ。

　──逆に、私の研究者としての道は大きく狭せばまることになる。それが現実だ。そして、矛む盾じゆんしているようだけど、それでも構わないから私はパパとまた家族になりたかった。

「でも、そもそも会えなきゃ……どうしようもないよね」

　心の中に、ただひたすら残念だという想いが渦うずを巻く。

　とはいえ研究者であれば、予想とは異なる結果に落らく胆たんすることなどよくあることだ。

　今回、パパとの和解を果たすことはできなかったけれど、また別の機会があるかも知れない。そういう風に考えて、私は気分を切り替かえることにした。

　この後、15:00から私を招待してくれたＡＴＦの講演会がある。

　気持ちとしてはパパと会うついでの仕事に過ぎなかったけれど、本来はこちらこそが日本にわざわざやって来た公的な理由なのだ。その公的な仕事を、私的な理由でおろそかにすることはできない。

　それは社会人としての、最低限のけじめだと思う。

　もちろん、衛星墜つい落らく事故の影えい響きようでこのＡＴＦの講演会自体も、どうなるかはまだ分かっていない。何せ、会場である大ビルは封鎖区域の向こうにあるので、状じよう況きようを考えればこちらも中止となっておかしくはないのだ。

　でも、その中止が決まるまでの間は、予定は予定のままである。気持ちを入れ替え、本来の仕事に備える必要があった。

「無様を晒さらしたら、研究所のみんなや教授にも申し訳が立たないものね」




　　　　☆




　結果的に、15:00になる前に大ビル周辺の封ふう鎖さは解除されることとなり、講演は予定通りのスケジュールで進行することとなった。

　それは問題ない。

　問題はどちらかというと、そこで講演する内容にあった。先にも話したけれど、私の所属しているのはヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所であり、私自身はそれなりに物理学を修めているとは言え、脳科学者だ。

　その私にタイムマシンについて講義して欲しいというのだから、場違い極まりない──そもそも先にも述べたけれど、私はタイムマシンとそれに関わるこもごも、疑似科学やトンデモが大だい嫌きらいだ。

　とはいえ、どうもＡＴＦは、発想の柔じゆう軟なんな門外漢にこそ講義を行なって欲しいらしい。それによって得られる発想の転てん換かんこそが、彼らの求めているもののようだ。

　私に彼らの求めているものがあるのかどうかはともかく、研究所の看板を背負っての講演ともなれば、気を抜ぬくことは厳禁だ。研究者とはいえ、最終的な局面では政治力がものをいうこともある。そのことを私は、指導役の教授に口を酸すっぱくして言われていた。

　だから、大ビルの五階にあるＡＴＦの会場へも早い目に到とう着ちやくし、参加者と親交を深めるべく雑談をしたり、軽いディスカッションを行なったりもする。それもまた、この場に来た私の仕事なのだ。

　講演の開始時間が近づくにつれ、会場にはたくさんの人が集まり始めていた。中には歳の近い学生たちもいる。こうして老ろう若にやく男なん女によの別なく集まるような研究者の催もよおしは、いつ来ても独特な感覚のするものだ。

　そうして、講演開始約五分前。

　私が講演前に少し思考をまとめるべく、会場前ホールの柱にもたれて考え事をしていたところで、ふたり組の青年が新たにエレベーターを降りて会場に入ってきた。ひとりはやや背が低めでかなり太った人物。そしてもうひとりは、ボサボサの髪かみに白衣の細身の男性だった。

　組み合わせが好対照なのと、妙みようにその白衣姿が気になって視線が引きつけられる。

　と、その白衣のボサボサ髪の方が私に近寄ってきた。

　遠くにいるときは分からなかったが、どうも非常に驚おどろいた顔をしているように見える。もしかして先日、サイエンシー誌に論文が掲けい載さいされたことを知っている人間だろうか？

　私が脳科学者であることは、知っている人間なら知っていることだ。このインターネット時代、半ば公的な仕事に就ついている研究者の顔など、調べようと思えばすぐに分かる。

　……である以上、脳科学者である私がわざわざタイムマシンの講演なんてものに来ていることに、深い疑問を覚える人間がいても同じくおかしなことじゃない。

　でも、彼が数歩の距きよ離りに来たとき、それは間ま違ちがいと分かった。

　明らかに動どう揺ようした気配。恐きよう怖ふに近いほど激しいショックを彼が受けていることは、間違いなかった。

「……何故なぜだ!?」

　私の顔を一いつ瞬しゆん、覗のぞき込む。その震ふるえる瞳ひとみに、自分の顔が映っていると分かるほどに。

　そして次の瞬しゆん間かん、彼はステップを踏ふむように私の背後へと回り込んだ！

　一体、何事かとうろたえる私に、彼は構わず近づいてその髪をつかむ。そして何かを確かめるように、嚙かみしめるように、己の心に刻みつけるようにつぶやいた。

「ある……。実体は、ある……」

　はぁ？　一体、おまえは何を言っているんだ？

　予想だにしない行動に出た男の、予想だにしない言葉に頭が混乱する。それでリアクションが遅おくれた隙すきに、男はセクハラまがいにも私の頰ほおを無ぶ遠えん慮りよにつついた！

　さすがに十八年生きてきて、公衆の面前でセクハラされる経験は初めてだった。

　羞しゆう恥ちと怒いかりに全身がわななく。おまけに……。

「幽ゆう霊れいではないのか……!?」

　とまで、のたまわれる始末だ！

「おのれは警察に突つき出されたいか？」

　殺気をともなった台詞せりふが口からまろび出るが、男はそれをまったく感じていないのか、意味不明の言動を繰くり返す。そして、今度は手を……。

「俺は、真実を知りたいだけだ。……刺さされたのは確か」

　何かを確かめるように、下の方へとおろし、服をめくり上げた。

　この男は、それでもセクハラをやめないのか!?

　怒りの沸ふつ点てんが瞬しゆん時じにＭＡＸレベルを超こえる。いつもなら間かん髪はつ容いれず行動に出ていたところだが、常ならぬ速度で怒りのボルテージが上じよう昇しようしてしまったためか、身体からだがついてこない。

　男はしげしげと私の脇わき腹ばらを観察し──いや、単に怒りに我を忘れているので長く感じただけで、実際にはしげしげと言うほどの時間ではなかったと推測するのだけれど──、今度はお腹を触さわろうと手を伸のばした。

　さすがにたまらず、私は男を突き飛ばす。ああ、できるんなら震しん脚きやくから鉄てつ山ざん靠こうでもたたき込みたい。こんなことなら先せん輩ぱいに習っておけばよかった。

「何が真実よっ！　バカなの？　死ぬの？」

　死ね！　氏ねじゃなくて、死ね！

　ああ、やっぱり殴なぐろうか、このセクハラ男！　それとも脳みそ、ぬか漬づけにしてやろうか!!

　そう思って怒りに満ちた目で白衣の男を睨にらみ付けていると、その同行者とおぼしい太めの人物が感激とも驚きよう嘆たんともつかない声を上げた。

「ルイスちゃんの名ゼリフ、キタコレ！」

　不意打ちのような一声。

　私はその言葉に、怒りに熱くなった状態から一気に氷点下に突き落おとされる。心臓が口から飛び出すんじゃないかと思うくらい、大きな驚きが私を支配した。
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　思わず私が口走った先ほどのセリフ。

　それは、巨きよ大だい匿とく名めい掲けい示じ板ばん『＠ちゃんねる』で多用されているネット上のスラングだ。元はアニメ化もされた大ベストセラーライトノベルの、あるキャラクターの名ゼリフらしい。

　とはいえ、今ではネットスラング──俗にいうところの＠ちゃんねる語として広まっており、元ネタを知らない、あるいは読んだことのない者でもこのセリフを知っている可能性は高いようだ。

　──ちなみに私自身は興味を持って本を全巻買いはしたが、きちんと読んでいない。感想としては「ああ、私はこの本のターゲットじゃないな」だった。面おも白しろい人にはたまらないのだろう。その種類の、癖くせになるタイプの作品だった。

　そして、そのような元ネタを知らないにもかかわらずこの言葉を知る者たちは、ほぼ確実にある共通性を持つことになる。

　すなわち、重度の＠ちゃんねらーであるということ。

　元来、＠ちゃんねるはアングラな話題から今晩のおかず、嫁よめ姑しゆうとめ問題やアニメ、高度な哲てつ学がく談義まで非常に広こう範はんな話題が話される独特の場であるため、どうしてもそこにアクセスする人間は、アングラな印象を抱いだかれている。

　実際にはアングラな人間など少数なのだが、世間の認識は極きよく端たんな方向へと傾かたむくため、そうした部分がクローズアップされているのだ。このため、「＠ちゃんねらーであることは世間的に恥はずかしい」と思っている人間も少なくない。

　ある意味では、私もその範はん疇ちゆうだろう。

　いや、別に目の前の太めの御ご仁じんのように、青年男性ならそうしたイメージも大したマイナスではないと思うし、私自身は誰だれが＠ちゃんねるを閲えつ覧らんしていたって問題ではないと思っている。そう思っている。

　でも、私のような成人していない女性が、重度の＠ちゃんねらーだというのは、どうしても偏へん見けんの的だ。他人がそうだというなら単に趣しゆ味みのレベルなので気にもしないが、自分がそうだとなるとそれは不特定多数に与あたえる自分のイメージの問題になる。

　だから私は自分が＠ちゃんねらーであることを隠かくしているのだ。けれど時々、テンションが上がったときや動どう揺ようしたときに、無意識に＠ちゃんねる語が出てしまうことがある。アメリカの職場だと、よっぽどメジャーな言葉以外は気づかれないが、日本では違ちがう。

　その辺りのマインドセッティングがまだ十分ではなかった。不覚！

　なんだか自分の心の中で一いつ生しよう懸けん命めい弁解する自分に、自分で「必死だな、乙おつ！」と突っ込こみたい気分だが、そうした先ほどとはまったく異なる理由で、私は再び硬こう直ちよくしてしまったのだ。




　　　　☆




　しかしそうした硬直はほんの一いつ瞬しゆんであった。

　そのためか、白衣の男は私のそうした動揺にまったく気づかず、私を指さして叫さけんだ。

「俺は確かに見たのだ！　……お前が刺されているのを」

　その強い物言いに、思わずハッとする。

「……えっ？」

　彼は先ほども実体がどうの、幽霊がどうのと言っていた。服をめくったときにも、刺されたうんぬんと言っている。セクハラの言い訳にしては妙みような感じだった。

「三時間ほど前、ラジ館の中鉢博士の記者会見の時だ！」

　中鉢博士の記者会見？……パパの記者会見のこと？

　私はその問いに、さらに疑問を深めて彼を見つめる。パパの記者会見は確かに三時間前、開かれるはずだった。でも、人工衛星が墜つい落らくした事故で、記者会見は中止になったのだ。だから記者会見と言われても、そもそも記者会見は開かれていない。

　──そうだ。記者会見は開かれていない。パパはそれで怒おこって青森に帰ってしまった。会えると思っていたのに残念で……。何もおかしくはない。

　オカシクハナイ。

　刹せつ那な。何か違い和わ感かんが生じる。

　おかしくはない？

　私はパパに会うために日本に来たのに、その機会が流れてしまったことをそこまで残念に思っていない。もちろん残念は残念だけど、はるばる来たのに感じる残念さとは度合いが違う気がする。

　オカシクハナイ？

　そしてその違和感を覚えた瞬しゆん間かん、白衣の男がしげしげと見つめていた私のお腹の部分が、今朝の悪夢が原因で苦痛を覚えた場所であったことに気づく。

　もしかしてさっきの行動は、「刺さされたはずの場所」を確かめようとしていた？

　ぞっとするような想像がわずかに脳のう細さい胞ぼうを支配する。

　コノオトコハ、ナニヲ知ッテイル？

　何かが自分の意識の中に生じるのを、私は感じていた。

　だがその〝何か〟と違和感は、ほんの数瞬──いやそれよりもさらに短い時間しか持続しなかった。一瞬の思いつきをなかなか覚えていられないように、違和感は次に耳にした言葉で消えてしまったのだ。

「オカリン、妄もう想そうはチラ裏うらだけにしときなよ。中鉢博士の会見は中止になったっしょ？」

　かすかな動揺から覚めてみれば、白衣の男は同行者の太めの男性に制止されていた。

　ソウダ。ぱぱノ記者会見ハ中止ニナッタ。

　現実を疑うことなく肯こう定ていしてくれる言葉。その言葉に、私の違和感は消える。

　……夢が、目を覚ました瞬間に覚えていられなくなるのと同じだ。

「しかし……！」

　同行者に促うながされても、白衣の男は何か納得できていない様子だった。どうも彼も太めの人物も、ほんの一瞬だけ生じた私の中の違和感には気づかなかったらしい。

　私自身も、すでにそれを〝違和感〟としてしか認識できなくなっていた。

「牧瀬さん、そろそろお時間です……」

「あ、はい……」

　話している間に、どうも開演の時間になっていたらしい。係員の声に応じ、私はその白衣の男が気にかかりつつも、ホールから会場へと歩き始める。

「待て。逃にげるのかっ！」

　そこに白衣の男が同行者に取り押さえられたまま、やや鋭するどい語調で制止の言葉を放った。その表情に、わずかに残っていた〝違和感〟が頭をもたげる。

　パパ……、記者会見……、刺された……。頭の中でフレーズがぐるぐると回る。

　何かある。

　そうとしかいえない直感レベルの疑念。意識しなければ、春の淡あわ雪ゆきのように消えてしまうかすかな気配。その正体はよく分からないが、何かが引っかかった。

　思わず足が止まる。もっと、彼の話をよく聞く必要があるかも知れない。

「…………あなたは？」

　その問いに、白衣の男は必死の表情のまま答えた。私に何かを思い出させるような、死にもの狂ぐるいの眼まな差ざしで。

「あなたではない。……鳳ほう凰おう院いん、凶きよう真まだ！」




　　　　☆




　演えん壇だんの前に進むと、係の人間がＡＴＦのセミナー講演の開始を宣言する。

　前に出て改めて思ったのは、予想以上の人数が集まっているということだった。開演前に話したから当然だが、それなりに名の売れた教授の姿もある。

　とはいえ、私には落ち着いて講義を始められるだけの〝確固たるもの〟があった。

「今回、タイムマシンをテーマに話して欲しいと言われました。サイエンシーに載のせて頂いた論文のテーマとは異なりますが、頑がん張ばって話してみようと思います」

　タイムマシン。

　パパの記者会見──「タイムマシン開発成功記者会見」に呼ばれたときから、私はずっとこの問題について考察を重ねてきた。

　専門外とはいえ、その試行回数と思し索さくの質だけは余人に引けを取らないと自負している。それがこの講義における、私にとっての〝確固たるもの〟だった。たとえどんな追及や質問、底意地の悪い意見が飛び出しても、それに対応できる自信がある。

　この題材に関する考察を始めた時、最初に出た結論は先にも述べたようにシンプルなものだった。

　タイムマシンは作れない。

　少なくとも現行の人類が持つ科学技術と理論では不可能だ。

　これは私が疑似科学やトンデモを嫌きらっていることとは無関係に、純然たる事実である。何万回、思考を重ね、理論を検証してみても無理なことだった。

「私の結論から言ってしまうと……」

　しかし同時に、ほんの少しだけ声がのどに引っかかる。

　タイムマシンは作れない。

　でも、それを口にしてしまうことにためらいがないわけじゃない。何故なぜならそれは、同時に大好きなパパを──如何いかにパパ自身が私を嫌っているとは言え、否定することだから。

　けれど、私はこの言葉を口にしないわけにはいかない。

　それが研究者としての、私の真実──〝確固たるもの〟だからだ。

「……タイムマシンなんていうのは、バカらしい代しろ物ものだということです。何故、そう結論づけられるか、これから考察しながらお話して……」

　最初に結論を述べるのは、今回の講義で話す内容を明確にするためだ。それは今回の講義で、この結論の範はん囲いを出る話はしないという意思の表明でもある。

　タイムマシンは、今までに数多くの思考実験がなされてきた題材だ。このため、一から全部を話そうと思えば、その総量は相当なものとなる。それを今回の講義ですべて話すのは難しい。だから、範囲を絞しぼろうとしての結論だったわけだ。

　──そもそも、タイムマシンが実現可能であるという前提にのっとって論を進めるなど、私には無理なことだ。加えて、すでに自分が書き上げ、パパに見せるつもりだった論文の内容に言げん及きゆうしないようにするための予防線でもある。

　だが、それを突つき崩くずすように、突とつ如じよとして上がった声があった。

「異議あぁぁり！」

「ふぇ？」

　このタイミングでの発言に虚きよを衝かれ、思わず奇き声せいを発してしまう。見れば、先ほどの白衣の男──鳳凰院凶真が立ち上がっていた。

「タイムマシンが作れないぃ？　ふっ……、決めつけは早計だ！」

　目をぱちくりさせている自分がいる。

　空気嫁よめ。心の中で突っ込んだ。このタイミングでする発言じゃないだろう。質問や異議は後にしろよと、小一時間問い詰つめたい衝しよう動どうに駆かられる。

　自分の中の何かに火がついたのを感じた。

　先ほどとは種類の違ちがう怒いかり。いや、鬱うつ憤ぷんを晴らしたいという八つ当たりだろうか？　そんな気持ちが渦うずを巻く。そういえば、さっきのセクハラのお返しはしていなかったわね。

　私は鳳凰院凶真を制止すべくやって来た係員にそれには及およばないとサインを送り、彼に向かって言い放った。

「早計というより、理論上否定されるべきものではないかというのが私の見解なのですが？」

「……何だと!?」

　予定していた講義の組み立てが頭の中で崩ほう壊かいする。いや、自分でぶち壊こわした。そしてそれに代わる新たなセミナーの組み立てが、猛もうスピードで始まる。目の前で歯がみするように私を見る鳳凰院凶真に、私はにっこりと笑い挑ちよう戦せん的な視線を投げかけた。

「……では、ディスカッション形式にしましょうか？　その方が頭の固いお方にも、ご理解いただけそうですし。……ねぇ、鳳凰院凶真さん？」




　　　　☆




「え、もう帰った？」

　講演が終わり、改めて先ほどの鳳凰院凶真なる人物に話を聞こうとした私に告げられたのは、彼がすでに帰ってしまったという主しゆ旨しの発言だった。

　その発言主であり、彼の同行人であった人物──橋はし田だ至いたるというらしい──は深くうなずく。

「そうだお。オカリン、煽あおり耐たい性せい低いし……、牧瀬氏があんなに丁てい寧ねいにサンドバッグにするから……」

　重度の＠ちゃんねらーであることを表わす怒ど濤とうの＠ちゃんねる語を操あやつりつつ、橋田氏は少々以上の同情と若じやつ干かんの非難のニュアンスを込めて私に話す。平たく言えば、私が鳳凰院凶真に八つ当たりしたことを大人げないと彼は言っているのだ。

　講演の最中、私は持てる知識を総動員して、タイムマシンの実現可能性を否定した。

　当然、タイムマシン肯こう定てい派である鳳凰院凶真は、これに反論してきたのだが、私はそれをひとつひとつ念入りに叩たたき潰つぶしたのだ。

　これらの行動のきっかけが純じゆん粋すいに頭に血が上ってのことだったのは間ま違ちがいない。

　さすがに恐きよう縮しゆくする。

　そもそも講演をディスカッション形式に切り替かえたのは、膨ぼう大だいな話題を話しながら、講演時間を予定の範囲に収めるための手段であったが、それ以上に鳳凰院凶真に自分の怒りをぶつけるためであったことも否定はしないし、できない。

　どうも一定以上、頭に血が上ると私は感情の制せい御ぎよが利かなくなって、心にもないことや本意ではないことをやらかしてしまう。

　それが自分の望んだことではなくても、相手に最大のダメージを与あたえるにはどうしたらいいのかを怒りとは別の次元で冷静に計算し、それをぶつけてしまうのだ。悪い癖くせどころの騒さわぎではない。これだから自分は同年代の友人がいないのだと反省する。

　実際、自分のやったことはあまり弁護の余地がない。

　講演の途と中ちゆうで気づいたのだが、彼はタイムマシンの存在にこそ肯定的だが、その理論や実現性に関する具体論についてはまるで素人しろうとだった。その素人をこんな公開の場で弄もてあそんだのだ。社会人としてほめられた態度では決してない。

「ま、そのお陰かげで講義の内容は分かりやすかったし、面白かったから僕はいいけど」

　そして逆に、ディスカッションに彼という素人が参加することで、橋田さんの言うように説明が分かりやすくなり、場が盛り上がったのも確かだった。

「だから、オカリンがセクハラしたことは許せないと思うけど、勘かん弁べんしてやってほしいお」

　私はハッとしてそう言う橋田さんを見つめる。どうやら、自分が講演後に彼を探していたのは、まだ私が八つ当たりし足りないからと思われていたらしい。

「ま、待ってください。私はそんなつもりじゃ……」

「あれ、違ったかお？　牧瀬氏、講演中からずっと上じよう機き嫌げんで、そのままのテンションで来るからてっきり──」

　上機嫌……？

　どうもそれが誤解の原因であるらしい。でも、上機嫌？　私は彼に当初組み立てていた講演の流れをぶち壊されて逆上し、そのままかんしゃくを破は裂れつさせていただけのつもりだったのだけれど……。

　だけれど……。

　講演の最中にした自分の発言を思い出す。

「以上において、宇宙ひも理論におけるタイムトラベルは現実的ではありませんが……挑戦してみます？　鳳凰院さん」

「そうですね。じゃあ、エキゾチック物質、見つけてくださいよ。鳳凰院さん」

「質量保存の法則を、宇宙のようなマクロレベル、あるいは原子や素そ粒りゆう子しなどのミクロレベルの仕組みに当てはめるのは誤りです。あれは化学反応に対する法則でしかないから。現代物理学においてはまったく成立しない。……無から、有は生み出せますから」

　いずれの発言も、鳳凰院凶真の言を否定し、叩き潰すためのものだった。普ふ通つうならこれだけされれば、黙だまりこくって縮こまるだろう。でも彼は、発言の頻ひん度どこそ落ちはしたものの、目の光は衰おとろえなかったし、最後まで逃にげ出さずに会場内で議論を続けた。

　立ち向かってきたのだ。

　思えば、多少年上とは言え同年代の人間とここまで長くディスカッションできたのは初めての気がする。自分の性格上の問題も大きいのだが、どうしても私と話が合わせられる人間といえば、かなりの年かさの人物がほとんどだったからだ。

　……上機嫌。

　橋田さんの言をかみ砕くだき、分ぶん析せきする。確かに上機嫌だったような気がする。

　それは──こういう表現をすると何だが──ある意味、対等の立場で話ができたという喜びに加えてもうひとつ。彼が何だかパパの弁護をしてくれているような気分になったからだ。

　私はタイムマシンが嫌きらいで、今回の講演内容はタイムマシンを作ろうとしているパパの願いを否定するものだ。否定に否定を積み重ね、否定し尽つくしてなお残る真実を汲くみ上げるのが研究というものであるが、やはりパパに申し訳ないという気持ちはある。

　そこで、タイムマシンの存在を肯定する立場で発言をする彼の存在は、私にはとうてい受け入れがたい立場ではあるものの、同時にまるでパパをかばい、その味方をしてくれているように感じたのかも知れない。

　彼がパパの行なうはずだった記者会見のことを知っていたというのも、そう思ってしまった遠因だろう。もしかすると彼は、パパの──中鉢博士のファンなのだろうか？　思うと、より一層に彼ときちんと話したくなる気持ちが募つのった。

　この気持ちが誤解でも構わない。色々と確認する意味でも、彼と改めて会わないと……。

「違ちがうんです。彼にきちんと確認したいことがあるだけで……。連れん絡らく先とか、教えてもらうわけにはいきませんか？」

「……え？」

　私の言に橋田さんが止まる。直後、また自分が失敗を犯したことに気づいた。年とし頃ごろの女性が、わざわざ男性の連絡先をこんな形で聞くなんて、どう思われるか留意しておくべきだったのだ。orz

「……オカリンなら、大たい抵てい近くのラボにいるから用があるなら行ってみるといいお」

　橋田さんは戸と惑まどいつつ、メモにその〝ラボ〟の住所を書いてくれる。どうやら見て見ぬふりをしてくれたらしい。思ったよりもいい人かも知れない。私は話をそらすため、適当な話題を口にする。

「あ、ありがとうございます。そ、そう言えばオカリンって鳳凰院さんのあだ名ですか？　さっきから何度かそう呼んでますけど？」

「ん？　あだ名と言えば、まぁそうだお。元々、鳳凰院凶真は当人が真名だとかいって名乗ってるだけで、本名は岡おか部べ倫りん太た郎ろうだお。だから、オカリン」

　岡部＝オカ、倫太郎＝リン。あ、なるほど……。

　………………。

　……って、納得してる場合じゃない!?

　なんだその厨ちゆう二に病びようはッ!!　真名って何だ、邪じや気き眼がんかッッ!!

　道理でおかしな名前だと……!!

　私が無言で再び激高しているのに気づいたのか、目の前の橋田さんは焦あせったように言う。

「ま、まあ悪い奴やつじゃないことだけは保証するお。……色々とつき合うのは大変だけど」

　フォローする辺り、この人も悪い人ではないのだろう。親切だし、彼とはいいコンビなのかも知れない。

「いえ……、助かりました。今度、時間ができたときに訪たずねてみます」




　　　　☆




　講演を終え、ホテルに帰った私は今日一日のことをシャワーを浴びながら反はん芻すうしていた。

　規則正しく流れる水音が、余計な雑音をシャットアウトして思考に心を集中させてくれる。

　パパの記者会見が中止となり、本来の仕事であるＡＴＦの講演も終わった以上、私が日本に来た目的はこれでその大半が終しゆう了りようしたこととなる。

　あとは少し前に在ざい籍せきしていた菖蒲院に顔を出し、何人かこちらの研究者と会って親交を深めれば、それで全行程は終了だ。しかもそれは必ずしも必ひつ須すというわけではない。他に予定があれば、今いま頃ごろは飛行機に乗っていてもおかしくなかったくらいだ。

「だから、そろそろ帰る予定を立てなきゃね」

　独りごちて思うのは、残った予算と休きゆう暇かの日数。それに以降の研究のスケジュール。

　指導役の教授は八月半ば過ぎまでは休暇で構わないといってくれていたが、本音をいえばそこまで遊んでいるだけの余よ裕ゆうはない。次に取りかかりたい研究テーマもあるし、実のところあまり予算も潤じゆん沢たくというわけではない。

「でも……」

　それだというのに、何故なぜか帰る予定を立てる気になれなかった。パパに会えなかったことが未練というのはある。けど、それがすべてじゃない。そのことは分かっていた。

「……なら、一体？」

　自問する言葉に、確かな答えは返らない。

　ただ、「帰ってはいけない」と何かがささやいている気がした。

　それは、研究するときにありがちな、ある種の直感にも似ている。

「……やっぱり、何かまだ気づけてないことがある！」

　強く言い切って蛇じや口ぐちを閉しめる。ぴたりと水流の動きが止まった。

　そのまま鏡を向いて、己の姿を見つめる。

　その向こうに映るは、強い意志を秘ひめた眼差し。

　人間の脳は、非常に高度な演算装置だ。特に無意識と俗ぞくに呼ばれている領域では、顕けん在ざい意識が認にん識しきするよりも遥かに膨ぼう大だいな演算が休むことなく行なわれている。

　そこでは、顕在する意識──つまり自我が認識していない情報すらも認識され、当人が知らぬ内に処理されていることも往々にして少なくない。

　それをして人は直感と呼ぶ。

　私の直感が何かあると思っているということは、〝今の私では認識できないこと〟を私の脳はすでに感知しているということだ。

　ならば、その〝今の私では認識できないこと〟とは何なのかを、見み極きわめる必要がある。

「それまでは帰れない。……帰るわけにはいかないわ」




　　　　☆




　タオルで髪かみの湿しめり気を取りながら、ガウンをまとってバスルームを出る。シャワーを浴びてほてった肌はだに、エアコンの冷気が心地ここちよかった。

　そのままサイドテーブルまで行き、買っておいた缶かんコーヒーを一口飲んで息をつく。

　ふと見ると、テーブルに投げ出された論文の封ふう筒とうが目に入った。ホテルに帰ってきてすぐ、ベッドの上に置きっぱなしにしたものだ。

　パパに見せるつもりだった論文──『タイムマシンに関する考察』。

　それをじっと見ていると、何故か昼間に会った人物のことを思い出す。

　初対面で自分にセクハラ行こう為いを行ない、あまつさえ人を幽ゆう霊れい呼ばわりした鳳凰院凶真こと岡部倫太郎という白衣の男。

　パパを助けるために書いた論文と、真しん剣けんにタイムマシンに対する情熱を持っているのだろう彼のことが、どこか重なるように思えたのだ。

　昼間も思ったけれど、彼がパパを批判する自分からパパをかばってでもいるかのような印象があった。もちろん、ある程度は思い込み……と言うよりも錯さつ覚かくという方が近い。

　実際に彼がパパのことをかばう意味の言葉を口にしたわけでもなく、単に彼自身がタイムマシンを愛するがゆえにああした言動を取っただけの可能性は高いだろう。

　でも、それでも。

　何故にか、今の自分よりも彼の方がパパに近いのではないかと思ってしまったのだ。そしてそれは、多分間ま違ちがいないだろう。

「私は、タイムマシンなんて認めない……。嫌きらいよ」

　あくまでも論文を書いたのは、パパのためだ。

　タイムマシンについては、思考実験や好こう奇き心しんのレベルでは面白い題材であると思うけれど、それ以上に嫌けん悪お感かんの方が強い。

「……やっぱり矛む盾じゆんしてるな」

　タイムマシンを嫌い、その存在がパパを奪うばったと憎ぞう悪おし、疑似科学とトンデモを疎うとむ。

　と同時に、パパがその人生を捧ささげたと言って過言ではないタイムマシンの存在は、パパが世間に認められ、おそらくもう一度、私たちが家族となるためには必要不可欠のものだろう。

　タイムマシンを嫌悪するけれど、パパを取り戻もどすにはタイムマシンを利用するしかない。それはどうしても割り切りがたい、私の心の暗くら闇やみだった。

　だから当然。

　私はタイムマシンに情熱などない。岡部やパパほど、タイムマシンという存在に夢中にはなれない。あくまでも、私にとってタイムマシンはパパにほめてもらうための手段だ。

「でも、それって本当は研究者失格よね」

　指導役の教授や先せん輩ぱいに何度か言われたことがある。

「〝知りたい〟という情熱は、いつもどんなときでも研究者の一番の味方だ。僕たちはそれを愛し、常に心に抱いだいてなければいけない。そうしなければ、科学は簡単にただの凶きよう器きや経済の歯車になってしまう」

　彼らは言った。

〝知りたい〟という情熱が人を進化させ、ここまで文明を発展させたのだと。

　その過程で過あやまちや悲劇もあったけれど、結果的に科学と文明はそれまでよりも多くの人々を幸せに導いてきたはずだと。そして──。

「科学や文明が誰だれかを不幸にしたというのなら、それを何とかするのも科学や文明を生み出してきた僕たち研究者の仕事なんだよ」

　私はきちんとそのことを認識して、あの論文を書いただろうか？　答えはＮＯだ。

　いい研究者は、自分の目的と世界の幸福とを一いつ致ちさせることができる。

　それは私がヴィクトル・コンドリア大学で最初に学んだことだ。なのに、少なくとも私はこの論文を書くとき、それを忘れていた。……半ば意図的に。

　手を伸のばして、テーブルから封筒を取り上げる。

「これは、私の〝知りたい〟ことじゃなかった。私が〝知りたい〟と思ったのは、パパの気持ちを自分に向ける手段……」

　本当に、研究者失格だ。

　情熱という意味に限ってだけ言えば、ろくにタイムマシンを実現するための理論も知らない岡部倫太郎や世間に酷こく評ひようされるパパの方が、よっぽど真しん摯しな研究者と言える。

　……自分は、そうではない。

「書き上げてからずっと、この論文を見せたらパパはどう思うかなって思っていたけど、見せなくて正解だったかも……」

　こんな気持ちで書いた論文を見せて、もしもパパを激げき怒どさせてしまっていたら、それでもう私は立ち直れなくなっていたかも知れない。

　情熱を持てない題材を使い、本当は嫌悪するテーマをそれを隠かくして論文に書く。それも真摯であるべき研究者としての姿勢を捨てて。

　それは自分の心も、己の立場も、そして多分パパのこともすべて裏切るような行為になりかねない。本当はそのことにもっと早く気づくべきだった。なのに、私がそれに気づけたのは、真実タイムマシンに情熱を持つ人間と出会ったからだった。

　ひとつ、息をつく。

「やっぱり、私ってまだまだだな」

　天才などともてはやされても、その実体はこんなものだ。

　どれだけ思考が聡さとかろうと、どれだけ優れた記き憶おく力があろうと、そこに情熱が備わらなければ、困難な道のりを超こえることはできない。〝知りたい〟という、人類の根源的な情熱がなければ……。

「じゃあ、今……。私が一番、〝知りたい〟ことって……、何なんだろう？」

　論文を見つめながらつぶやく。

　脳裏に浮うかぶのはやはり鳳凰院凶真こと岡部倫太郎のことだ。

　どうして、自分を幽ゆう霊れいなどと呼んだのか。そして彼と会ったときに感じた、自分の中の違い和わ感かんの正体。

　間ま違ちがいなく、牧瀬紅莉栖という人間が今現在、〝知りたい〟と感じているのはそのふたつだ。なら、自分は研究者としてその気持ちに従うべきだろう。

　論文をテーブルに置き、携けい帯たいを取り出してスケジュールを確認する。明日あしたの昼間は東京電機大学の教授と会う予定だが、それ以降はフリーだった。

「よし、明日の夕方には会いに行こう」

　もちろん、午後には暇ひまになるのだが、このヒートアイランド現象に支配された夏の秋葉原で、最も暑い時間に出歩きたくはないというのが本音でもあった。

　明日、岡部倫太郎に会いに行く。

　それが彼やパパの情熱を理解することでもあり、自分の疑問を解消する手段でもあるのだから。そしてそう決めた途と端たん、何かすとんと肩かたが軽くなるのを感じる。

「……もしかして、帰れないって思ってた理由って、このことだったのかな？」

　しばし考えるが、答えの出る気配はない。どうやら、結論はまだまだ先のことであるらしかった。




　　　　☆




「ごちそうさまでした～」

　挨あい拶さつをしながら、ラーメン屋から退店する。

　外にはまだ、それなり以上のお客さんが並んでいた。

　メニューを見ながら何を食べようかと話している人々の脇わきをすり抜ぬけつつ、私はたった今食べたばかりのラーメンの余よ韻いんを堪たん能のうする。

　豚とん骨こつスープなのに臭くさみのないさっぱりした味わいは、かなり不思議な感覚だった。最初はあっさり過ぎかと思っていたけれど、細い麵めんとの相あい性しようは非常によく、替かえ麵を頼たのもうかと少し悩なやんだほどだ。

　結局、いつもの夕食より少し遅おそい時間だったので、カロリーの取りすぎは良くないと替え麵を頼むのは控ひかえたけれど、次は挑ちよう戦せんしてみてもいいかも知れない。

　やっぱり東京はラーメンが美味おいしいと実感した夕食だった。昼間食べたキッチンジローの洋食も美味しかったし、幸せだな。

　私は上じよう機き嫌げんで神田明神の方角に向かって歩く。

　このラーメン屋さんからだと、神田明神の脇を抜けていくのがホテルへの近道なのだ。

　まっすぐ進んで少し折れるだけで、神田明神のある高台への階段にたどり着くことができる。あとは神田明神の門前を通り、鳥居をくぐればホテルのある本郷通りだ。

　神田明神前を通り過ぎつつ、今日は先せん輩ぱいに頼まれていたこの神社のお守りを買えなかったことを思い出す。ちらりと見た限りでは、もうお守りを売っている社務所は閉まっているようだった。

　くちくなったお腹と、美味しいものを食べた幸せな気分で、そのまま携帯を開く。特に意識するまでもなく、指がほぼ条件反射的に『＠ちゃんねる』にアクセスしていた。ソフトが起動し、更こう新しん頻ひん度どの高い掲けい示じ板ばん──つまり書き込まれる回数の多い掲示板を自動で検けん索さくする。

　こうした特別な機能を持つのが、『＠ちゃんねる』専用のネット閲えつ覧らんソフト──いわゆる専ブラだ。

　専ブラは、かつてあったという『＠ちゃんねる』消しよう滅めつ未み遂すい事件──『＠ちゃんねる』のプログラムが置かれていたサーバーに多くの人間がアクセスしたことから負ふ担たんがかかり、掲示板全体が消滅しかかった事件──をきっかけに開発されたものだそうだ。

　この専ブラを使うことで、『＠ちゃんねる』のサーバーへの負担は大きく軽減され、他にも様々な人間の努力が傾けい注ちゆうされたことで、『＠ちゃんねる』の消滅は未然に防がれた。

　以来、アクセス頻ひん度どの多い重度の＠ちゃんねらーの間では、この専ブラを使うことがマナーとして推すい奨しようされている。

　サーバーの負担軽減の他にも、専ブラにはいくつかの特別な機能があり、快適な掲示板閲覧のために専ブラを使う人間は多い。もちろん、私もそのひとりであり、何種類かある専ブラの中から、検索性に優れた携帯用の専ブラを使っている。

　そしてやはり予想通り、『＠ちゃんねる』の話題は昼間に起きたラジ館への人工衛星墜つい落らく事件で持ちきりだった。何でも未だどこの国も自分たちの国の衛星が落ちたと公表しておらず、どの軌き道どうを飛んでいた何のための衛星であるかすら分かっていないらしい。

　案の定と言おうか、人間は期待を裏切らないと言おうか、オカルト全ぜん般ぱんを扱あつかうオカルト板ではこの人工衛星をＵＦＯではないかと主張する人間が大量に書き込みを行なっている。俗ぞくに言う、〝湧わいた〟状態だ。

　画面をスクロールしながら、それらを順じゆん繰ぐりにざっと眺ながめていく。すると、奇き妙みような書き込みに遭そう遇ぐうした。やたらと「タイムトラベラー登場ｗ」「タイムマシンについてｋｗｓｋ」などというフレーズが散見されるのだ。

「なんだかタイムリーね……」

　美味しい食事によって得た、ささやかな幸福が壊こわれた瞬しゆん間かんだった。

　もうすでに習慣と化しているとは言え、何もこんな時に嫌けん悪おするタイムマシンの話題に自ら近寄っていかなくても良かったはずだ。なのに、それをやってしまった。

　そして一度やってしまった以上、何らかの心の決着を得ない限り、終わることはできそうにない。私は一いつ旦たん、その手の中にある携けい帯たいを閉じる。

　ここはまだ道ばただ。ほんの少し携帯を覗のぞくだけならともかく、歩きながらの『＠ちゃんねる』は危険である。ましてやこのテンションと感情のボルテージでは、その危険は致ち命めい的てきなものとなりかねない。

　私は、まずはホテルへの道を急ぐこととした。

　新たに揺ゆり動かされた、タイムマシンへの嫌けん悪お感かんとともに……。




　　　　☆




　ホテルの自室に到とう着ちやくした私は、改めて『＠ちゃんねる』にアクセスした。

　専ブラを操りながら、先ほどの奇妙な書き込みの群れの正体を追つい跡せきしていく。

　どうやら一連の書き込みの原因は、『＠ちゃんねる』の流りゆう儀ぎに不慣れな人物が色々な決まり事を無視して書き込みを行なっていたのが原げん因いんらしい。

　セオリーを知らない新参の人間が、その場の雰ふん囲い気きになじめず無軌道な行動を取ってしまうことはよくあることだ。私としては、まず『＠ちゃんねる』の流儀に慣れてから書き込んで欲しい。

　俗に言う、「半年ＲＯＭれ」という状態だ。

　しかしよくよく事態を把は握あくしてみると、どうも問題の原因は新参であることではないようだった。こともあろうに、その焦しよう点てんとなっている人物は自身のことを、タイムマシンで未来から来た未来人であると名乗っていたのだ。





079　名前：J0HN TIT0R　　[age]　　　ID:QA4nA0fm0

　私が２０３６年から来たことを信じて貰もらわなくても別に構いません。

　この世界線のみなさんはタイムマシンについて詳くわしく知りたい様ですね。

　タイムマシンを開発したのはＳＥＲＮセルンです。彼らは２０３４年にそれを完成させました。


2010/07/28（水） 20:11:45








　その書き込みを見たとき、最初の私の感想は「開いた口がふさがらない」だった。思わずタイムマシンに対する憎ぞう悪おから逆上し、考えるより先に条件反射で書き込んでしまう。





081　名前：栗くり悟ご飯はんとカメハメ波　　[sage]　　　ID:hdly4Epl0

　タイムマシンについてｋｗｓｋ


2010/07/28（水） 20:15:08








　ちなみに、「栗悟飯とカメハメ波」は私の『＠ちゃんねる』におけるハンドルネームだ。相手は本当に『＠ちゃんねる』の使い方が分からないらしく、返事があったのはかなり経たってからだった。





124　名前：J0HN TIT0R　　[age]　　　ID:QA4nA0fm0

　タイムマシンはＳＥＲＮによって独どく占せんされています。

　一いつ般ぱん人も、国家も、企き業ぎようも、手に入れる事は出来ません。

　彼らは自身の利益のためだけに用いて、世界にディストピアをもたらしました。

　争いは完全に消えましたが、それは偽いつわりの平和に過ぎません。







　ｋｗｓｋとは何です？


2010/07/28（水） 20:47:42








　ようやくあった回答の、末まつ尾びにあった一行に思わず天を仰あおぐ。

「ｋｗｓｋも知らないって……、おまけにａｇｅてるし、どう見ても素人しろうとです。本当にありがとうございました」

　この「J0HN TIT0R」──おそらく読みはジョン・タイター──という人物は、今時ほとんどネットも見ていないのだろうか？　何も知らない『＠ちゃんねる』新参を演じているにしては、やり過ぎな印象がある。

　しかもタイムトラベラーを名乗るトンデモ思考の持ち主。だんだんあまりに無む茶ちやな設定の羅ら列れつに頭が痛くなりかけていると、やや時間を空けて、再びジョン・タイターが書き込んだ。





206　名前：J0HN TIT0R　　[age]　　　ID:QA4nA0fm0

　私は未来を変えるためにやって来ました。

　ＳＥＲＮによって作られたディストピアを破は壊かいし、再び自由を手にするためです。


2010/07/28（水）20:59:31








　ディストピア──人権を奪うばわれた悪夢の管理社会……。私はくらんくらんと目眩めまいがするような錯さつ覚かくを覚えながら、ジョン・タイターのトンデモ書き込みに返信する。





301　名前：栗悟飯とカメハメ波　　[sage]　　　ID:hdly4Epl0

　つまりＳＥＲＮイコール独裁者って言いたいの？


2010/7/28（水）21:01:44








　もしかしてジョン・タイターは、ＳＥＲＮがどんな組織か知らないのだろうか？

　私の知る限り、それが架か空くうの組織でないなら、ＳＥＲＮという組織はひとつしかない。

　ＳＥＲＮ。

　正式名めい称しようは欧おう州しゆう素そ粒りゆう子し原げん子し核かく研究機構。

　ただし、ＳＥＲＮはこの正式名の略りやく称しようではない。フランス語で「Societe Europeen pour la Recherche Nucleaire」、いわゆる「研究所設立準備会」の略称がそのまま現在も使われている。

　スイスとフランスの国境付近ジュネーヴ州西方を中心に、スイスとフランス両国にまたがる形で研究施し設せつを設置している、ヨーロッパ各国の出資による国際研究機関だ。

　よく知られているのは、『＠ちゃんねる』を閲えつ覧らんするにも活用されているWorld Wide Web構想を初めとする、インターネットの仕組みを考え出したことだ。

　初めてインターネットの──当時はそんな名前はなかったが──サーバーとＨＰを作った場所といえば分かりやすいだろうか？　すでに「二十」年近く前のことだ。

　ちなみにこれらネット関係の研究成果は、あくまでもＳＥＲＮが各国の研究者同士の研究結果を共有し、即そく座ざに連れん絡らくを取り合うために開発されたものであり、ＳＥＲＮはネットワークの研究のみを主眼とする組織ではない。

　欧州素粒子原子核研究機構の名前が示すように、ＳＥＲＮの本来の姿は素粒子と原子核──つまり極めてミクロな世界の探究である。

　もっと大おお雑ざつ把ぱに言えば、世界の根本的な仕組みを研究する組織だ。

　こうした研究機関にありがちなことではあるのだが、ＳＥＲＮは基き礎そ研究をこそ本分とする組織であり、実用的な研究は一切行なっていない。

　つまり自動車のエンジンを動かすための物理的な仕組みや、タイヤと道路の摩ま擦さつに関する研究は行なっても、自動車そのものの研究を行なうことはないのだ。

　──インターネットに関する研究成果は、その意味では例外なものと言える。

　なので、もしＳＥＲＮがタイムマシンの研究を行なっていたとしても──おそらく思考実験の範はん囲いとしては行なっているだろうけれど──、それはあくまでもタイムトラベルに関する基礎的な研究の域は出ず、タイムマシンそのものを作ることはないはずなのだ。

　ＳＥＲＮが自分たちの研究に利用するための、〝研究用品〟や〝実験器具〟以外の用よう途とで実用品を開発するなんてことは、少しでもＳＥＲＮについて知っているなら、荒こう唐とう無む稽けいというしかない。

　いや、それをトンデモ科学の信しん奉ぽう者がやっている以上、もはや侮ぶ辱じよくに近い。

　念のために検けん索さくをかけてみたが、このジョン・タイターという人物が主張するようなことが──たとえ荒唐無稽なＳＦのレベルであったとしても！──可能な組織はやはり、私の知っているＳＥＲＮしか存在しなかった。




　　　　☆




　以降もやりとりを続けたが、そもそもジョン・タイターは『＠ちゃんねる』の流りゆう儀ぎどころかネットでのマナーそのものがよく分かっていないようだった。

　このネット全盛の時代に、どうやって生きているのだろうかと一いつ瞬しゆんだけ思ったが、よくよく考えるとこの人物がかなりの高こう齢れいで、最近ようやくネットに触ふれる生活を始めたという可能性もないわけではない。

「一体、どういう人物なんだか？」

　私はトンデモに対する多少の悪意とともに、ジョン・タイターの人物像を推理しながら、不特定多数の人間とともにタイターとのやりとりを続ける。

　話はいつしか、タイムトラベルに関する話題へとシフトしていた。

　掲けい示じ板ばんの一同が一番に気にかけたのは、やはりというか、タイムトラベルによって発生するパラドックスの問題だった。

　よく言われる、祖父のGrandfatherパラドックス paradoxである。

　これはすなわち、「もしもタイムトラベルできる人間が、過去に戻もどって自分の祖父を殺したらどうなるか？」という問題だ。

　自分の祖父を過去に戻って殺してしまえば、その子供であるはずの自分の父親は生まれず、当然ながらその子供である自分自身もまた、誕生しないことになる。

　けれど、祖父を殺すはずの自分が誕生しないのであれば、祖父は殺されることなく、問題なくその子である父は生まれ、そしてその子である自分も生まれてくるだろう。では、祖父を殺す自分が存在するため、やはり祖父は殺されることになる……。

　つまり、完全にループに突とつ入にゆうしてしまうのだ。

　タイムトラベルがなければ起こらなかったはずのパラドックスが、こうして発生してしまうのである。

　この矛む盾じゆんを避さけるために、タイムトラベルやタイムマシンを研究する者たちは幾いく多たの論理的解答を追究した。

　ある博士は、すべての事象はすでに確定した決定的なものであるため、タイムトラベルを行なって過去に戻っても、歴史を変動させることはできないとした。

　つまり、タイムトラベルした自分がこの世に生まれている以上、それを覆くつがえすような行こう為いはすべて失敗するため、祖父を殺すことはできないというわけだ。

　またある科学者は、そもそもタイムトラベルは自由に行なえるものではなく、自分の誕生に影えい響きようを与あたえるような場所や時間にその当人が移動することはできないとした。

　この場合、祖父を殺せるような場所や時間に移動しようとしてもタイムマシンは作動しないか、あるいはその瞬しゆん間かんに爆ばく発はつしてしまうと言うのだ。

　他のある研究者は、タイムトラベルとは時間を移動するのではなく、パラレルワールドという我々の住む世界と酷こく似じした別の世界へと移動することだとした。そこは我々の世界とそっくり同じだが、ほんの少しずつ違ちがう世界であるという。

　別の世界へと移動したのだから、そこで祖父に当たる人物を殺してもそれは自分の世界の過去ではない。つまり祖父を殺したとしても、それは「自分の先祖に当たる祖父」ではなく、極論すればそれによく似た別人に過ぎないというわけだ。

　この他にも、タイムトラベルに関わるパラドックスの回かい避ひ理論については、非常に数多くの理論や仮説が存在する。

　それらの中で、ジョン・タイターが語ったのは最後に述べたパラレルワールド仮説に近い理論。エヴェレットの多世界解かい釈しやくに極めて酷似したものだった。

　彼はパラレルワールド仮説同様に、世界はひとつではなく無数の並行世界からなるとしている。

　ただしそれは元々存在しているのではなく、「世界線の分ぶん岐き」と呼ばれる現象が発生して初めて、複数の世界に分かれるというのだ。

　つまり、もし自分が祖父を殺したなら、その時点で「世界線の分岐」が発生して、以降の世界は「祖父が殺されなかった世界線」と「祖父が殺された世界線」に分岐する。

　あくまでも自分は「祖父が殺されなかった世界線」の出身であるため、自分には祖父殺しの影響は出ない、というわけだ。

　これは世界をひとつの巨きよ大だいな樹木とたとえると分かりやすいだろう。

　世界という樹木は途と中ちゆうまでは一本（幹）だが、祖父を殺した時点で枝分かれしてしまい、「祖父が殺されなかった世界線」と「祖父が殺された世界線」という別々の枝に分かれていくのだ。

　そしてそれらの枝は、以降何かがあるごとに枝分かれし、無数に分岐していくのである。

　──ちなみにジョン・タイター自身は、同じ内容を「並行して流れる川」にたとえて表現していた。いずれにせよ、何か分かりやすい概がい念ねんにたとえないと、ほとんど理解できない概念であることは間ま違ちがいないと言うことだ。

「確かにそれなら問題はないんだけれど……」

　だが同時に、エヴェレットの多世界解釈は現在の量子力学における主流の考え方ではない。何故なぜかと言えば、それはこのエヴェレットの多世界解釈はまだ完成したとは言い切れない理論だからである。

　特にエヴェレットの多世界解釈に基づいて量子力学的な計算を完全に行なうには、現時点では未知数の変数を代入する必要があるからである。簡単に言えば、この方法で計算をするには重要な数字がいくつか不明のままなのだ。

　当然、重要な数字が不明のままでは、完全な計算は成り立たない。

　エヴェレットはそもそも、そうした完全な計算は必要ないという。

　未知数の変数が確定せず、未知数のままで計算を行なっても、ほとんど計算の精度には影響が出ないと──そして実際、現状の範はん囲い内で述べるのであれば、確かにその精度は誤差の範はん疇ちゆうにも入らないほど微び細さいなのだ。

　とはいえ、それはあくまでも現時点での話だ。

　将来的に、エヴェレットの多世界解釈の不完全さが致ち命めい的てきな問題を引き起こす可能性が存在しうる以上、多くの研究者たちはエヴェレットの多世界解釈を理論の基幹に据すえることを好んでいない。

　それは疑似科学やトンデモが正統の学術派は閥ばつに受け入れられていないのと、ある意味で似たような理由──理論として通用しない部分が多すぎるからだ。

　そして私自身もまた、エヴェレットの多世界解釈には肯こう定てい的でなかった。




　　　　☆




　普ふ通つうであればこの状じよう況きようは、俗ぞくに＠ちゃんねる語で〝釣つり〟と呼ばれる、虚きよ偽ぎの話題を振ふってそれに他人を引っかけて楽しむという掲けい示じ板ばん会話のスタイルに思えるのだが、そうした〝釣り〟にしては引っかけようという話題が奇き妙みようすぎる。

　＠ちゃんねる語で言うところの、「釣り針ばりが大きい」という状況だ。

　そもそも他人を引っかけようというのに、わざわざタイムトラベラーですと名乗るような人間はあまりいないだろう。今もタイターとの会話を続けている人々でさえ、その存在を真実と考えている人間はほとんどいないはずだ。

　つまりは噓うそをつくなら、「もっと、もっともらしい噓をつけ」というわけだ。

　しかしそれにもかかわらず、ジョン・タイターはよりにもよって一いつ貫かんして自分が未来人であるというスタンスを崩くずさない。

〝釣り〟や〝なりきり〟でも、ここまで貫かん徹てつできれば偉えらいものだとは思う──それがタイムトラベラーなどというトンデモでさえなければ。

　新たな書き込みを確認するため、更こう新しんボタンを押す。

　そうして現れたのは、「鳳凰院凶真」という名前の入った書き込みだった。





617　名前：鳳凰院凶真　　[age]　　　ID:1Kz7Z7Sn0

　今、ジョン・タイターを騙かたるバカが居るとはな！
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「……！　ほっ、鳳凰院って!?」

　思わず吹ふき出して叫さけんでしまった。

　けれど、我ながら無理はないとも思う。まさか、昼間に会った人物とこんな形で夜に再会するなんて、誰だれが想像するだろうか？

　よくよく考えれば、タイムマシンにあれだけ情熱を燃やしていた彼だ。

　こんな風に話題になっているタイムトラベラーがいれば、それが自じ称しようであろうとも会話してみたいと思うものかも知れない。

　しかし、その割には雲行きは変だった。

　鳳凰院凶真を名乗る彼──間違いなく岡部は、２０００年にもジョン・タイターは現われたといい、今この掲示板に書き込んでいるのはその稚ち拙せつな模も倣ほう犯はんだと口にするのだ。

「十年前にも、同じ名前の人がいたって言うの？」

　その言に従い、検けん索さくエンジンでジョン・タイターについて調べてみる。

　しかし大した情報はヒットせず、そのものと言えるものについては完全に皆かい無むだった。

　そもそも彼が主張するような人物が実在したなら、私を初めその掲示板に書き込んでいる人間の誰かがその２０００年タイターのことを記き憶おくしていることに違ちがいない。

　けれど、その場に十年前のタイターのことを主張する人間は、ただひとり鳳凰院凶真のみだったのだ。

「どういうこと？……作り話？……それとも妄もう想そう？」

　脳裏に、ジョン・タイターがそもそも鳳凰院凶真の自作自演の産物ではないかという推理が浮うかぶ。あり得ないわけではないが、あまりに程度の低い悪戯いたずらだし、同じホラを吹くにしてももっと違うやり方を取るような気がする。

　妄想という線についても、少し納得できない点がある。

　実際、ジョン・タイターは彼の主張する２０００年タイターの存在を否定している。より厳密には、「少なくとも自分は２０００年には行っていない」と主張した。

　つまり、もしも鳳凰院凶真──岡部が、２０００年タイターの存在を認にん識しきしてるというのであれば、それは別の世界線のジョン・タイターであると言うのだ。

「えっと……、でもその場合、岡部さんはどうして２０００年タイターの存在が認識できているの？」

　色々と仮説を張り巡めぐらし、思考を展開してもどうもよく分からない。

　もし彼が認識しているという２０００年タイターが別の世界線の存在であるというのなら、岡部は別の世界線からこの世界線に移動してきたか、さもなければ別の世界線を知覚できることになる。

　少なくともそんなバカげたことはあり得ないし、そもそもそれはエヴェレットの多世界解かい釈しやくとは厳密には異なるのではないだろうか？　それともエヴェレットのそれとは違う、別の多世界解釈なのだろうか？

　──いずれにせよ、現状はどちらもひっくるめてトンデモの域を出ないが。

　鳳凰院とジョン・タイターは周囲から言葉の集中砲ほう火かに晒さらされる中、それらを意に介かいすることなく、話題をタイムマシンのそれへと推移させる。

　そして驚おどろいたのは……、ふたりの話すタイムマシンの理論が、自分の書いた論文の一部と重なっていたことだ！

「……！」

　ジョン・タイターが用いるタイムマシンは、ティプラー・シリンダーとカー・ブラックホールというふたつの要素を用いたものらしい。

　ティプラー・シリンダーは、すさまじい重力を持つ超ちよう高こう密みつ度どの物体を円えん筒とう状に成形して（または並べて）、それを超高速で回転させることで成立する。すると運動量の転送による時間の加速と遅ち滞たいにより、過去にも未来にも行くことができるのだ。

　ただしあくまでもティプラー・シリンダーは、周囲にある物体の時間の流れを操作しているだけのものに過ぎない。このため、過去に行く場合に限っては、ティプラー・シリンダーが作られるより前の時間にさかのぼることは不可能だ。

　──ちなみにティプラー・シリンダーは現在推測される範はん囲いでは、直径十キロで長さ百キロ、質量が太陽と同じくらいの円筒を、一秒間に２５００回転させることでようやく実現できるとされている。当然ながら、そんなものを地球上に存在させることはできない。

　一方、カー・ブラックホールとは自転するブラックホールのことだ。

　多くの場合、ブラックホールといえば自転していない──つまり運動していない──シュヴァルツシルト・ブラックホールを指す。このブラックホールは重さのみを持つブラックホールだが、カー・ブラックホールは自転しているため、さらに運動量を持つ。

　つまり普ふ通つうのブラックホールよりもさらに大きなエネルギーを持つと思えばいい。そしてその大きなエネルギーは、ブラックホールに特有の特異点というものを、通常の点状からリング状に変化させている。

　特異点は、重力場が無限大となる場所だ。そこではあらゆる物理的な常識が通用しなくなってしまう。よくブラックホールを指して、「光が脱だつ出しゆつできないほどの高重力の星」と言うことがあるが、その原因となるのがこの特異点である。

　──厳密には違うのだけれど、ここでは説明を簡略化するために単純化することを許して欲しい。

　そしてこのカー・ブラックホールに特有のリング状の特異点（ミクロ特異点）の内側には、マイナス方向の閉鎖時間Closed Time Link領域が存在する。通常の世界における時間の流れはプラス方向のため、この領域では時間が逆行しているのだ。

　つまり、理論上はこのマイナス方向の閉鎖時間領域を通り抜ぬければ、過去に行くことができる──なお、一回の通過で遡さかのぼれる時間は限られるので、遠い過去に行く場合は何度も通り抜ける必要がある。

　両方ともタイムトラベルの理論としては有望なものであり、実現できるならばタイムマシンを作り上げることも不可能ではないだろう。しかしそれにはいくつかの問題がある。私はたまらず、その疑問をぶつけてしまった。





719　名前：栗悟飯とカメハメ波　　[sage]　　　ID:hdly4Epl0

　カー・ブラックホールでのタイムトラベルは確かに理論的に可能だけど問題がいくつか

　１．どうやってブラックホールを回転させる？

　２．カー・ブラックホール内のミクロ特異点をどうやって通過するつもりだ？
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　　　　☆




　私は質問を投げかけ、その返答が来るのをじっと画面をにらんで待った。実に約十分。けれど、その十分が私にはあまりにも長く感じられた。





760　名前:J0HN TIT0R　　[age]　　　ID:QA4nA0fm0

　はい、重力歪わい曲きよく装置は積まれています。

　私のタイムマシンはＳＥＲＮ製ではなくそれを参考にした独自の物なので、

　この重力歪曲装置が若干不安定です。

　この装置によってミクロ特異点を発生させたり、通過時の重力調整を行ないます。

　ミクロ特異点に電子を注入する事でそれは可能です。

　電子注入により特異点は超高速回転を始め局所重力正せい弦げん波はが発生するのです。

　私は専門家では無いですので、仕組みについてはこれ以上は適切な説明が出来ません。

　カー・ブラックホールは人工的に作る事が可能とだけ言っておきます。
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「やっぱり、そうなるのね……」

　私は携けい帯たいの画面を見つめながらつぶやく。

　シュヴァルツシルト・ブラックホールは重さを、カー・ブラックホールは重さに加えて運動量を持つ。そしてブラックホールは重さと運動量に加えて、さらに電でん荷かを持つことができるとされている。

　ブラックホールに運動量を与あたえることは難しいが、電荷──つまり電子を帯びさせることは難しくない。もしも人工的にカー・ブラックホールを作り出すなら、厳密には重さと運動量と電荷のすべてを持つカー＝ニューマン・ブラックホールを生み出すのが近道だろうとは思っていた。

　──電荷を持つ物体を運動させることは容易だからだ。

　そしてカー＝ニューマン・ブラックホールが作り出せるなら、実はリング状の特異点（ミクロ特異点）を通過する必要はなくなる。何故なぜなら、高速回転するカー＝ニューマン・ブラックホールは閉鎖時間領域が特異点の外側にまで広がることになるからだ。

　──とはいえ、やはり高重力の影えい響きよう自体はあるため、それを遮しや断だんする手段は必要となる。

　これらは、私自身も自分の書いた論文で触ふれていたことだった。

　現在は不可能だが、もし人工的にブラックホールを生み出すことができるようになれば、その技術を応用してタイムマシンの創造は可能かも知れない。それが私の書いた『タイムマシンに関する考察』の主題だったのだ。

　──そしていみじくも、今現在ＳＥＲＮはそのブラックホールを人工的に生み出すための実験を繰くり返している。

　少なくとも、このジョン・タイターがそれなり以上の知識を持ち合わせていることは分かった。しかしそれはあることも意味している。

　つまり彼の主張するタイムマシンの話は、理論に終始して具体的な技術論が何もないということだ。一応、書き込みで自分は専門家ではないと予防線を張ってるけれど、結局「どうすればタイムマシンを作れるのか？」という、問題の焦しよう点てんに至っていない。

　そもそも、こんな無茶をするために必要な莫ばく大だいなエネルギーをどこから捻ねん出しゆつするのかという初歩的な問題にさえ、彼は触れていないのだ。

「つまるところ、ジョン・タイターは未来人でなければできない話を、一切していない……。ここまでなら現代の研究者でも話せる内容よね」

　その後も匿とく名めい掲けい示じ板ばん上での会話は続くが、そのやりとりは唐とう突とつに終わりを迎むかえた。





807　名前：J0HN TIT0R　　[age]　　　ID:QA4nA0fm0

　今日は少し疲つかれてしまったので、また後日。

　みなさんとお話出来て楽しかったです。
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　逃にげた？

　拍ひよう子し抜ぬけした気分で息をつき、携帯を持ったままベッドに寝ね転ころぶ。正直、軽い失望を感じていた。さすがに眠ねむいので、そこで閲えつ覧らんを打ち切り専ブラを閉じる。眠りに入るべく、シーツの中に潜もぐり込む……。

　……そしてその次の瞬しゆん間かん、私はあることに気づき、ガバッと身を起こした！

「私……、なんで失望してるの？」

〝釣つり〟だと思ってたし、ネタだと割り切っているはずだった。

　タイムマシンの話にしても、自分が考えている以上の枠わくは出ないと思っていたはずだ。

　なのに、どうしてそんな感想が出るのだろう？

　きゅっと唇くちびるを結ぶ。自分の中の認識が変わった瞬間があるとすれば、それはやはり「鳳凰院凶真」が書き込みを開始した瞬間からだ。もしジョン・タイターの話がネタであると割り切れなくなったとすれば、それは彼が書き込み始めたとき以外にはあり得ない。

「何故……？」

　今日、……いやもう正確には昨日から何度も繰り返した問いが口をついて出る。もはやその答えを確認せずには、一歩も動けないような気さえしていた。

「やっぱり、会うしかない。……彼に」




　　　　☆




　翌日、７月29日。

　東京電機大学の教授たちと親交を深めるべく話をして、一通り予定をこなし終わる頃ころには、すでに時は夕方に近づいていた。本来の予定では昼食を一いつ緒しよにとって話をするだけだったはずなのだが思いの外、話題が広がってしまったのだ。

　私は彼らと別れると、昨晩の決意のままに岡部倫太郎のラボを訪ねることにした。

「えーと、千代田区外神田三丁目、と……」

　電信柱の表示とメモに書かれた住所、それに簡単な地図を元に秋葉原の町を歩いて行く。幸いと言おうか、橋田さんの書いてくれたメモの地図は親切で丁てい寧ねいなものだった。

　さほどかからず、一階に『ブラウン管工こう房ぼう』という店てん舗ぽのあるビルにたどり着くことができた。向かって左側にある階段から、二階にあるラボに向かおうとする。

　と、そこで開け放たれた二階の窓から、聞き覚えのある声が落ちてきた。

「そうか……！　分かったぞ。これはもしやテレポート可能な電子レンジ！」

　間ま違ちがいない。

　かなり興奮気味だが、この声は岡部倫太郎のものだ。それに続く形で、何か抗こう弁べんしているような橋田さんの声もしたような気がするが、さすがによくは聞き取れない。

「一体、何をしてるんだろう？」

　テレポート？

　タイムマシンに引き続き、また碌ろくでもない単語が出てきた気がする。

　いずれにせよ、階段を登ろう。

「では、どう説明する？　房ふさから千切り、レンジに入れたはずのバナナを……!?」

　階段を登り始めたところで、またテンションの高い岡部倫太郎の声が聞こえてきた。遠くからでも聞き取りやすい声だ。講演発表とかには有利だろう。

　それにしても妙みような様子だ。

　さっきのテレポートといい、何が起きてるんだろうか？　とりあえず、ラボの前まで来てその玄げん関かんの扉とびらをノックする。

　……反応がない。

　中で何か話しているようだ。

　もう一度ノックする。

　……まったく反応がない。

　さらにノックする。かなり大きな音が出たと思う。

　……それでも反応がない。思わず怒いかりが湧わき上がってきた。

　別に居留守を使われているわけではないと思うけれど、それでもこの事態を大だい歓かん迎げいという人間は極少だろう。少なくとも私は中に誰だれかがいるのに、ノックをしても部屋の外で待ちぼうけという状じよう況きようを好む人間ではない。

　抗こう議ぎの意思も込めて、ドアノブを思い切り回すと、扉は何の抵てい抗こうもなく開いてしまった。

　鍵かぎ……、かかってない？

　かすかな驚おどろきとともに、開いてしまった扉を見つめる。扉を開けるまでするつもりはなかったのだが、こうなっては仕方がない。

　毒を食くらわば皿までの気持ちで、玄関に足を踏ふみ入れる。

　そこはラボ──ラボラトリー（研究所）と呼ぶには少々手て狭ぜまな空間だった。大まかな構造は雑多な機材やＰＣ、電子レンジなどの置かれた奥の部屋と、ソファやテーブル、キッチンなどがある手前の部屋に分かれているようだ。

　さしずめ、奥が開発室。手前が談話室というところだろうか？　部屋を隔へだてるように、カーテンをひくこともできる造りのようだ。あちらこちらに猥わい雑ざつにものが置かれているものの、意外に片付けられていて、居い心地ごこちは悪くなさそうである。

　印象としては、研究所と言うよりも子供の作る秘密基地めいた雰ふん囲い気きだった。

　ラボの中に入ると、その視線の先には手前の部屋にあるテーブルの前に立ち尽つくし、こちらに気づきもしないまま何かを見つめている男性ふたりの姿がある。

　あれ……？　何か、変？

　彼らが見つめているのは、どうやらテーブルの上のバナナらしい。

　その一ひと房ふさのバナナは、奇き妙みようなことにその端はじっこの一本が普ふ通つうの黄色いバナナではなく、鮮あざやかな緑色をしていた。まだ熟していないバナナの色ともまったく違ちがう、まるでプラスチックかゼラチンのオブジェのような透とう明めい感かんのある緑色だ。

　しかもどうやら、その緑色のバナナはぐずぐずにとろけているようだった。

「興味深い実験、してるんですね」

　玄関まで入ってもなお、自分の存在に気づかないふたりに対して、私は声をかける。この声に反応して、岡部倫太郎の身体からだがびくんと震ふるえた。相当に驚いたらしい。

　勢いをつけてばっと振ふり返る。やはりその顔は驚きよう愕がくに満ちていた。私はと言えば、逆に笑顔を見せようと努めて表情を作る。そして言った。

「岡部倫太郎……。いえ、鳳凰院凶真さんでしたっけ？」




　　　　☆




「岡部倫太郎……。いえ、鳳凰院凶真さんでしたっけ？」

　橋田さんから聞いた本名を口にしたところで、もしかすると当人が名乗った方の名前で語りかけた方がいいのかな、とつぶやいた名前を訂てい正せいする。

　しかし岡部倫太郎の狼ろう狽ばいした表情は変わらず、ただ「牧瀬……、紅莉栖」と私の名前をうめくだけだった。さすがにびっくりさせすぎてしまったかも知れない。

「……一応、ノックはしたんですけど」

　私の言葉に、まだ現実を把は握あくし切れていない表情で彼は言う。

「な、何故なぜここを……」

「橋田さんに聞いてきたんです」

　しかしそう言った途と端たん、彼は突とつ然ぜん、立て板に水を流したかのように話し出す。

「ダル！　まさか……、裏切ったのかっ？　この三次元女の色いろ香かに惑まどわされて………！　貴様、許さん。許さんぞぉぉぉ！　このヴィィィィィィィチが!!」

　さっきまであわあわしていたと思ったら、岡部倫太郎はつかつかと歩み寄ってきて猛もう然ぜんとわめき立てる。ＯＮ／ＯＦＦの激しい人だ……。

　昨日はまともに話ができなかったので分からなかったが、どうもかなり話しづらいたぐいの人物らしい。何とも言えず、もうひとりの室内にいる人物に助けを求める。

「何とかしてもらえませんか？」

　私は言外に「この人」と言う単語を省略していう。

「この状況に混乱していると思われ」

　その人物──橋田さんは、明らかな諦あきらめ口調で返事を返した。そうこうしていると彼は、携けい帯たい電話を懐ふところから取りだし、そのまま耳に当てた。……そして、通話ボタンも押さずに話し出す。

「緊きん急きゆう事態だ。機関がついにここにまで、エージェントを送り込んできた……！　何、これもシュタインズ・ゲートの選せん択たくだというのか!?」

　重ねて言うが、携帯の通話ボタンは押されていない。

　なのに彼は話している──虚こ空くうに向かって。厨ちゆう二に病びようだろうか？　邪じや気き眼がんだろうか？　何だか以前もこんな感想を抱いだいたような気がする。とりあえず、私はどう対処していいか分からずに、彼の口走ったセリフについて呆ぼう然ぜんとしながら尋たずねてみる。

「シュタインズ・ゲート……？」

　その問いに橋田さんは、淡たん々たんと答えてくれた。

「オカリンの脳内設定。特に意味はない」

「でしょうね。ドイツ語と英語が混在しているし……」

　言って私は、玄げん関かん先さきにいるのも飽あきたのでラボの中に入ろうとする。その瞬しゆん間かん、いきなり岡部倫太郎はこちらに声を飛ばした。

「靴くつを脱ぬげ」

　言われて、ラボの室内を見る。どうも日本式に靴を脱いで入るようになっているらしい。私は謝りの言葉を口にすると、靴を脱いで室内に入る。そして彼の前に歩み出ると、握あく手しゆのために右手を差し出した。

「改めまして牧瀬紅莉栖です」

　普通ならここで向こうも右手を差し出してくるだろう。しかし彼はそうしなかった。うろたえながら無言でじっと私と右手を交こう互ごに見つめる。

　その様子を眺ながめる私はというと、もしかすると額に青筋を浮うかべていたかも知れない。

「握手も出来ないの？　日本の男の人って常識が足りてないんじゃない」
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　私がそう言うと、彼は悔くやしそうに声を漏もらし、ようやくおずおずと右手を出した。しかし握手と言うにはあまりにも腰こしの引けた状態である。自分の目が据すわっていくのを、こんなに明めい瞭りように感じたのは初めてだったかも知れない。

「ビビリすぎ」

「身にまとう殺気がハンパないからな、これが俗ぞくに言うマーシャルアーツか！」

　もはや何をどう言っていいのか分からず、まともな握手を諦める決意をする。そしてそのまま、歩み出す。その様子に、岡部倫太郎は慌あわてたような表情を見せた。

「どこに行く！」

　どこに行くも何も、そんなに広いラボじゃないでしょうに……。

　心の中で嘆たん息そくし、私はバナナの前にかがみ込んで、じっと覗のぞき込む。

「本当は、私が刺さされたのを見たというのが事実なのか、セクハラ行こう為いの言い訳なのか、その確かく認にんをしたくて来たんですけど……。それよりも……」

　見れば見るほど、それは不思議なバナナだった。

　彼らの口ぶりから察するに、これが〝テレポート〟とやらの産物なのだろう。

　形状だけを見れば単なる一ひと房ふさのバナナなのだが、その内の一本がぐずぐずのゲル状に変わっている。しかも色は透とう明めい感かんのある蛍けい光こうグリーン。

　普ふ通つうに考えるとバナナの房ふさの内、一本をゼラチンか寒天で作ったオブジェに変へん更こうしただけなのだろうけど……。

「結合部に損傷はない。トリックではないようね」

　バナナの房とそのゲル状の一本の間は、まったく境目がない。先せん輩ぱいが以前、卵のゆで加減を調整して、黄身の固まっている部分と半熟の境目のないゆで卵を作っていたが、それによく似ている。

　私はバナナを観察したまま、少し離はなれた場所にいるふたりに尋ねた。

「ピンセットない？」

「ない！」

　答えはにべもないものだった。しかしさっきとは違ちがい、私の心に怒いかりはない。

　というより、怒りなど感じている余よ裕ゆうはなかった。目の前の正体不明の存在に対する好こう奇き心しんが、それを上回っていたからだ。

「そう」

　正確な結果は得られないが仕方ない。私は短く返すと、自分の人差し指で直接そのバナナを確かめてみることにした。予想外に柔やわらかく、突つき刺した指がずぶずぶと沈しずんでいく。

　背後で驚おどろきの声が上がった。

「なっ！」

　この程度で驚くな、情けない。

「中はグズグズね……」

　私はそのまま、指に付着した粘ねん液えき状の緑のバナナを口に運ぶ。

「味は……、ない。まっず」

　どうやら、バナナ本来の味や風味、食感などはすべて失われているようだ。その事実に私の中の何かが刺し激げきされるのを感じる。研究者としての好奇心が、私の中でむくむくと頭をもたげ始めていた。




　　　　☆




「このゾンビめ。腹が減っているならそう言え。バナナぐらいめぐんでやる」

　蛍光グリーンのゲル状バナナの組成を、味の観点から確認したことは、どうやら岡部倫太郎にとってあまりに意外なことだったらしい。また彼は私を死人呼ばわりする。

　幽ゆう霊れいの次は、ゾンビか。どれだけ彼は私が死んでいることにしたいんだろ？

「いりません！　誰だれが、ＨＥＮＴＡＩのバナナなんて食べるもんですか……」

「な、ＨＥＮＴＡＩだと！」

「いきなり人のことつついて、身体からだまで触さわろうとして！」

　言葉の応おう酬しゆうのさなか、我関せずの姿勢を貫つらぬいていた橋田さんが、そこで私に声をかけた。

「牧瀬氏、牧瀬氏……」

「はい？」

　どうしたんだろ？

「ＨＥＮＴＡＩのバナナなんて食べるもんですかって、もう一度お願い出来る？　出来たら、悔くやしそうな顔で」

　突とつ然ぜん、意味不明なことを言われる。

「悔しそうな……？」

　私は首をかしげる。少なくとも数秒間、私は橋田さんの言葉の意味が分からないままだった。しかし気づいた瞬しゆん間かん、自分の顔が熱くなるのを感じる。

　こっ、このＨＥＮＴＡＩは一体、何を言わせようとしてんのよ!?

　それに気づいたのか、岡部倫太郎が勝かち誇ほこったようににやりと笑った。

「ふっ、何を赤くなっている？　もしかして、何か想像したのかぁ？」

　このやたら響ひびく深い声で言われると、怒りもひとしおだった。屈くつ辱じよくだ。

「言ってみろ、天才少女！　天才が何を想像したのか、ご高説願おぉうではないかぁ！」

　こ、こいつ……初めて私の優位に立てたと思ってるな！

　怒りを何とか、沈ちん黙もくで飲み下す。

　ここで怒おこってしまったら、連中の思う壺つぼなのは間ま違ちがいなかった。

「……どうやら。あなたたち、ふたりともＨＥＮＴＡＩみたいね」

　静かな……静かな怒りだけを込めて言う。しかしそれに、橋田──もう二度とさん付けで呼んでやるものか！──がはにかんだような笑みを浮うかべて照れる。

「いやぁ……」

「ほめてないッッ！」

「むしろ、ＨＥＮＴＡＩな想像をした方がＨＥＮＴＡＩだろう。ＨＥＮＴＡＩ天才少女よぉ？」

「誰がＨＥＮＴＡＩよッッ!!」

　私は叫さけぶようにかがみ込んだ姿勢から立ち上がる。ダメだ。これ以上、このままだと何を言われるか分からない。

　私は深く息をつき、肺の中の空気を入れ替かえる。脳のコンディションを整え、冷静になるためだ。感情をコントロールするのだ。

　それくらい、脳科学者としてはできて当然のことである。

「オーケイ。正直、セクハラですぐに訴うつたえてもいいレベルだけど、今は不問にしておくわ」

　私は努めて冷静な口調で言う。

　岡部が「今は……？」とかのたまっているけど、無視よ無視ッッ！　私はそれに構わず言葉を続ける。

「だからくわしく教えて。このバナナ……、そのレンジと関係があるのよね？」

　私はまずバナナを見て、それから奥の部屋に置かれている電子レンジを指さそうとする。しかしその瞬間、岡部が私とレンジの間に割り込んだ。

　身体全体でレンジを隠かくして叫ぶ。

「トップシークレットだ！　未来ガジェット八号機電話レンジ（仮）は、我が研究所の秘密兵器だからな！」

　正直、ちょっと意外な反応だった。もっと自じ慢まんして見せびらかすかと思っていたのだけれど……。そもそも、（仮）って何なのだろう？

　少し呆あつ気けにとられていると、目の前で橋田と岡部が相談を開始する。どうも、私をこき使う算段らしい。

　ま、いいけど。私は自分の興味を満足させられるなら。

「でも、牧瀬氏なら、このヘンテコな機能について解明してくれるかもよ」

「……んんー、いやしかし」

「つーか、僕らだけじゃ絶対解明できないと思われ」

「だ、だが、あくまでこれは未来ガジェット研究所の……」

　そこまで言ったところで、岡部が突然「ふふふ、ふははははははははは……」と笑い出した。何かに気づいたらしく、芝しば居いがかった仕草で私を指さす。

「貴様ぁ！　クリスティーナとか言ったな」

「ひと言も言っとらんわ！」

　私は動じずに返す。いい加減、慣れてきたような気がする。いや、慣れちゃいけないような気もするけど、人間はどう足あ搔がいても環かん境きように適応するようにできているのだ。

「この電話レンジ（仮）の秘密を知るには条件がある。ひとつ！　貴様にはこの未来ガジェット研究所のラボメンになってもらう」

「研究所のメンバーに迎むかえてくれるってこと？」

　提示された条件の内容に、私は内心で首をかしげた。こちらには好都合だが、いきなり態度が軟なん化かしすぎな気がする。ある問題がなければ、私は承しよう諾だくの言葉を即そく答とうしていたろう。

「でも、私。八月中にアメリカに帰る予定だけど……？」

「それまでで構わん」

　断言される。少し気持ちが悪くなってきた。

　先ほどの何かに気づいたような彼の表情は、何を意味していたんだろうか？

「それともうひとぉつ！」

「まだあるの？」

「俺が貴様に行ったセクハラ行こう為いをすべて不問にしろッッ！」

　その時、私の呼吸が止まった。

　この男は、なんて下らないセリフをこんなにテンション高く言えるのだろうか？　私は呆あきれてものが言えなくなる。そもそもセクハラ行為だと自分でも思っていたのか、こいつは。

　そうか……、さっきの何かに気づいたような顔は……、そういうことか。

「以上だッッ！」

　臆おく面めんもなく言い切る岡部。……もうなんと言っていいやら。

「オカリンちっちぇ！　人としての器うつわがちっちぇえっす！　そこに痺しびれる憧あこがれるぅ！」

　さすがにＨＥＮＴＡＩコンビとはいえ、橋田も今の岡部の言には呆れたらしい。

「うるさいっ！　どうだ？　悪くない条件だと思うがな」

　岡部は前半は橋田に叫び、後半は私に向かって言う。と同時に、私の後ろに回り込もうと歩き出す。何をしようとしてるのかは、もう分かっていた。

　映画で悪役がよくやる動きだ。主人公を中心に、その周囲をぐるぐる回る動き。

「あんたにとってでしょ？　まったく、ノルアドレナリンが過か剰じよう分ぶん泌ぴつするわね……」

　でも、私がそんな酔すい狂きように乗ってあげる筋合いはない。

　彼が脇わきを通り過ぎたのに合わせて、私自身も回り込むように歩き出す。見た目には、互たがいに回り込み合うように回転する動きとなった。

「さあ、どうする？　クリスティーナ」

「だからティーナってつけるな！」

「悪かったな。ザ・ゾンビよ」

「ちゃんと呼べ。鳳凰院〝ＨＥＮＴＡＩ〟凶真」

「黙だまれ。天才〝ＨＥＮＴＡＩ〟少女ッッ！」

　互いに回り込み合いながら、鋭するどい視線を向け合う。コミックやアニメなら、互いの視線が火花となってぶつかり合っているところだろうか？

　そんな私と岡部の両方を交こう互ごに見比べ、橋田がふざけているのか真しん剣けんなのか分からぬ口調でささやいた。

「ＨＥＮＴＡＩ同士の視殺戦……、燃える！」

『黙れＨＥＮＴＡＩ！』

　私と岡部が同時に橋田に対して言い放つ。きれいにはもった。

　そして再び互いに顔を見合わせる。……ここはこっちから折れておこう。

「仕方ないわね……。分かったわ、条件を吞のむ。だからもうＨＥＮＴＡＩ禁止。私もＨＥＮＴＡＩ扱あつかいしないから」

「……いいだろう。では、たった今から貴様はラボメンナンバー００４。クリスティィィィィィィィィィィナだッッ！」

「ティーナも禁止」

　さすがに言わずにはいられなかった。




　　　　☆




　そうして、私は岡部と橋田からこの未来ガジェット研究所の秘密兵器こと、未来ガジェット八号機電話レンジ（仮）についての説明を受けることになった。

　──途と中ちゆう、岡部が自分の武勇伝を語りたがり、その脱だつ線せんに私が怒おこる一幕などもあったが。

　元々、この電話レンジ（仮）は出先からでもコンビニ弁当などを温められるように作られたものらしい。

　出かける前にコンビニ弁当を電話レンジ（仮）にセットしておき、出先から電話をかけて信号を発することで、帰ってきたときには温かいお弁当が食べられるという。

　……正直、普ふ通つうに途中でお弁当を買って帰る方が手間がないと思うし、夏場は食中毒が怖こわいのではないかと思うけれど、その感想は心の中にそっとしまっておいた。

　──ちなみに未来ガジェット研究所の発明品には、この他にもテレビ用リモコンをおもちゃの光線銃じゆうに埋うめ込んだビット粒りゆう子し砲ほうや、竹トンボにＣＣＤカメラを仕込んだタケコプカメラー（竹トンボなので回転した映像しか撮とれない）などがあるそうだ。

　さて、問題はあるとき、この電話レンジ（仮）への入力を間ま違ちがえたことから始まった。

　電話レンジ（仮）はその使用の際、携けい帯たい電でん話わで温め時間を入力する機構になっている。

　その時、電話レンジ（仮）の遠えん隔かく温め機能で温められるはずだったのは、事前に電話レンジ（仮）に投入されていたため、すでに解かい凍とう状態にあった冷れい凍とうからあげ『ジューシーからあげナンバーワン！』であったという。

　そして本来ならば温め指定時間として＃１２０と入力しなければならないところを、ラボメンナンバー００２の人物が間違えて１２０＃と入力してしまったらしいのだ。

　結果、出先から帰ってきた彼女を出で迎むかえたのは、ほどよく温まった冷凍からあげ『ジューシーからあげナンバーワン！』ではなかった。電話レンジ（仮）の中には、かちんかちんに凍こおったままの『ジューシーからあげナンバーワン！』が入っていたのである。

　この話を聞いて、もしかすると「冷凍からあげが凍ったままレンジの中に入っていたなら、単にレンジが壊こわれていただけではないのか？」と思うかも知れない。

　……違ちがうのだ。

　ことはそんなに単純ではない。先にも述べたように、冷凍からあげ『ジューシーからあげナンバーワン！』はすでにレンジ内に投入され、そのため完全に溶とけていたはずなのである。すなわち常温であったはずだ。

　それが、入力ミスによって再びかちんかちんに凍り付いた。

　これは電話レンジ（仮）が、マイクロ波で食品を温める電子レンジとしての機能以外の効果を持ったということである。

　好こう奇き心しんに駆かられた岡部と橋田たちふたりは、この不可解な現象を究明すべく、様々に実験を繰くり返した。塩、砂糖、醬しよう油ゆ……そしてバナナ。実験の結果、より一層際立つ成果を出したのが、このバナナだった。

　冷凍からあげ『ジューシーからあげナンバーワン！』同様に、＃１２０ではなく１２０＃と入力してバナナを温めたとき、バナナは加熱されるのでも、冷凍されるのでもなく、〝ゲルバナ〟と名付けられた不思議な状態へと変化してしまっていたのである。

　すなわち、あの半はん透とう明めい蛍けい光こうグリーンのゲル状の状態だ。

　岡部が大学で調べたところによると、バナナは分子レベルでずたずたの状態となっていたらしい。平たく言えばバナナはバナナではない、別の何かに変わっていたのだ。

　実際に調べた岡部は、「バナナに、フラクタル図形の穴をナノレベルで無限に開けていったような感じ」とそれを表現している。

　一体、どのような作用が働けばバナナがこんなゲル状になるのか、現状ではまったく見当がつかなかった。




　　　　☆




「──やっぱり興味深いわ」

　私は好奇心の赴おもむくままに言う。何故なぜだろう。いつも自分が研究所でしている研究よりも、わくわくする気持ちが大きかった。

「貴様の見解を聞こう」

「少なくとも電磁波兵器やテレポートだっていう、下らない仮説は捨てるべきですね」

　岡部の問いに、彼が先ほど騒さわいでいたトンデモな内容を切って捨てる返答を返す。すると、彼は鼻白んで黙だまり込んだ。

　少なくとも、この段階ではまだ検証に私見や願望を差し挟はさむべきではない。それが目の前の研究対象に対するクリアーな視点を妨さまたげた事例は、枚挙にいとまがない。ましてやトンデモなどもっての外だ。まずはしっかりと現実を見み据すえることが大事だった。

　その上で……。

「もう一度実験してみてもいい？　私もこの目で見てみたいの」

　私は言い、いそいそと〝普通の〟バナナを一本、房ふさから千切り取った。そしてそれを電話レンジ（仮）に投入し、温め指定時間を携帯電話から入力する。

　いつもながら、この実験に従事する時間の充じゆう実じつ度どは他に代えがたいものがある。今日はそれが特に大きい。

　もしかして純じゆん粋すいに未知の現象に挑いどんでいるからだろうか？　いや、違う気がする。ヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所でも、それまでに知られていない状態に関する検証を行なうことが、なかったわけじゃない。

　何だろう、この感覚は？

「岡部さんと橋田さんは、バナナの方を見てて」

　電話レンジ（仮）を起動したところで、ふたりにテーブルの上に残ったバナナの房を見てもらうようにお願いする。

　岡部が訳の分からない反論をしてきたが、それに関しては黙もく殺さつした。

　ふたりがバナナの房を、私が電話レンジ（仮）の中の一本のバナナを観察する。片時も目を離はなさず事象を直接この目に焼き付けることで、何か別の天てん啓けいが得られるのではないかと思ったのだ。

　いや、もしかするとそれは誤ご魔ま化かしかも知れない。私は純粋に、バナナが電話レンジ（仮）内でどのような変化を起こすのか、それを〝知りたい〟と思っただけ。

「六十秒経過。なにか変化は？」

　電話レンジ（仮）からは目を離さず、背後でテーブルの上のバナナを観察しているふたりに尋たずねる。それに、「ないなぁ」と橋田が答えた。

「百秒」

　続けて私はタイムカウントを口にする。そしてその次の瞬しゆん間かん、具体的には百四秒の時点で、変化が起きた。電話レンジ（仮）の中にあったバナナが、私の目の前で消えてしまったのだ。

　瞬またたきひとつさえせずに、じっとバナナを観察していたのだ。何かの見落としということは、決してない。

「出てきた！」

　私が起きた事態に呆ぼう然ぜんとする後ろで、橋田が声を上げる。どうやら、向こうにバナナが出現したらしい。しかし私は、この常識ではあり得ない異常な事態に固まってしまっていた。レンジのタイマーがチーンと鳴っても、身じろぎひとつできずにいる。

「そっちはどうだった？」

　岡部が尋ねる。

「え？　あ、えと……。百四秒経過したときに、消え……、消えちゃった。いきなり」

「やはりテレポートなのだよ。人類史上初のな！」

　岡部は誇ほこらしげにうんうんとうなずく。

「瞬間移動なんて……。そんなの、有り得るの？　でも実際に移動したし……。信じられないけど……」

　しかし私はまだ、疑念を捨て切れていなかった。それにテレポートだとしても、その原因が如何いかなるものであるかを検証できなくては、話にならない。

「量子テレポートかな。いやいや、あれは量子レベルでの話だし……」

　頭をひねる私に、岡部は断言するように言う。

「現実から目を背そむけるな。その目で見たものがすべてだ」

　私はその言葉に、鋭するどい視線を投げかけた。目の前にある現実じゃなくて、まず自分の妄もう想そうと対話しようとしたのはあんたでしょうが……！　そんなことばかり言ってるから、世界から疑似科学やトンデモは消えないのよ！

　そう怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうが走る。しかし今はそんなことをしている場合ではない。

「本当に、テレポートなの？　結論ありきで考えるのは危険よ」

「ならば、何だと言うんだ!?」

「少なくともバナナの房や、冷れい凍とうからあげの時はテレポートしなかったんでしょ？」

　岡部はその通りだと言わんばかりにうなずく。そして口を開けようとしたところで、今まで聞いたことのない声がその場にこぼれた。

「あれれ、お客さん？」

　思わず、視線を声のした方向へ転ずる。するとそこにいたのは、ほんわりした顔にショートカットの、こぼれ落ちそうなぐらい大きな目をした可愛らしい女の子だった。

　一見、中学生くらいにも見える雰ふん囲い気きを漂ただよわせているが、手指や首筋のラインからしてもう少し年かさであるように思われる。
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「あ、お邪じや魔ましています。牧瀬紅莉栖です。いきなり押しかけて来て、ごめんなさい」

「……椎しい名なまゆりです」




　　　　☆




「……椎名まゆりです」

　ショートカットの少女は、そう言って挨あい拶さつする。

　その名前は、ほんのついさっき岡部から聞かされたばかりだ。

　ラボメンナンバー００２。つまり、電話レンジ（仮）の奇き妙みような現象を最初に発見した人物。

　──ちなみに、所長である岡部は００１。橋田は００３である。つまり、このラボにおいて、橋田よりも古参のメンバーということだ。

　私は奥の部屋から、彼女のいる手前の部屋──予想通り談話室と呼ばれているらしい──へと移動する。

「なんか、私もラボメンになったみたいで……」

「ラボメン!?」

　いきなりだった。椎名さんは、私の言ったラボメンという言葉に大きく反応したらしい。ずいと身を乗り出し、目は潤うるみがちになっていた。

「……え!?　ええ」

「女の子の……、ラボメンだぁ！」

　椎名さんは、嬉うれしくてたまらないという表情で私に飛びつく。ふわんと柔やわらかな香かおりが、私の鼻び腔こうをくすぐった。ぎゅっと抱だきしめられ、私は思わず面めん食くらう。こんなに積極的なスキンシップを受けたのは、長じて以降では初めてのことだった。

　今日、何回目の硬こう直ちよくだろうか？　感激する彼女に、私はかろうじて尋たずねる。

「そ、そんなに珍めずらしいの？」

「うんうんうん！　まゆしぃ以外では、初めての女の子のラボメンです！」

　彼女は私の両手を握にぎりしめ、ぶんぶんと上下に振ふる。確かにラボメンは００４までで、私がその００４なのだから、彼女以外の女性ラボメンは初めてだろう。

　しかしどうやらそういうレベルではない、何かが彼女の中にはあるようだった。そうでもなければ、ここまでの感激ぶりは理解できない。

「そうなんだ……」

「よろしくね！」

　そう言って椎名さんは、屈くつ託たくのない笑みを見せる。邪じや気きのない笑顔を見たのは、だいぶ久しぶりのことだった。いえ、もしかすると初めてかも知れない。

　何の見返りも求めない、ただ純じゆん粋すいな喜びと好意を向けられることなど、そうそうあることじゃない。おそらく彼女は、誰だれとでもすぐに友達になることができるまっすぐな心根の持ち主なのだろう。

　私は彼女の喜びように戸と惑まどいながらも微笑ほほえみ、返事を返した。

「ええ。よろしく」




　　　　☆




　お互たがいに挨拶を交わし合ったところで、背後から素すっ頓とん狂きような声が上がった。

「何だとっ？」

　尋ねてみたところ、岡部と橋田とで電話レンジ（仮）について、何でもいいから気づいたことはないかと検証していたらしい。その過程で、橋田が放電現象を目もく撃げきしたという新事実が発覚したのだという。

　私は「何で早く言わないのよ」と言い捨て、再び奥の部屋──開発室へと戻もどる。

「具体的な状じよう況きようを教えて」

「えっ？　うーんと、だから、レンジから稲いな妻ずまみたいなのが出て……」

　橋田は頭をかきながら答える。それを受け、岡部は再度の問いを放つ。

「いつの話だ？」

「昨日の昼だったかな……？　オカリンが人工衛星が墜つい落らくしたニュース見て飛び出して行って……。自分の携けい帯たい、こいつにつないで……」

　彼の話を総合すると、何でもそのとき橋田は電話レンジ（仮）のテストをしていたらしい。電話レンジ（仮）に専用携帯ではなく自身の携帯をつなぎ、それでメール着信の設定調整を行なっていたそうな。

　どうやら、現象の謎なぞを解き明かすための新しい糸口が見えてきたようだった。

　一方、岡部は別のことに興奮している。

「じゃあ、あのメールを送った時、お前の携帯は電話レンジ（仮）に繫つながっていたんだな」

「牧瀬氏が刺さされたとかいうメール？　あれ、一週間前じゃん」

　再び出た、自分が刺されたという話題に何とも言えないものを感じる。どれだけこの男は私を死んだことにしたいんだろう。得体の知れない呪いか何かだろうか？　とりあえず、今はそれを口にしても引っかき回すだけなので、黙だまっておくことにする。

「違ちがう。あれは昨日の昼に送ったものだ。……まさにお前が言った時間にな」

　橋田は岡部の言に、よく分からないという感じの顔をする。それに対して私は、糸口が見えてきたかも知れないという思いに駆かられ、岡部を遮さえぎって橋田に問うた。

「放電が起きた時のレンジの状態は？」

「動作テストしてたから、逆回転機能使用中だったかな……」

　……動作テスト？

　それが放電現象につながったのだろうか。そしてその放電現象が、この不可思議な転送現象の原因？　私はそこまで思考を巡めぐらした後、岡部に向かってつぶやいた。

「再現してみた方がよさそうね……」

「分かってる。……メールの件も含ふくめてな。まゆり、『ジューシーからあげナンバーワン！』をここへ！」

　岡部は、談話室のソファに座っていた椎名さんに語りかける。彼女は顔を上げて「うん」とひとつうなずくと、冷れい凍とうからあげの袋ふくろを持ってやって来た。そのまま、電話レンジ（仮）に『ジューシーからあげナンバーワン！』を投入する。

「みんなも食べる？　一個ずつならあげてもいいよ♪」

　椎名さんはあの屈託のない笑みとともに言う。

　……もしかしてと思うけれど、椎名さんはこの実験を普ふ通つうにからあげを温めるためと思ってるんじゃ？

　多少に危き惧ぐを感じて、岡部に尋ねる。

「中にものを入れる必要あるの？」

「逆回転時、中に入っているものの反応も見たい」

　どうやら、私がわざわざ聞いた意味はよく分かってないらしい。からあげがダメになったら、椎名さん泣かないかなって、思ったから聞いたんだけれど。……仕方ない。いざとなったら自腹を切って買い直そう。ごめんなさい。

　私は心の中で、椎名さんに謝る。それでも実験を止めないのは、やはり自分自身がその結果を見たいからに他ならない。

　岡部は電話レンジ（仮）のふたを閉じ、同時に自分の携帯を本来は電話レンジ（仮）専用携帯の挿ささっているソケットに挿し直す。

　可能な限り、状態を放電が発生したときのそれに近づけるつもりなのだろう。しっかり挿さっているのを確認すると。岡部は合図した。

「……ダル」

　その一言に、橋田がキーボードを操作して電話レンジ（仮）を起動する。独特の駆く動どう音が鳴なり響ひびき始めた。と、そこで岡部が私に言う。

「助手。俺の携帯にメールを」

　助手とは何よ、助手とは!!

「いつからあんたの助手になった!?　それに、あんたのアドレスなんて知らないわよ！」

「ふん、使えない助手め……。ダル、お前の携帯でいい。メールを」

　岡部は今度は橋田にメールの発信を頼たのむ。

　どうやら彼が言っていた〝あのメール〟とは、昨日の放電現象が起きた時間帯に、橋田の携帯に送信されたメールらしい。確かにそういう要素も確認されているならば、できるだけ再現するのが望ましいだろう。

「文面は？」

「そうだな……。クリスティーナはＨＥＮＴＡＩで」

　岡部の言動に、多少うんざりした顔で私は言う。

「ＨＥＮＴＡＩ禁止って言っただろ」

　もちろん、この程度で彼が止まらないのは大体、把は握あくできてきている。しかし、主張することまでは控ひかえるつもりはない。

「じゃあ、間とって……。〝オカリンはＨＥＮＴＡＩ〟と」

　橋田の機転に、岡部は渋じゆう面めんを作る。

　私は親指を上げて、橋田に「橋田さん、グッジョブ」と返礼した。

「じゃあ、送信するお」

　橋田がメールを送信し終えたことを確認すると、岡部は携けい帯たいに視線を向けた。いつ着信するかを確認するつもりなのだろう。

「後は携帯にメールが……」

　私の視線も、その言葉を受けて彼の携けい帯たい電でん話わに注がれる。おそらく橋田も同じだったことだろう。だからその場の誰だれもが、彼女の動きから目を離はなしていた。

　……椎名さんの動きに！

「そろそろ、いいんじゃないかなぁ……」

　その言葉の意味するところに気づいたときには、すでに彼女の指は電話レンジ（仮）のふたにかかっていた。

「なっ、待て!?」

　岡部が制止の叫さけびを上げ、彼女を引き戻もどそうとする。しかし、それよりも早く彼女はふたを開けてしまう。と、同時に……、レンジから青白い稲いな妻ずまがほとばしった！




　　　　☆




　バチバチと音を立て、放電がレンジから広がる。

　岡部は間かん一いつ髪ぱつで何とか椎名さんをかばい、何とか床ゆかに伏ふせることができた。そのほんの少し上を、雷らい光こうが荒あれ狂くるう。

　私と橋田も、とっさに安全な場所に退たい避ひでき、難を逃のがれたのだった。

　しかし室内に置きっぱなしの荷物や家具などはそういう訳にいかない。それらはただ、稲妻の蹂じゆう躙りんに黙だまって耐たえるしかなかった。もうもうと煙けむりが舞まい上がる。

　何とか放電が収まったとき、私たちを待っていたのは視界を閉とざす煙えん幕まくであった。

「ゴホゴホ……、換かん気き換気」

　橋田が煙で見えない中、何とか台所まで移動して換かん気き扇せんを回したらしい。風の音が鳴り、急速に視界が回復していく。

　そして私の視界にまず入ったのは、真っ二つに割れた机の姿だった。

　電話レンジ（仮）が乗っていた開発室の机で、いかにも頑がん丈じようそうで無骨なデザインのものだったのだが、それが今や無残に割れてしまっている。

　そして電話レンジ（仮）は、その机を突つき破やぶるようにして床にめり込んでいた。見た目だけで言えば、電話レンジ（仮）の重量に耐えかねて机が割れたようにも見える。

「……どういうこと？」

　目の前の様子がにわかには信じられず、疑問の言葉を私はつぶやく。

「電磁波の力か……？」

「バカ言わないで。電子レンジの電磁波が、こんな短時間で机を割るなんてあり得ない」

　そうだ。目の前で起きている現象は、あり得ないはずの現象だった。

　こんなことは起きるはずがない。

　さっきまでは楽しく実験に興じていた気持ちが、一気に吹ふき飛ぶ。そしてそれに代わり、何か得体の知れない焦しよう燥そう感かんのような、漠ばく然ぜんとした不安のようなものが襲おそってきた。

「あ～、黒こげだぁ。……せっかく買ってきたのにぃ」

　私の不安をよそに、椎名さんが真っ黒になったからあげを涙なみだ目めで見つめている。どうやら怪け我がはないらしい。私は心の中で「後で買い直すから」とつぶやくのが精せい一いつ杯ぱいで、それ以上のリアクションはまだできなかった。

「それより、床の穴どうする？　ブラウン氏に見付かったらシャレで済まないレベル」

　そちらは私ではどうにもならない。後で考えよう。

　ふたりの声を聞きながら、私は何とかこの焦あせりと不安感を消し去れないかと思う。しかしそれは、深呼吸や視線制せい御ぎよなどの神経を軽く鎮静させる方法程度では、とうてい落ち着かないほどに深刻なものであるようだ。

　そんな中、無事であったらしいソケットに挿さしてある携帯電話を、岡部が引き抜ぬく。どうやら携帯は壊こわれていないようだ。彼は携帯を開き、メール画面を起動する。

「どう？」

　私は何とか、それだけをつぶやく。彼は短く、「あった」と答える。

　どうやら実験はなにがしかの成果を残せたらしい。本来ならそれは喜ばしいはずなのに、何故なぜかいやな気分が増大するのを感じる。

　意識の奥底から、何かが警告音を発していた。

　無意識下の領域で、おそらく私は何かに気づいていたのだろう。しかし、今の私ではまだそれが何を意味するものなのかは、まったく分からなかった。

「受信日時、７月24日17時半……」

　岡部が、メール画面の情報を読み上げる。しかしそれは、五日も前の日付だった。何故そんな古いメールの日付を読み上げるのかと、私は少し疑問に思う。

「間ま違ちがいない。過去に……」

　震ふるえる声で岡部は言う。

　そしてそこで何かに気づいたような表情となり、部屋中にとどろくような高笑いを始めた。

　私は絶え間ない不安と、明確な情報を提示しない岡部に苛いらつき、不ふ機き嫌げんに問う。

「何よ……。何か分かったの？」

「ああ。……すべてが繫つながった。見えたぞ、一連の事件が意味する唯ゆい一いつ無二の答えが！」

　彼は叫び、ガバッと立ち上がる。その様子はまるで舞ぶ台たい役者のようだ。

「……本当に？」

　何故だか、声がかすかに震える。そのことに気づいたのか気づかないのか、岡部は悠ゆう然ぜんと談話室のテーブルの上に残っているバナナを指さした。

「房ふさから千切られたバナナは、房へと戻った！」

　そして彼は、私に起動したままの携けい帯たいのメール画面を見せる。

　いくつかのメールの中に、「From：ダル」と書かれたメールがある。彼が示したメールは、その中でも二通──ともに、五日前の17時30分に着信したものだった。

　そのメールの指し示す意味を理解できないでいると、岡部は死し刑けい宣告でもするように、ゆっくりともったいをつけて口を開く。

　いや、もしかするとそれはある意味では死刑宣告そのものだったのかも知れない。

「メールは……、五日前へと送られた」

　端たん的てきな一言。

　だがその言葉は、百万言よりも遥かに雄ゆう弁べんに語っていた。

　──私にとっての絶望を。

「そんな……、まさか……」

　指先が冷たくなるのを感じる。

　身体からだが、心が、その事実を受け入れるのを拒きよ否ひしていた。

　現行の技術では決して完成するはずのない、私の憎ぞう悪おするひとつのシステムがそこにあるという事実。

　その承服しがたい事実を、岡部は告げた。

「そのまさかだ……。この電話レンジ（仮）は……………………タイムマシンだ」
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　ため息をつく。

　脳や身体に酸素を巡めぐらせるためじゃない。

　それを意識してのことじゃない。

　ただ、単に。

　自分の中に降り積もった、澱おりのような感情を吐はき出すように……ため息をつく。

「そんなことじゃ、解消なんてできっこないんだけれど……」

　それでも、ため息をつかずにはいられない。

　ベッドにごろんと寝ね転ころび、携けい帯たい電でん話わを眺ながめながら、ただ息をつく。

「こんなことなら、何か簡単なストレス解消の手段を身につけておくべきだったかもね……」

　大人ならお酒アルコールや煙草ニコチンも考こう慮りよの内に入るのだろうけれど、あいにく私はまだ未成年だ。それにそうだとしても、このたぐいのストレスをそうしたもので解消するのは、あまりよい傾けい向こうとは思えない。

　元々、自分がストレス解消の方法に乏とぼしい人間だということは、百も承知だ。

　軽くスポーツをしたり、好きな本を読んだり、音楽を聴きいたり、ストレス解消の手段は無数にあるのに、自分はそうした手段でストレスが解消できない。正確には軽いストレスは何とかできても、こんな事態はどうしようもない。

　そもそも多少のストレスは、私にとっては逆に研究への意い欲よくや挑ちよう戦せん心をかき立ててくれる要素だから、むしろ大だい歓かん迎げいという事情もある。その程度なら、解消の必要なんてほとんどない。研究をして、次のハードルを越こえるべく努力していれば、いつの間にかなくなっている。

「これだから、日本人は仕事中毒ワーカーホリツクだって言われるんでしょうね」

　でも、これは予想外だ。

　こんなに精神的な打だ撃げきを受けるなんて、思ってもみなかった。

　これほどに自分が打ちのめされた経験は、どれくらいあるだろう？　実感だけで言えば、七歳のときにパパから侮ぶ蔑べつの眼差しを向けられた時以来の気がする。

　それくらいに大きな衝しよう撃げきだったのだ。あの岡部の言葉は。

「そのまさかだ……。この電話レンジ（仮）は……………………タイムマシンだ」

　目を閉じれば、今でもまざまざとその光景を思い出せる。耳にあの岡部の声色が蘇よみがえる。

　まるであのラボの部屋で、自分の時間が止まってしまったみたいだ。事実、私はあの時から何もしていない。ただ機械的に空腹を感じたらルームサービスを口に運び、汗あせの不快さにシャワーを浴びる。

　ただ生理的な欲よつ求きゆうに導かれる行こう為いを動物的にこなすだけで、そこには私自身の意図や意識は一切付ふ随ずいしない。食べた夕食の味すら覚えていないのだ。

　そんな時間が、もう一日以上過ぎていた。

　あの……、私が岡部たちのラボ〝未来ガジェット研究所〟を逃にげ出してから。

　…………………………………………………………………………………………………………。

　そうだ。

　私は逃げ出したのだ。

　岡部の言葉から。

　彼らが作り出したという、電話レンジ（仮）から。

　タイムマシンから！

　岡部があの言葉をある種の感動に満ちて口にした時、私をまず襲おそったのは絶望だった。

　パパがずっと執しゆう着ちやくし、学会での名声や研究者としての信用を捨て、家庭を……、私を捨ててまで追い求め続けたタイムマシン。

　私が心底嫌きらい、憎ぞう悪おし、嫉しつ妬としてきたトンデモ科学の権ごん化げ。絶対に現代科学では実現できないはずの、常識を覆くつがえす発明。

　……それが、目の前にあった。

　あったのだ。

　自らも実験を行ない、研究データを分ぶん析せきし、そして現実に発生した現象から目を背けることはできない。あの電話レンジ（仮）は、確かにタイムマシンだ。

　トリックでも何でもない。

　妄もう想そうや集団幻げん覚かくでもない。

　厳然とした紛まぎれもない事実。

　……タイムマシンだった。

　でも、それを認めることができなかった。自分の研究者としての目と耳、そして知識と経験が。自分の中の〝確固たるもの〟がそれをタイムマシンとして認めていたのに。

　私は──牧瀬紅莉栖は。

　それをタイムマシンだと、認めることができなかった。

　タイムマシンを作ることができたのだと、存在するのだと、認めることができなかった。

　だから、私は逃げた。

「噓うそ……タイムマシンなんて……」

　歓かん喜きする岡部に、呆ぼう然ぜんとただつぶやいて逃げた。

　頑がん是ぜ無ない子供のように、目の前の現実を認められずに逃げたのだ。

　自分から好こう奇き心しんに負けて実験に参加したくせに……。何だかんだと言葉を飾かざろうと結局は私を受け入れてくれた人たちだったのに……。

　それを振ふり捨てて、私は逃げた。脇わき目めも振らずただ、まっすぐに。

　正直な話、あの後どうやってホテルまで帰ったのか、まともに記き憶おくがない。脇目も振らずに走って、気づいたらもうホテルの自室でシャワーを浴びながら泣いていた。

　声を上げて、誰だれはばかることなく。おそらく号ごう泣きゆうと言えるものだったろう。人前にとうてい晒さらせる姿じゃない。

　だって……。

「だって、認められるわけがないじゃない！　タイムマシンなんて!!」

　ずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっと否定してきたのだ！

　タイムマシンを!!

　確かにパパのための論文は書いた。

　でも、それは手段。

　実現の可能性を、あくまでも遠い遥か未来に担保し、パパを喜ばせ、そこに至るための道を拓ひらくためのものに過ぎない。タイムマシンの実現可能性を模も索さくしつつも、現状での完成についてはやはり否定せざるを得なかった論文だ。

　逆に言えば、だから折り合いがついた。

　パパのためだから。

　まだ作ることができないから。

　それ以外の理由で、それ以外の状じよう況きようで、誰がタイムマシンなんて認められるものか!?

　だって、タイムマシンは私からパパを盗とったのに！

　そこまでしてさえ、パパはタイムマシンを作れてないのに！

「なのに……どうして、あんたが作るのよ！　パパじゃなくて、私でもなくて！　岡部!!」

　岡部倫太郎という人物について、自分よりもよっぽどパパに近いと感じたことは間ま違ちがっていなかった。

　ある意味でこう言った方がいいかも知れない。

　パパと岡部は、同じ側の人間だ。私とは違ちがう世界に住んでいる人間だ。

　だから彼はタイムマシンを作れた。

　私にはできないことができた。

　しかもその上、パパにもできなかったこと──タイムマシンの完成を成し遂とげたのだ。

「……認めない」

　認めることなんか、できるわけがない。

「タイムマシンなんか……、電話レンジ（仮）なんか……」

　絶対に……、認めない。




　　　　☆




　ふと携けい帯たいの時間表示を見る。

　2010/07/30　22:49

　昨日、未来ガジェット研究所を飛び出したきっかけになったメールが17:30だから、もう二十四時間以上経っている。

　それでもまだ、感情の整理はついていない。

　最初のわあわあ泣いてたような精神状態はもう過ぎたけれど、それでも心のざわめきは治まらない状態だ。

　だから……、というわけじゃないけれど私はずっと『＠ちゃんねる』を覗のぞいていた。何かをしていないと、心が保たないからだ。もちろん、匿とく名めい掲けい示じ板ばんに耽たん溺できするよりも、別のことをすべきではないかという意見はあるだろう。

　でもこの精神状態で外に出るなど、まず不可能。

　ルームサービスを受け取るぐらいの時間なら取り繕つくろえても、それ以上の時間を他人の目のあるところで過ごせる自信はなかった。おそらく数十分で泣き出すなり何なりの醜しゆう態たいを見せることになってしまうだろう。

　私にだってプライドはある。そんなことはとうてい無理だ。

　そういう状況である以上、気晴らしをするにしても外に出ることはできない。

　本でも読もうかと思ったが、何か建設的なことをする気分にはさらになれなかった。

　結果として、時間を潰つぶすことだけを目的に頭を空っぽ──完全には不可能な性しよう分ぶんだけど──にしてできることと言えば、『＠ちゃんねる』を見ることぐらいだったのだ。

　そして……、ここは後になって自分のことを愚おろかだなと思うことなのだけれど。

　私はずっと、ジョン・タイターと再び掲けい示じ板ばん上での会話を繰くり広げていた。
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　なんかどんどんガッカリ感が……

　結局はどれも具体的じゃないんだよな

　頑がん張ばってそれっぽく見せてるのは認めるが

　漏もれはごまかされないぞ


2010/07/30（金）22:55:42








　タイムマシンが実在することとそれに関するストレスを解消するために、わざわざ「自身をタイムトラベラーである」と主張するトンデモ釣つり師と会話する。見る角度によっては、まったくストレス解消につながらない行こう為いだ。

　本音を言えば、冷静になった視点では私もそう判断するだろう。しかしこの時の私は、そうした事こと柄がらを判断できる状況にはなかった。

　ただ、目の前のトンデモ科学信しん奉ぽう者を叩たたき潰したい衝しよう動どうに振ふり回されていたのだ。

　──ちなみに先ほどの書き込みは、ジョン・タイターの書き込んだタイムマシンの理論に関する感想だ。結局、一日以上つき合っても、タイターからは現代科学で推測できる以上のタイムマシン理論が出てこなかった。

　しかし私が色々な『＠ちゃんねる』のテクニックを駆く使しし、現げん役えき研究者としてのスキルを持ち出してきてさえ、ジョン・タイターは揺ゆるがなかった。

　私が最初に考えた、かなりの高こう齢れい者しやではないかという推測はさほど的外れなものではないのかも知れない。それなりに修しゆ羅ら場ばをくぐるなり、経験を積むなりして来なければ、こうした態度は身につかないのが普ふ通つうだ。

　もしそうでなかったら、少なくともジョン・タイターは何らかの意味で常人とはかけ離はなれた人物であるということになる。

　彼がもっともくわしく語ったのは、タイムパラドックスに関する話題──すなわち、人々がタイムマシンについて考えるときに最も好こう奇き心しんのそそられるテーマであった。
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　みなさんは時間の概がい念ねんについて固定観念に支配されているようです。

　時間は過去から未来へたった一つの川が流れているようなものではありません。
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　ある種、無理のないことだとは思う。

　というのも、人間はそもそも因果律と論理に従って理性というものを構成している。

「『西瓜すいかを植えた』という原因があるから『西瓜が実った』という結果がある」というのが、因果の考えだ。

　そして「瓜うり科の果実は野菜である。西瓜は瓜科の果実である。このため、西瓜は野菜である」というのが、論理である。

　人は理性的にものを考えるときに、このふたつを使って思考するようにできている。古今東西の学校教育も、初歩はこれを補助し伸のばすことを目的にカリキュラムが組まれているのが普通だ。

　現代は理性の時代であり、論理的な思考なくしては社会に適応できない。

　しかしタイムマシンは、先にも述べた祖父のGrandfatherパラドックス paradoxのような、因果律と論理に矛む盾じゆんする現象を引き起こしてしまう可能性があるのだ。

　この矛盾に、多くの人の精神は耐たえられない。

　ゆえにタイムマシンを否定する者はこう考える。

「因果律や論理に矛盾する存在が、この宇宙に存在を許されるはずはない。だから、タイムマシンは作れない」

　この発想はシンプルで、私も方便としてはよく使う。

　けれど、物理学──特に量子物理学の世界などでは、一いつ般ぱんの人間が考える論理を軽く超ちよう越えつした現象が普通に発生するのだ。もちろん、実際には論理的に矛盾などしておらず、単に一般の人が考える論理の枠わくを超こえているというだけのことに過ぎない。

　こう言ってもいいだろう。

　論理にも段階や難しさがあり、理解しやすいレベルでは問題ないが、難解なものとなれば教育を受けた者でなければその論理を「非論理的なもの」と誤認してしまうことがある、と。

　実際、先に述べた量子物理学などはそのためにトンデモ科学に目をつけられてしまうことがしばしばだ。

　量子物理学は完全に我々人類の知覚する認にん識しき範はん囲いを逸いつ脱だつした理論であり、その突とつ飛ぴさはアインシュタインをして「主はサイコロを振らない」として一度は退けられたほどである。

　そして困ったことに、この量子物理学のレベルに踏ふみ込まなければ、タイムマシンの話などはほぼ不可能なのだ。何故なぜなら、量子物理学は非常にミクロな世界の現象──言い換かえれば世界の根源について語る物理学理論だからである。

　だから、ジョン・タイターの語る時間概念もまた、そうした量子力学の領域に関わることだった。




　　　　☆




　先にも述べたが、ジョン・タイターの時間概念はエヴェレットの多世界解かい釈しやくとは似通っていつつも、ある意味でそこから発展した少し違ちがうものである。

　彼は世界の状じよう況きように大きな動どう揺ようを与あたえるような現象──たとえば過去に戻もどって祖父を殺すなど──が起きたとき、世界が分ぶん岐きするという。

　以前にも述べた、「世界線の分岐」だ。

　結果として世界は、「祖父が殺されなかった世界線」と「祖父が殺された世界線」に分かれる。そして〝祖父を殺害した自分〟は、「祖父が殺されなかった世界線」の出身であるため、祖父殺しの影えい響きようを受けることはない。

　厳密には、世界そのものが祖父を殺害した瞬しゆん間かんに「祖父が殺されなかった世界線」に移動するのだという。この「世界線の移動」の時、ジョン・タイターは「ダイバージェンスに変動が起こる」と話している。

　ダイバージェンスとは「分岐」または「逸脱」という意味で、タイターは「世界線が起点となる世界線からどれだけ離はなれたものであるかを数値化する単位」であると述べた。

　このダイバージェンスの数値が高ければ高いほど、起点となる世界線とはかけ離れた世界になっているのだと彼は言う。ダイバージェンスはパーセンテージで表現され、世界線変動率とも呼ばれるらしい。

　──ちなみに我々の世界は、タイターがいた世界から比ひ較かくすると０．５７１０２４％の変動率なのだという。すなわち、すでにタイターは世界線を移動してきているということだ。なお、この数値が高いものなのか、そうでないのかは私にもよく分からなかった。

　いずれにせよ、「世界線の移動」が発生した時、人々の記き憶おくは再構築されると彼は言う。

　世界はあらゆる偶ぐう然ぜんと確率を操作し、「世界線の移動」によって発生する矛盾を可能な限りの過去にさかのぼって修正し、その修正された過去は人々の記憶には残らない。

　極論して言えば、今日この場でその「世界線の移動」が発生するような現象が起きたとしても、その現象を私は覚えていることができない。その現象が起きる原因となった事こと柄がらを覚えていることもできない。

「世界線の移動」と言う現象が発生しても、それを認識できる者がいないのは、この記憶の再構築と過去の変動のためであるらしい。

「つまり、もしも私が今ここで死んでも、そこで『世界線の移動』が起きて〝私が死んでいない世界〟に移動した場合、私を含ふくめて誰だれもそれを覚えていることができない、と……」

　論理的に理解するために、あえて口に出して言う。

　その瞬間、よく分からないが何だかお腹の辺りがかすかに痛んだ気がした。

　……なんだか以前にも、この部分に苦痛を覚えたことがあったような気がする。そしてそれがきっかけで何かとても気がかりなことができたような？

「前にも、こんな違い和わ感かんを感じたような……」

　わずかな間だけ、意識に浮うかぶ疑問。

　けれど、その疑問は長続きしなかった。どうしてもあやふやな雲のような疑問を、ずっと心の中にとどめておくことは難しい。そもそも、それ以上に大きな疑問が心の中に生じている以上、仕方のないことだろう。

　その疑問を、ネットの向こうにいるタイターに対してぶつけようとする……。
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　ダイバージェンスとかいうものの変動を認識できないなら、なんでタイターは変動率の数値を観測できているんだ？

　あ、そうか。

　タイムマシンにはそれを計測できる装置も載のっているんですね分かりますｗｗｗｗｗ
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　……ぶつけるつもりだったのだけど、書き込んでいる途と中ちゆうで自己完結してしまった。

　すでに一日中、掲けい示じ板ばん上でやり取りしてきていたこともあって、ジョン・タイターの言いそうな答えの見当があらかたついていたからだ。

「まるでバカよね。……これじゃ」

　自じ嘲ちようするようにつぶやき、私は別の方向から再度の書き込みを行なう。

　しかしそれにも彼は取り合わない。言ってくるのは、現在ＳＥＲＮが取り組んでいる最中のブラックホール生成実験について、「すでに彼らは成功して、それを隠かくしている」というトンデモな内容ばかりだ。

　そしてそのブラックホールを利用した技術で、将来ＳＥＲＮはタイムマシンを作りだし、世界をディストピアへと変えたのだと彼は語る。あまりにもあまりな話に、どうしてくれようかと思案していると、掲示板上にある変化が訪れた……。

　いえ、それを変化と認識したのは私だけかも知れない。

『＠ちゃんねる』に、鳳凰院凶真──岡部が現われたのだ。




　　　　☆




『＠ちゃんねる』に現われた鳳凰院凶真こと岡部倫太郎は、開口一番──書き込みだから正確な表現ではないが──ジョン・タイターのディストピア発言に食いついて発言した。
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　その未来を変えるためにＩＢＮ５１００が

　必要だというのか？
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　その名前を見た瞬しゆん間かん、私は寝ね転ころんでいたベッドから跳はね起きた！

「なっ、ほ、鳳凰院!?　……岡部、倫太郎」

　思わず固かた唾ずを吞のむ。何故なぜ、自分はこんなにも動どう揺ようしているのだろうか？

　知らずの内に鼓こ動どうが速くなり、息が速くなる。明らかにストレスで過呼吸気味だ。

　脳のう裏りに電話レンジ（仮）と、それを前に高らかに宣言する岡部の姿が浮かび上がる。

「そのまさかだ……。この電話レンジ（仮）は……………………タイムマシンだ」

　それに対して、呆ぼう然ぜんとただ否定の言葉だけを口にして逃にげ出した私。心の中にくさびのように突つき刺ささるその記き憶おくが、まるで真実の傷きず痕あとのように熱を持って疼うずいた。

　自然と、携けい帯たいをぎゅっと握にぎりしめている自分がいる。

「何で……、あんたが……こんなところに……」

　愚ぐ問もんだ。

　あまりにも愚問だ。

　ことの最初の方から、岡部はずっとジョン・タイターに関わっていた。そもそも自分は、ふたりの会話が最後の一押しとなって、未来ガジェット研究所を訪ねたのではなかったか？

　岡部がタイムマシンに情熱を燃やし、２０００年タイターの存在に執しゆう着ちやくする以上、この両者が再び邂かい逅こうするのは必然だったはずだ。そして『＠ちゃんねる』でジョン・タイターに絡からんでいれば、その現場に居合わせることも、予測の範はん疇ちゆうであると言い切っていい。

　にもかかわらず、私はそのことを失念していた。やはりショックで、知的能力が落ちていたに違ちがいない。そうでなければ、まるで私が無意識に岡部のことを待っていたようではないか!?　それも彼に正体の知られぬ「栗悟飯とカメハメ波」という仮面をかぶって！

「……一体、これ何の罰ばつゲーム？」

　つぶやきつつ、思わず彼らふたりに絡む──文字通りの意味で、けんか腰ごしに絡むような書き込みをしてしまう。正直、この状じよう況きようでどういう内容を書き込むのが一番いいのか、自分ではよく分からなくなっていた。

　──だから、かなり攻こう撃げき的になってしまっていたと思う。

　しかしふたりは、そんな私の発言にはほとんど反応しなかった。彼らはただ、淡たん々たんと話を進めていく。
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　そうなります。

　ＳＥＲＮの企たくらみを防ぐには、ＩＢＮ５１００の機能が必要なのです。
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　２０００年に現われたジョン・タイターも、

　確か、そんなこと言っていた……


2010/07/30（金）23:56:43








　ジョン・タイターのトンデモ話につき合う岡部。

　しかしふたりの様子は昨日までと少しだけ違ちがっていた。ＩＢＮ５１００という謎なぞの単語について、互たがいによく知ち悉しつしているという前提で会話しているのだ。

「ＩＢＮ……って、ＩＢＮ社の？」

　ＩＢＮは、世界最古参のコンピューターメーカーだ。現在のコンピューターの前身に当たる電子計算機、さらにそれ以前のパンチカード式データ処理システムの時代から、製品を開発し続けてきた会社である。

　まさしくコンピューターの歴史を作ったと言って過言ではないメーカーであり、現代の先進国で少しでもコンピューターに関わりのある立場にある人間なら、その名を知らないということはまずあり得ない。

　ネットを通じて検けん索さくをかけたところによると、ＩＢＮ５１００はそのＩＢＮが１９７５年に初めて一いつ般ぱん向けに市し販はんした個人用デスクトップＰＣのことだという。

　当然ながらコンピューターなど企き業ぎよう向けの大型機しかなかった時代だ。如何いかに個人用にリリースされた製品とは言え、その価格は非常に高価であり、念頭に置かれた個人用の需じゆ要ようはほとんどなく、企業が大型機を操作する端たん末まつとして購こう入にゆうしたのが大半であったらしい。

　知らなかったことだが、一月ほど前にこのＰＣが秋葉原のどこかに眠ねむっているという情報が流れたことがあるようだ。骨こつ董とう品クラスの品だが、同時に価値も骨董品的に高く、多くの好こう事ず家かがこのＰＣを捜そう索さくしたとの噂うわさである。

　けれど、『＠ちゃんねる』や色んなサイトの意見を見る限りでは、どうもまだ発見されていないようだ。一部には虚きよ偽ぎ情報だったのではという推測まである。

「そんなレトロＰＣをどうして？」

　いや、〝どうして？〟という内容については彼らがすでに語っている。

　ＳＥＲＮの企みを防ぐためだ。

　しかし「ＳＥＲＮの企みを防ぐ」という目的と、この骨董品級のレトロＰＣの存在とがどうしても結びつかなかったのだ。
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　十年前に現われた私ですか。

　前にも言ったように、残念ながら、私は２０００年には行っていません。

　が、あなたは他の世界線の私を見た可能性があります。

　面白いです。あなたとは一度ゆっくり話してみたい。

　John&titor@egweb.ne.jp

　私のメールアドレスです。連れん絡らくいただければ、お返事します。


2010/07/31（土）00:02:19








　時計の針が12時をやや過ぎ、『＠ちゃんねる』のＩＤも日を越こして切り替かわった頃ころ合あいに、タイターからの今夜最後の書き込みがあった。

「本ッ当に、『＠ちゃんねる』のことよく分かってないんだ……」

　その書き込みを目にして、私は絶句する。

　何というか、『＠ちゃんねる』のマナーをガン無視したメアド付きの書き込みだった。『＠ちゃんねる』では、それが自身のものであっても個人情報の開示には極めてナーバスだ。おそらく今いま頃ごろ、誰だれかが運営か削さく除じよ人に書き込み削除の依い頼らいに行っていることだろう。

　それはともかくとして、少しだけ気になったのは「他の世界線の私を見た」との言葉だ。ジョン・タイターは以前も岡部の書き込みに似たような反応を返している。

　別の世界線を知覚する。……そんなことがあり得るのだろうか？

　もっと彼らに問いかけたい気持ちが心の何処どこかにあったが、結局ふたりの書き込みはそこまでだった。後には、狐きつねにつままれたような気分の『＠ちゃんねる』の観衆たちと、やるせない感情に捕とらわれた私の姿が残される。

「メールでの会話に移ったのかな……？」

　真相は分からない。

　ただ、確実なのは自分が他のその他大勢と同じく、〝置いて行かれた〟ということだ。そのことを自覚すると、胸の奥にもやもやと何かがこみ上げる感覚があった。

　接続を切り、乱暴に携けい帯たいを閉じる。

　何故なぜか、もう『＠ちゃんねる』を見る気さえ湧わかなかった。

　ため息をつく。

　今度はその理由さえ分からずに……。




　　　　☆




　起きているような、眠っているような……まどろんだ気分のまま、一夜が明けた。

　私はベッドの上で、ごろりと寝ね返がえりを打つ。

　何か夢を見ていたような気もするし、目が冴さえたまま暗くら闇やみの中でまんじりともせずにいたような気もする。寝ね不ぶ足そくであるという感覚はないが、同時に何かをしようという気力もまたあまり湧かない朝だった。

　しかし昨日の夜までの激しい感情の奔ほん流りゆうはもう治まっている。

　タイムマシンは嫌きらいだけれど、それへの嫌けん悪おでいても立ってもいられないという状態ではすでにない。

　タイムマシン──電話レンジ（仮）。

　まぶたの裏に、一見して何の変へん哲てつもない電子レンジが激しく放電する様子が浮うかぶ。

　そして確かに過去へと送られたメール。

「あれだけの電磁波よ。携けい帯たい電でん話わが誤作動する可能性は十分考えられる」

　自分の心を納得させようと、常識的で妥だ当とうな結論を導き出そうとしてみる。いつもの自分なら、それで怪あやしげな論説など打うち砕くだき、鼻で笑って見せただろう。

「でも、バナナも確かに……」

　しかし携帯電話のことは誤作動で済ませられても、あのゲルバナだけはどうしても否定しようがなかった。どうすれば、私自身が始めた実験にトリックを仕込めるのだろうか？

　もちろん、彼らが一流の手品師であるというなら話も違ちがうが、そうではない。自分が見たような光景をトリックで実現できるなら、彼らは十じゆう分ぶんにそれで生計を立てられるだろう。秋葉原でサークル活動などしている場合ではない。

「そのまさかだ……。この電話レンジ（仮）は……………………タイムマシンだ」

　耳の奥に、まだ岡部のあの言葉が残っている。

　そしてこの声が再生されるたびに、自分を納得させようと汲くみ上げている仮説が崩くずれていくのだ。もう何回、新たな仮説を組み上げてはそれを否定するという作業を繰くり返したろう。

　否定に否定を積み重ね、否定し尽つくしてなお残る真実を汲み上げるのが研究というものだ。それは間ま違ちがいない。

　しかしそんな原則とは別として、タイムマシンは私にとってある意味で敵だ。否定したい幻げん想そうや妄もう想そうだ。

　なのに……、それをどうしても否定しきれない。

　自分で制せい御ぎよできない感情に、己の表情がゆがむのを感じる。その感情を無む理り矢や理り断たち切るように、反動をつけて身体からだをガバッと起こす。

「……んな訳あるか」

　あれがタイムマシンだなんて、そんなバカなはずがない。

　そんなトンデモなことは、どうしたって認められやしない。

　認められる……はずがない。

　また、ため息をつく。

　特に理由もなく首を巡めぐらせると、壁かべ際ぎわの椅い子すに洗せん濯たく物ものを詰つめ込んで置かれたランドリーバッグが目に入る。一いつ旦たん、それが視界に入ると、どうしても目が離はなせなくなった。

「……洗濯、行くかな」




　　　　☆




　洗濯に出ようと決意したのは、いい加減に洗濯物が溜たまっていたこともあるが、やはりこれ以上はホテルの部屋に籠こもっていられないと思ったことが大きかった。

　陰いん々いん滅々とした気分になる要因に、どうしても運動不足の存在があることは否いなめない。適度な運動による血液の循じゆん環かんは、脳機能を高めて精神の安定を図はかるに必ひつ須すのものだからだ。

　昨日はとうてい人前に出られるような状態ではなかったが、多少は落ち着いてきた今となっては、逆に外に出ないことの方が状態悪化につながる。

　加えて、私が今泊とまっているホテル内にコインランドリーなどが存在しないことも、わざわざ出かけようと決意した一因ではある。

　このホテルはそこそこいいホテルであるためか、そうした事こと柄がらは極力、客の手を煩わずらわせないようになっている。すなわち、すべての洗濯はクリーニングで済ませる考えなのだ。

　──一度、ホテルマンにコインランドリーの場所を聞いたときなど、にこやかに「ご安心ください。クリーニングに出しておきます」と洗濯物を預かられかかったくらいである。

　でも、クリーニングだってただじゃない。

　それに中にはクリーニングに出すのが、あんまり気の進まない洗濯物だってある。そうするとやはり、自分の手で始末をつけたかった。

　けれど、当然ながらこのホテルがそうした性質である以上、ホテルの外に洗濯に出かけるつもりとは言え、コインランドリーなどの場所を尋たずねるのは気が引ける。何せ、状じよう況きようによっては、「このホテルのサービスは気にくわない」と取られても仕方ないからだ。

　──実際、現状でも半ばそう言っているようなものだ。

　散歩がてらと考え、コインランドリーを探して秋葉原の町へと降りてくる。本郷通りの坂を下るコースにも、そろそろ慣れ始めていた。

　そのまままっすぐ歩いて十五分ほど。秋葉原の中央通りまで来たところで、ふと寄り道をしようと足先を変える……。

「……ラジ館」

　視界に派手な電でん飾しよく看板が掲かかげられた、八階建てのビルの姿が映った。その屋上から八階にかけての部分に、球状の人工衛星めいた銀色の機械が壁面をえぐるようにしてめり込んでいる。

　本来の予定であれば三日前、パパが記者会見を開くはずだった場所だ。

　予想に反して、周辺の立ち入り禁止はすでに解除されており、ラジ館そのものは封ふう鎖さ中でも周囲の店てん舗ぽは営業中だった。あの人工衛星がめり込んだ場所から落ちてきたり、何かのきっかけでラジ館が崩れたりしたら、どうなるのだろう？

　駅前である以上、長時間この区域を閉へい鎖さできないとはいえ、少し安全面への配はい慮りよが乏とぼしい印象を受ける。それとも、ここからは目に見えないだけで、補強工事などがすでに終わっているのだろうか？　思ったよりラジ館が頑がん丈じようなのかも知れない。

　この人工衛星は、三日の時間が過ぎてなお正体不明の存在だった。

　最初は旧ソ連の衛星という疑いが濃のう厚こうだったが、記録と管理を受け継ついだロシアはこれを否定。結局、未だに何処どこの国の衛星かも分からず、撤てつ去きよどころか調査もままならない。

　そもそも、あれは本当に人工衛星なのだろうか？

　人工衛星が日本のこの場所に、あれだけ原形を保った形で落下してくること自体が異常であるし、人工衛星なら墜つい落らくの被ひ害がいはもっと大きくてもおかしくないはずだ。

　疑念にかられて上を見上げるが、当然ながら答えなどない。……パパと私、ふたりの関係と同じように。

　寄り道の目的を果たし、そろそろコインランドリー捜さがしに戻もどろうと見上げる姿勢から戻った私は、そこで秋葉原の路上に再び予想だにしない人物の姿を見る。我知らず、驚おどろきに頓とん狂きような声を上げると、その声に〝彼〟は反応し、私の方へその目を向けた。

「……助手か」

　彼──岡部倫太郎は、私を見てそうつぶやいた。




　　　　☆




「……助手か」

　そう言われた瞬しゆん間かん、まず思ったのは「誰だれが助手か？」というフレーズだった。しかしその言葉が口をついて出ることはない。

　彼の言葉が耳に届くや否や、条件反射的に私はきびすを返し、元来た道を引き返そうとしていたからだ。この間、私の思考の入り込む余地はない。すでに身体からだが勝手に反応していた。

「待て！」

　けれど、それは岡部が後ろから私の羽織っているパーカーの襟えりをつかんだことで制止された。思わずつんのめりそうになる。

「何よっ!?」

　私はまるで猫ねこでもつまむみたいなその岡部の行動に抗こう議ぎする。しかし岡部は、そのまま有う無むを言わせず私のことを引っ張っていく。

「ちょっと来てもらおう……」

「なっ!?　ちょ、ちょっと！」

　彼は私を自じ販はん機きの立ち並ぶ細い路地に連れ込む。路地と言っても、中央通りからさほど離はなれてはおらず、人目もある場所だ。話があるのだろう。

　当然だ。あんな風にして、やりかけたことを投げ出して逃にげた以上、責任を追つい及きゆうされるのが普ふ通つうのことなのだから。

　路地に入ったところで、岡部は携けい帯たいにやって来たメールか何かに対処するべく、私を解放した。ああ、服がぐちゃぐちゃだ。こんなにすることはないでしょうに。

「もう！　肩かたんとこおかしくなっちゃったじゃない！」

　私は服の乱れを直しながら言い募つのる。けれど岡部は、携帯を見て険しい表情を浮うかべていた。まるで私を睨にらんでいるようにも見える。やっぱり怒おこってるのだろうか？

「こっちの情報はほぼなし。……って、電話は無視か!?」

「なんで私が睨まれてる訳？」

　こちらを無視したような言動に、不服の声を上げる私。

「気にするな、お前が原因ではない」

「八つ当たりならやめて欲しいんですけど？」

「拗すねているのか？　まゆりもヘソを曲げたのではないかと心配していたぞ。いい歳をして子供じみたまねはよすのだな」

　……今日の「お前が言うなスレ」はここですか？　意識がすっと冷め、怒いかりが湧わき上がるのを感じる。

「あんたにだけは言われたくない。……それより話って何よ？」

「簡単なことだ。いつまでも拗ねてないでラボに戻って働け、クリスティーナ」

　その言葉に、どくんと胸の奥で激しい鼓こ動どうが鳴る。

　一いつ瞬しゆんにも満たない刹せつ那な。私の中でめまぐるしく感情がうごめく。

　どういうこと？　逃げた私に、戻れ？　勝手に押しかけたのは私の方なのに。

　……怒って、なかったの？

　てっきり、この路地に連れ込まれたときは糾きゆう弾だんされるのだと思った。パパみたいに私を怒ど鳴なるんじゃないかと、少し怖こわかった。でも、違ちがうらしい。何かの思おも惑わくがあるにせよ、彼は戻れと私に言ったのだ。……逃げてしまった私に。

　正直に言うと、嬉うれしい言葉だった。さっきの、椎名さんが心配していたという言葉もそうだ。あんなに短時間しか一いつ緒しよに過ごしていない人間に心配されるというのは、初めての経験だったから。

　でも、同時に。どんなにその言葉が嬉しくても、私はあのラボ──未来ガジェット研究所にもう一度足を踏ふみ入れる気にはならなかった。タイムマシンに近づく気にはならなかった。

　タイムマシンに関わるたびに、私は自分がおかしくなるのを感じる。

　パパへの思し慕ぼとトンデモ科学への嫌けん悪お。それがタイムマシンに接近するたび、私の中で乱暴に荒あれ狂くるい、自分を「十八歳の自立した社会人」から「パパの言葉に一いつ喜き一いち憂ゆうする十一歳の子供」へと変えてしまう。

　この七年で積み重ねた、自分では〝確固たるもの〟と思っていた知識や経験が、実は取るに足らないものに過ぎないのだと思い知らされる。もうそんな気持ちは嫌いやだった。

　私は混こん沌とんとする自分の感情を押し隠かくし、岡部の言葉への嬉しさも、タイムマシンへの嫌悪もポーカーフェイスで覆おおいつくして言葉を発する。殊こと更さらに皮肉げで苛いら立だった語調が溢あふれた。

「せめて呼び名くらい統一して欲しい訳だが……」

「人の話を聞け！　ザ・ゾンビ」

「聞いてないのはどっちだ！」

　……とはいえ同時に、この鳳凰院凶真という真名を持つ厨ちゆう二に病びよう患かん者じやとつき合うのが、かなり疲つかれる行こう為いであることも真実である。これは彼の言葉への感謝とか、タイムマシンへの憎にくしみなどとはまた別のベクトルのものだった。

　ため息をつく。なんだか、やたらこの数日は回数が多い。

「ハァ……、どうしてこんなのと関わり持っちゃったんだろう？　好こう奇き心しんに負けたあのときの自分を殴なぐりたい」

　さっきのも本音だが、これも本音である。

　つぶやいている最中、またも岡部の携けい帯たい電でん話わが震ふるえだした。再びメールらしい。岡部は過か剰じようなまでに反応し、苦虫をかみつぶしたような顔をしている。

「なっ、またか！」

「そんなに嫌なメールなの？」

「あまりにも常識外れな……」

　そこまで言ったところで、岡部の顔がハッとなる。何かに気づいたような顔。……いや、違う。さすがにそろそろ分かってきた気がする。彼のこの表情は、違う。

　厨二病が発動して、妄もう想そう言動を開始するときのフラグだ。

「ハッ！　もしや、あの女も機関のエージェント……」

「機関？　何それ？」

　問いながら、自分の目がジト目になるのを感じる。

「機関は機関だ。世界を陰かげから操る国家を超ちよう越えつした秘密組織であり、政治、経済、宗教……」

「どう見ても陰いん謀ぼう論です。本当にありが……」

　まくしたてる岡部に、つき合いきれないと感想を述べようとした瞬しゆん間かん。

　私は自分の口からこぼれ出た台詞せりふに、必死でブレーキをかけていた。油断して、脳内の＠ちゃんねる語がぽろりと漏もれていたからだ。硬こう直ちよくし、如何いかに状じよう況きようを取り繕つくろうか考える。

「……どうした？」

　それに対して、岡部が私を覗のぞき込むようにして問いかける。顔近い！　近づくな！

「な、何でもない！　ホントになんでもないからっ！　それ以上追つい及きゆうしたら殴るわよっ!!」

　岡部が近づいたことで、状況を取り繕うも何も思考が吹ふき飛ぶ。どうしてこの男は、こうも簡単に人の間合いの内側に入ってくるんだか……。私の剣けん幕まくに、岡部は鼻白む。

「フン、八つ当たりか。……ついてこい。洗せん濯たく物ものを回収後、任務を与あたえる」

　彼は私の言葉に「まぁ、いい」とでも言いたげな態度を取る。そしてついてくるのが当然とばかりに歩き出した。……こいつは世界が自分を中心に回っているとでも思っているのだろうか？　私は呆あきれたように声を上げた。

「はぁ？　そんなことを言われて、のこのこついていくとでも……」

　つぶやいている最中、ふと私は岡部の言葉の最後の方にあったひとつの単語に気づく。……洗濯物。洗濯物と言わなかっただろうか、彼は？

「……洗せん濯たく？　洗濯に行くの？」

「そう言っただろう。……早く来い」




　　　　☆




「こんなところにあったんだ……」

　私は岡部についてやって来たコインランドリーを見てつぶやく。

　場所としては妻つま恋ごい坂ざかの近くなので、ホテルからもさして距きよ離りのないところだった。

「ホテルにはついてないのか？」

「結構いいホテルだからついてないのよ、かと言って着た物全部クリーニングに出すのも性に合わなくて」

　受け答えをしつつ、岡部はコインランドリーの中へと入っていく。

「俺のおかげで見つかったのだ感謝して……。ちっ、変化なしか」

　台詞の途と中ちゆうで彼が舌打ちをしたので見てみれば、その視線の先で乾かん燥そう機きがぐるぐると回っていた。どうやら、乾燥機が回転していることで、同じく中が回転していた電話レンジ（仮）と同様に、何らかの変化が起きるのではないかと期待していたらしい。

　都合のいい想像だ。岡部を追って店の中に入りながら私は言う。

「当たり前でしょ。回ってれば何かが起きると思ってない？」

「当たり前と思われる所にこそ、答えは隠かくされているものだ。そもそも電子レンジと電話を繫つなげたものでタイムマシンが生まれたのも……」

　岡部の言葉を耳にして、私の脳裏にまた放電する電話レンジ（仮）と過去に送られた携けい帯たいメールの映像がフラッシュバックする。思わず私は叫さけんだ。

「タイムマシンじゃないッッ!!」

　岡部が呆あつ気けにとられた表情でこちらを見る。でも、私は言葉があふれ出てくるのを止めることができなかった。

「あれは何かの間ま違ちがいよ。……タイムマシンなんて、存在するのはトンデモ科学の世界だけ。私はそんなものには与くみしない」

「なぜ、そこまで自分の目で見たものを否定する？」

「……別に」

　私は自分を見つめる岡部の眼差しを見ていることができずに、視線をそらす。それに気づいてか、気づかなくてか、岡部はいつもの厨ちゆう二に病びようムーブを始めた。

「ハッ、もしや、過去のトラウマ……。そう、あれは五歳の頃ころ、クリスティーナはアーカンソーの草原で雷かみなりに……」

「……打たれとらんわ」

　すべてを知ったかのような顔でとうとうと語る岡部。それを私はにべもなくぶった切る。途と端たん、彼が冷静な顔になった。……もしかして、こいつの厨二病って全部ポーズなんじゃないでしょうね？　外界とつき合うための社会的なペルソナとか……。

「なら、何故なぜだ？」

「言ってるでしょ？　……理論上あり得ないからよ」

「理論など単なる言葉遊びに過ぎん。いい加減、目の前で起きたことを認めるんだな」

　岡部は……、私にはとうてい認めがたいことを言う。

　確かに理論が言葉遊びとなる瞬間はある。過去の事例を見ても長い間、科学の世界は権けん威い主義から抜ぬけ出せなかった。

　十九世紀末に至るまで科学は、それ以前に構築されたニュートン物理学が絶対であり、このニュートン物理学を前提にして現実世界で起きる事象をそれに合がつ致ちするよう当てはめる研究が主流だったのだ。

　この流れ自体は、今でも消えたとは言いがたい。普ふ通つうの人々でさえ今はよく知るビッグバンやブラックホールでさえ、最初は一いつ般ぱん常識や理論に合致しないとして揶や揄ゆされた。そもそもこれらの名前はその存在をバカにされてつけられた名前なのだ。

　しかし、理論よりも現実が正しいと胸を張って言えるのは、その現実を誰だれもが認めたときだけだ。そしてそのためには、政治力や地道な啓けい蒙もう活動、発言力の確保などが必要になる。誰にも自分の言葉を聞いてもらえなければダメなのは、科学者も一般の人も同じだ。

　ビッグバンやブラックホール、そして量子物理学でさえも認められるのに長い時間を費やした。それまでの間、ずっと理論は現実に先行していたのだ。

　もしもこの事実を認めずに、ただ現実のみを見つめて理論を忘れれば、そこに待っているのは学術の場から拒きよ絶ぜつされるという、パパと同じ道だ。それだけは許容できない。

「……嫌いやよ」

「ふん、何を意固地になって」

「嫌だって言ってる！　私は……、父と同じ失敗は繰くり返さない!!」

　意固地だろうと何だろうと、受け入れられないものはある。絶対に！

　私の勢いに、岡部は黙だまり込む。どうやら言葉を失っているようだ。……その顔を見て、私も少し冷静になる。また、頭に血が上ってしまったらしい。興奮すると前後不覚になるのが、私の悪い癖くせだ。だからできるだけ怒おこりたくないし、冷静でいるように努めているのに……。

「ごめん、……感情的になった」

「ふふ……、ふはははは！　気にすることはない。今はお前の資質を確かめるためにわざと怒らせたのだからな！」

　この男は人の神経を逆なですることを何でわざわざ口にするの!?　一いつ生しよう懸けん命めい、鎮ちん火かさせようと思った心の業ごう火かが、興奮のそれから怒いかりのそれに変わって燃えさかる。おそらくこの時、私の視線には殺気がこもっていただろう。

　実際、私の目を見た岡部が明らかにうろたえる。……落ち着け、落ち着くのよ。牧瀬紅莉栖。一いつ瞬しゆん、素数を数えようかとも思ったが、あんまり自分には効果がなかったことを思い出してやめる。すらすら素数を数えられる人間に、あれは向かない。

「……とにかく、電話レンジ（仮）はタイムマシンなんかじゃない」

「分かった。無理にラボメンに誘さそって悪かったな。もう、こなくていい」

　言い切る私に、意外なほど素す直なおに岡部は応じる。

「だがこれだけは伝えておく……。ラボメンナンバー００４は永久欠番とする。この番号はずっとお前のものだ」

　あ、覚めた。というか、冷えた。「こいつ何言ってるんだろう？」って一節が、心の中にいくつもいくつも漂ただよってる。多分、彼の心の中では映画のワンシーンのようにＢＧＭが鳴り響ひびいてるのだろう。これが彼の一番恰好いいと思う演出なんだと思う。

　岡部は、そのまま恰好をつけて立ち去ろうとする。しかし私がそれにつき合う義理はない。まったくない。ないのだ！　むんずと彼の襟えりの後ろを、さっきのお返しとばかりにつかむ。

「何、カッコつけてんのよ！」

「のわっ！　何をするっ、粋いきな別れの演出だったのに」

　岡部はのけぞりながらこちらに振ふり返り、抗こう議ぎの声を上げる。だが、私は取り合わない。

「それが頭に来るの。あんた洗せん濯たく物もの残ってるでしょ？」

　そもそも、本来ここに用事があってきたのは岡部の方だ。私の洗濯は、後でも構わないのだし……。

「私が出て行く。……じゃあね」

　言って出て行こうとすると、私はまた後ろからパーカーを引っ張られてのけぞる。

「お返しだ、己の軽けい率そつな行動を反省するのだな」

　再び岡部の仕し業わざだった……。やられたらやり返すって、子供の喧けん嘩かじゃあるまいに、きりがないでしょうが!?　もう……、つきあいきれんわ。

　呆あきれた気分になって今度こそ退出しようとすると、岡部はまたも制止した。……一体、何を考えているのか!?　さすがに不服を申し立てようと振り返ると、予想外にまじめな表情で岡部がこちらを見み据すえていた。

「……ＩＢＮ５１００について、何か知ってるか？」

「ＩＢＮ……？」

　それは昨晩、岡部とジョン・タイターが話していたＩＢＮ社製のデスクトップＰＣの名前だった。彼らはそれをＳＥＲＮの企たくらみを暴あばくために使うつもりだという。しかし私はわざと素知らぬふりをする。

「……何に使うの？」

　すると……。

「気になるか？」

　何だ、その声音は？　もしかして、お前は私が軍門に降くだったとかそういう発想でものを言っていないか？　無言でいるとさらに彼は問うてくる。

「気になるのだな？」

　確かに彼の言うとおり、気になってはいる。「好こう奇き心しんは猫ねこをも殺す」ということわざがあるが、これは西洋の伝説で九つの命を持つという猫でさえ、好奇心に捕とらわれすぎればその命を使い果たしてしまうという意味だ。……まさに今の私がその状態だった。

「あぁぁぁ、もうっ！　……少しだけね」

　たまらず叫さけぶと、岡部は勝ち誇ほこった様子で語り始めた。

　その内容は、『＠ちゃんねる』でも話されていたように、「ＳＥＲＮがタイムトラベルについて研究しているということ」。そして「彼らの暗号プログラムを解読するためにＩＢＮ５１００の特とく殊しゆな機能が必要である」ということだった。

　正直、聞いて思ったことは「期待はずれ」である。何処どこまで行っても、この男はトンデモから離はなれられないのか……。今、心底から自分の好奇心を恨うらんだ。

「ふん、バカみたい。……聞いて損した」

　色々と岡部に対して感じた感想は、間ま違ちがいだったのかも知れない。結局、彼は単なるトンデモ科学の信しん奉ぽう者でジョン・タイターの同類に過ぎなかったということなのだろうか……。

　いずれにせよ、彼やジョン・タイターのような人間がいるから、パパが人生を狂くるわせる羽目になったのだ。

　私はあきれ顔のまま、彼をその場に置いて歩き出した。後ろで岡部がわめく。

「な、鼻で……。鼻で笑った？　おのれぇぇ、必ずその生意気な鼻をあかしてやるっ！　首を洗って待っているがいい、クリスティィィィィィィナァッッ!!」

「だからティーナじゃないッッ、つーの！」




　　　　☆




　コインランドリーからホテルへの道を歩きつつ、私は陰いん鬱うつな気分を抱かかえていた。

　そもそもジョン・タイターも含ふくめて、すべては岡部の自演とトリックだったのかも知れない。そこに、パパと会えなかった一件でその埋うめ合あわせを無意識に求めていた私が、常の観察眼と冷静さを曇くもらせて、引っかかってしまっただけなのかも知れない。

　疑い出せば、きりはなかった。

　元より、デカルトが口にしているように突つき詰つめれば「我コ思ギうト、・ゆエえルにゴ我・あスりム」以外のすべてはその存在を根底から疑い得る、幻げん想そうのようなものだ。

　だから何処までだって、何だって疑うことはできる。信じないことはできる。

　でも……、何故なぜだろう。

「それなのに……、私は」

　心の中がもやもやする。自分で自分の心の中がうまく理解できない。

「ＳＥＲＮはタイムトラベルについて研究しており、その秘密のプログラムを解明するにはＩＢＮ５１００の特別な機能が必要なのだ。どうだ、驚おどろいたか？」

　脳裏を岡部の言葉がリフレインする。何故……？

　きり、と私は歯がみする。奥歯が鳴る。

　そしてそのまま携けい帯たいを開き、私はヴィクトル・コンドリア大学脳科学研究所の先せん輩ぱいへ送るメールの一文をしたため始めた。

「あの先輩なら……。先輩が無理でも教授なら、何か知っているはず」




　　　　☆




　グオングオングオン……。

　それほど広くはないコインランドリーの屋内に、洗せん濯たく機きと乾かん燥そう機きの駆く動どう音が鳴り響ひびく。

　私は昨日の昼間、岡部に教えてもらったコインランドリーで、洗濯機に投じた洗せん濯たく物ものが仕上がるのを待っていた。

　洗濯機と乾燥機。ふたつの機械が、ともにいつ終わるとも知れぬ円舞曲ワルツを踊おどる。

　いつ終わるとも知れぬ回転の連れん鎖さを背景に、私は昨日送ったメールの返事を読んでいた。

「紅莉栖、遠く日本からメールありがとう。質問の件だけど教授に聞いたら確かにＩＢＮ５１００には特殊なプログラム言語を解かい析せきする機能がついていたってさ……」

　何でもその機能そのものは、ＩＢＮ社の研究者以外にはほとんど知られていないという。

「ＩＢＮ５１００自体があんまりにもマイナーだし、機能としてもそこまで重要じゃないから、忘れ去られてたみたいだね」

　洗濯機と乾燥機の機械音がすべてを支配するその一室で、私は呆ぼう然ぜんとつぶやく。

「本当だっていうの……？」

　恐おそろしい想像が全身を貫つらぬいた……。

　もしも。

　もしも、だ。

　あくまで仮定としての話だ。

　岡部とジョン・タイターの言っていることがすべて真実だったら？

　電話レンジ（仮）が、本当にタイムマシンだったら？

　本当にＳＥＲＮがディストピアを建設しようとしていたら？

　もちろん、全部が本当とは限らない。岡部はあの通りの厨ちゆう二に病びよう全開な妄もう想そう癖へきの持ち主で、ジョン・タイターは『＠ちゃんねる』の流りゆう儀ぎも知らない風を装っている──としかさすがに思えない。

　でも、どれかひとつでも真実だとしたら？

　あのＩＢＮ５１００の機能についての話が真実だったように！

　昨日、岡部に対して疑いを抱いだいたその時と同じく、心の中にうまく理解できないもやもやとしたものが広がる。……違ちがうのかも知れない。必要なのは、疑うことでも、信じることでもないのかも知れない。

　心の中に湧わき上がる新たな想いとともに、私はメールの文面を下に流していく。そこには、自分の心の方向を今後決定づける、ある言葉が書かれていた。

「紅莉栖が、今どういう状じよう況きようにあるか分からない。けれど、教授は君が悩なやんでいるんじゃないかと言っていた。だから、彼の伝言を伝えるよ。『今日の不可能は、明日あした可能になる』だってさ……」

　……今日の不可能は、明日は可能になる。

　それは、宇宙開発の父と呼ばれるＣ・Ｅ・ツィオルコフスキーの言葉だった。

　彼はライト兄弟が初めて飛行機を飛ばす前、すでに宇宙ロケットの理論を完成させていた天才だった。しかし彼の業績は、老ろう齢れいに至るまで評価されず、当時の科学界ではただの妄もう言げんとして一いつ笑しように付されていたのだ。

　研究所の教授は、私に何度も言った。

「彼は天才だった。しかしその業績は評価されなかった。何故か、彼に政治力がなかったからだ。たとえ科学者でも、その夢を叶かなえるには誰だれかにその夢を聞いてもらえるだけの力が──政治力が必要となる。紅莉栖、それを忘れてはいけない」

　だから私は、常に自分の発言力を高める努力を怠おこたらなかったし、注目を集めるために論文を定期的に発表するように努めた。自分の専門外である、ＡＴＦのセミナー依い頼らいに応じて日本にやって来たのも、そのため──政治力を得るためだ。

　だが同時に、教授はずっと「〝知りたい〟という情熱は、いつもどんなときでも研究者の一番の味方だ」と口にしていた。それこそが出発点なのだと。

　その教授がこんな伝言をする理由。それはひとつしかない。

　私に、初心に返れというのだ。

〝知りたい〟と言う気持ちに、素直になれと。

　確かに、私は〝知りたい〟と思った。岡部のこととその研究を知った時。でも、それなのに私はその時に抱いた気持ち、好こう奇き心しんを──〝知りたい〟という気持ちを否定してしまった。その気持ちに素直であれなかった。

　携けい帯たいを開く。

　指が動き、そこに……岡部倫太郎の電話番号を表示する。

「……決めた」

　……ひとつ、息をつく。

　ため息ではなく、全身に酸素を巡めぐらせ、己の脳を活性化させるために。

　もちろん、トンデモ科学を認めたり、受け入れる気は皆かい無むだ。

　しかしそれを否定するにしても、それは論理的かつ理性的な積み重ねの上にあるべきものだ。決して感情的になって、そこから逃にげ出すことじゃない。

　だから言う。一言。短く。小さく。だが、決意を込めて。

「私は、……もう逃げない」




　　　　☆




　柳やな林ばやし神社。

　秋葉原駅の南、川を挟はさんだ対岸にある神社だ。ガイドブックにもその名が載る、秋葉原でも主要な神社のひとつなのだそうな。

　西から差し込む夕暮れの日差しが、この緑の多い神社を茜あかね色いろに染め上げる。夏の暑さは苦手だけれど、このねっとりと絡からみつくような夏の夕焼けは嫌きらいじゃない。

　私が神社に到とう着ちやくしたとき、すでに岡部は水飲み場のベンチに座っていた。作法として手と唇くちびるを浄きよめ、お参りをしてから岡部の元へと向かう。先に口火を切ったのは彼の方だった。

「さっきの電話はなんだ？」

　つい先ほど、私は彼の居場所を尋たずねるために電話をかけていた。そのことを尋ねているのだろう。私が同じベンチに座りながらその旨むねを伝えると、ぶっきらぼうに岡部は言う。

「誰も呼んだ覚えはないが」

「誰も呼ばれた覚えはない」

　それきり、ふたりの間に沈ちん黙もくが流れる。

　さて、やって来たはいいものの、どう話をするかな？

　別に善後策を練ってから来たわけじゃない。コインランドリーからここに直行しなかったのは、単に洗せん濯たく物ものをホテルに置きに帰ったからに過ぎない。

　しばし悩んでいると、巫女みこ服を着た可愛らしい少女が境けい内だいに現れた。

「お待たせしました……」

　柔やわらかく緩ゆるやかに流れる、艶つややかな黒くろ髪かみ。

　柳林という名の神社の巫女を務めるにふさわしい、柳のようにほっそりと線の細い身体からだ。

　そしてきめ細かな肌はだとたおやかな物もの腰ごし。

　今まで、これほど巫女服の似合う美少女を私は見たことがなかった。
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「おお、聞いてくれたか？」

　岡部は少女に話しかけられると、弾はじかれたように立ち上がる。

　彼がこんな美少女と知り合いであるという事実に、私は少し不ふ愉ゆ快かいなものを感じた。普ふ通つうに考えると、そんな感覚を感じる必要はないのだが、何故なぜかあまり愉快ではない。

　多分、これは私がどうしても七年間育ったアメリカの常識に捕とらわれているせいだろう。

　アメリカでは、学生の頃ころから自分の属する階層を明確に定められ、人間関係もそこから逸いつ脱だつしないようにして成長する。その感覚論では、岡部とこの美少女は同じ階層の人間ではないため、ふたりが友人関係であることに違い和わ感かんを覚えるのだ。

　おそらくそうだ。

　ちなみに不愉快さを感じるのは岡部に対してだけで、あまりこの美少女には感じない。

「はい、お父さんに聞いたら、そのパソコンなら確かにうちの神社に奉ほう納のうされてるって」

「本当か!?」

　美少女の言に、岡部は嬉うれしそうな驚おどろきを返す。その時点で、私にも彼が何故この神社にやって来たのか、その目的の察しがついた。

「パソコンって……、まさかＩＢＮ５１００!?」

　幻まぼろしのレトロＰＣが、こんな所に？　驚きに満ちて私が言うと、それに美少女が反応した。

「はい……。あの、こちらの方は？」

「助手だ。それでＩＢＮ……」

「待ていっ！」

　岡部は素っ気なく言って、話を続けようとする。しかし自分の紹しよう介かいをたった一言で済まされた私は、それに納得できずに突つっ込んだ。岡部は面めん倒どうくさそうに「なんだ？」と応じる。

「何、その適当な紹介の仕方！　つーか、そもそも助手じゃないしっ！」

「俺は、お前を紹介するためにここに来たのではない」

「十秒もかからないでしょ？」

「面めん倒どうくさい奴やつだな……。牧瀬紅莉栖……、助手だ」

　まくし立てる私に、岡部は仕方ないと言いたげな風ふ情ぜいで投げやりな紹介の仕方をする。その投げやりぶりに、嚙かみついた私の方も戦意を失う。あぁぁ、もう……。

「はいはい。いいですよ、助手で。……で、あなたは？」

　実際、正直な話としては自分の紹介よりもこの美少女のことが聞きたかった。多分に私は、同年代の人物──特に女性とのコミュニケーションに飢うえているのだろう。

　美少女はためらいがちに応こたえる。その様子もまた、何かはかなげなものを感じさせてこの少女の魅み力りよくを際立たせているような気がした。

「う、漆うるし原ばらるかです」

「おいくつなの？」

「今年で十七歳です」

「一個下かぁ……」

　一歳違ちがいでこの魅力かぁ……。天性の美少女って、やっぱりいるんだな。

「そうなんですか？　牧瀬さん大人っぽいですね、きれいだし……」

「そんな……、あなたの方こそ」

　こんな美人にきれいと言われるのは、それがたとえお世辞でも嬉しい気持ちになる。対して私は、屈くつ託たくのない正直な意見として感想を返した。

　しかしそれに対する彼女の反応は、少し妙みようだった。

「えっ？　あ、あの……」

　顔を赤らめてもじもじしている。その仕草もかわいいのだけれど、どうしたんだろう？

「あの……、お父さん呼んできます」

　言うと、少女はダッと社務所の方へと駆かけていった。……まるで逃にげるように。その様子に、私は少し困こん惑わくの表情を浮うかべて彼女を見送った。

「ふん。……知らぬが仏だな」

「どういう意味？」

　ぼそりと岡部がつぶやき、それに私が問いを投げる。しかし彼は、「さあな」と言って歩き出し、私の質問には答えなかった。




　　　　☆




　それから十数分後、私と岡部は常ならぬ重労働の最中にあった。

「はぁはぁはぁ……。なんで、あんたとこんなことになっているのよ！」

「黙だまって運べ。まだ道は長いぞ」

　息も絶え絶えに、主張する私の言葉を岡部はにべもなく断ち切る。彼も辛つらそうだ。

　現在、私たちは神社に奉納されていたＩＢＮ５１００を貸し出してもらい、それをラボに運んでいるところであった。……素す手でで。

　ＩＢＮ５１００は確かに個人用にリリースされたデスクトップＰＣである。しかし所しよ詮せんは１９７５年の技術で作られたレトロＰＣであり、そのサイズはかなりのものだ。重さに至っては約五十五ポンド──つまり二十五キログラムもある。

　特段の訓練を積んでいない一いつ般ぱん的十八歳女子である私は無論、岡部もたったひとりではとうてい運べない重さであり、結果的にふたりで何とか運んでいるという状じよう況きようだった。

　──それはいいのだが、なんで私は岡部と〝お見合い状態〟にならねばならないのだろうか？　いや、これが一番効率的だとは分かっているが……、その、顔が近い。

　少し物思いに耽ふけっていると突とつ然ぜん、岡部が動き出した。私が後ろ歩きになるような形で！

「うわっ。コラ、待ってよっ。後ろ歩きになっちゃうでしょ」

「キビキビ歩け助手よ」

「ちょっ、ま、……無理、後ろ歩きはさすがに無理」

「助手なら出来るはずだ」

「期待してくれてどうも、でも無理！　横歩きへ変へん更こうを求む、つーかしろ！　転んじゃうから!!」

　私の抗こう議ぎを受け入れ、岡部はしぶしぶ横歩きの姿勢となる。しかし、それでも重量による疲ひ労ろうが軽減されるわけではない。柳林神社から未来ガジェット研究所──ラボまでの距きよ離りは普ふ段だんなら十分ほどだ。けれど、今はそんな程度では済みそうにない。

「ご……、ごめん、少し休きゆう憩けい！」

「何だ、もう音を上げたのか？　だらしないぞ、ザ・ゾンビ。死人ならではの怪かい力りきはどうしたのだ？」

「んなものないわぁぁッッ！」

　とはいえ、疲つかれたのは岡部も同様であり、結局は何度か休憩を挟はさむことになった。路上にＩＢＮ５１００の入った段ボールを下ろし、息を整える。その合間、暇ひまをもてあますように私は岡部に話しかけた。

「漆原さんのお父さん、いい人だったわね……。すぐに貸してくれて」

「ああ。お陰かげで色々と手間が省けた」

　岡部は路上の自じ販はん機きで、ドクトルペッパーを買いながら言う。私もすでに買っておいた缶かんコーヒーに口をつけ、言葉を返した。しみじみとした声が出る。

「親子で仲がよくて、うらやましいな……」

「……助手」

　岡部はそれに、ぼそりとつぶやく。また、助手って呼ぶ……、こいつは。私はそれに少し不ふ機き嫌げんな口調で応えた。

「助手って言うなと言っとろーが！……で、何？」

「いや……、まぁいい」

　岡部はやや歯切れ悪そうに言葉を引っ込める。一方、私は少し気になっていたことがあったので、追い打つように尋たずねてみた。

「ふーん。……そう言えば、さっき漆原さんとの別れ際ぎわに言ってた、『エル・プサイ・コングルゥ』って、何？」

「ふふっ、ふはははははっっ……。知り……、ぐほっ、ごほっっ、ぐはっ!!」

　岡部は高笑いを始め、その途と中ちゆうで咳せき込み始める。日ひ頃ごろ運動をしない人間が突然、激しい運動をすると直後は咳き込みやすくなるのよね。そんな時に、高笑いなんかしようとするから……。私はとりあえず、背中をさすってやる。

「落ち着いた？」

「う、うむ。……気を取り直して。あれは偉い大だいな計画を成じよう就じゆさせるための符ふ丁ちようだ。あの符丁こそ、高貴な意志を活性化させ、偽いつわりの千年王国を打うち砕くだくための意識を導く、いわば深意グランメ識共デイテー振聖韻トワーズだ！」

「……つまり、意味はないのね？」

「な!?　この崇すう高こうな計画の意味が何故なぜ分からん！」

　私はくーっと、缶コーヒーを飲み干して言った。

「さ、行きましょうか」




　　　　☆




　未来ガジェット研究所のある路地にたどり着いたとき、すでに空は茜あかね色いろから藍あい色いろに染まり始めていた。柳林神社からここまでの短い距離に、三十分以上はかかっている。

　私たちふたりは、互たがいに時間がかかったことに対するけなし言葉を投げ合いつつ、何とかよろよろラボに近づいて行く。そこにふと、声がかかった。

「岡部倫太郎！」

　年若い女性の声だ。少女と言っていいだろう。

　見れば、そこにいたのはジャージにスパッツ姿の快活そうな少女。

　明るい髪かみを、二本の三つ編みにまとめてお下げにし、くりっとした目で好こう奇き心しん旺おう盛せいそうにこちらを見ていた。見た感じ、かなり鍛きたえたスポーツマン風に思える。

　彼女はビルの一階にある、〝ブラウン管工こう房ぼう〟という店から顔を出していた。そのまま、私たちの方に近づいてくる。

「何これ？」

　彼女は段ボールをさして言う。気安い口調だった。

　思うのだけれど、岡部の周囲には思ったよりも女性の姿が多い。

　というよりも、橋田以外の男性の姿を見たことがない。もしかしてリア充じゆうなのだろうか？

「聞きたいか？　本来であれば重要機密事じ項こうのために簡単に教える訳にはいかないところだが……」

　私と一いつ緒しよに荷物を持ったまま、岡部は長話を始めそうな気配を見せた。たまらず私は言う。

「あー、もう長くなるんなら一回降ろすわよ」

「耐たえろ助手」

「だったら、もったいぶってないでちゃっちゃと言いなさいよ！」

「バカを言うな！　最重要アイテムだぞ。ここでもったいつけずにしてどこでもったいつけるのだ」

　テンションの高い早口だ。私は予想外に岡部の滑かつ舌ぜつがいいことを理解した。もう、放っておこうかなとげんなりしかけた時、横合いからお下げの少女は言う。

「もしかしてＩＢＮ５１００？」

　問われた内容に、岡部が絶句する。この男、こんな娘こにまでべらべらしゃべってたのね。機関だとか、極ごく秘ひだとか、そういうのは何処どこに行ったんだろう。

「正解」

「貴様！　ばれてしまったではないか！　クリスティーナ」

　にべもなく言う私に、岡部は非難の言葉をぶつける。しかし目の前の少女は、まったく気にせずに問いを続けた。

「どこにあったの？」

「柳林神社に奉ほう納のうされていたのをこの神に選ばれしマッドサイエンティストである……」

　また、とうとうと話し始めようとする岡部。どうも、彼が暴走するのに、私があきれ顔で抗こう議ぎするのが定番になってる気がする。

「だから、長くなるなら降ろすと言って……」

「まきせ、くりす？」

　言いかけたところで、いきなり名前を呼ばれる。これこそ予想外だった。

　そちらに視線を転じると……、睨にらまれていた。

「へ？　あ、はい……。って、この人は？」

　少し、背筋がぞくっとするような視線。体重が沈しずんでいる。この姿勢には、見覚えがあった。アメリカの大学生や科学者にはたくさんいる。……軍隊帰りの人の攻こう撃げき体勢。

「ブラウン管工房のバイト」

　その様子に気づいたのか、気づかないのか、岡部は気楽に応える。でも私は、彼女の獲え物ものを狙ねらうような眼差しに、恐きよう怖ふよりもまず戸と惑まどいを覚えていた。

　彼女の投げかける視線の意味がよく分からない。私は恨うらまれてるんだろうか？　もしかして彼女が岡部のことを好きで、近くにいる女性に敵意を向けているのではないかと一いつ瞬しゆんだけ思ったが、その程度の気配ではない。

「あ……、あの……？」

　そこで、緊きん迫ぱくする空気を破るように、声がかかる。

「おーい！　バイト、何油売ってんだ」

〝ブラウン管工房〟の店主らしい、頼たのもしい雰ふん囲い気きを漂ただよわせた禿はげ頭あたまの男性が、彼女に呼びかけていた。……バイト？　そう言えば今、岡部もそう言っていたっけ？

　少女はその声を受け、じりじりと体重を移動させて下がる。そしてほぼ一挙動で、店の中へと消えた。若いのに、少なくとも何処かで訓練を受けた人間の動きだった。日本人に見えたけれど、違ちがうのだろうか？　研究所の同どう僚りようにいた徴兵経験のある人々を思い出す。

「なんで、睨まれた訳？」

　それだけを問う。

「お前の目つきが悪いからだろ」

　少なくとも、それだけは承服できない理由だった。




　　　　☆




　結局、ラボにいた橋田と椎名さんにも手伝ってもらい、ＩＢＮ５１００を運び込む。

　これで岡部の言うように、ＳＥＲＮの暗号とかが解読できるのかと思ったら、そのままではやはり使えないらしい。すでに三十年以上前の製品だから当然と言えば当然である。

「ネット環かん境きようがない時代のものだから、つないでどうこう出来るもんでもないし……。とりあえずこれだけパーツが必要」

　橋田がメモを書き、それを岡部が受け取る。そしてそのまま、私の前に差し出した。

「だそうだ。頼んだぞ、助手」

「……当然のような顔で言うのやめて欲しいんだが？」

「助手だろ？」

「ち、が、う！」

　断じて違う。助手になった覚えはない！　そのまま言い募つのろうとしたら、橋田からフォローが来た。

「オカリン行ってよ。牧瀬氏、アキバ詳くわしくないだろうし」

　当然の意見だった。そもそも、パーツショップの場所なんかは全然だ。

「くっ……。仕方がない、まゆり行くぞ！」

「まゆしぃは紅莉栖ちゃんにラボを好きになってもらうよう……、一いつ生しよう懸けん命めい案内するのでお留守番しています」

　岡部の顔が歪ゆがむ。愕がく然ぜんと言おうか、呆あつ気けにとられていると言おうか。わなわなと震ふるえつつ、こちらに疑いの眼差しを向ける。

「クリスティーナ！　貴様……、まさかまゆりもその色いろ香かに……」

「かけとらんわ！」

　間かん髪はつ容れずに言う。人の性的嗜し好こうを勝手に規定するな！

「牧瀬氏がまゆ氏を……、百合ゆり展開、キタ？」

「想像するな！　ＨＥＮＴＡＩッッ!!」

　＠ちゃんねる語で妄もう想そうを口にする橋田に突つっ込む。ＨＥＮＴＡＩ禁止と言ったろーが！

「女の子同士っていいよね～♪」

　空気を読んでいるのか、まったく無視しているのか、天然なのか。椎名さんがとんでもないことを言う。邪じや気きがないので、怒おこることもできない。私は苦笑で心を覆おおい隠かくして言った。

「そっ……、それより早く案内して」

　椎名さんはあくまで楽しげだ。やっぱり天然なのだろうか？　ちょっとうらやましい。

「じゃあ、まず奥のシャワールームから紹しよう介かいしま～す♪」

「え？　シャワーもあるんだ」

「うん。でも、お湯ずっと出してるとたまにお水になっちゃうから注意してね」

　カーテンを開き、椎名さんはシャワールームを指して言う。思わず、ちらりと周囲を見る。ラボの結構広い範はん囲いから、このシャワールームは丸見えの位置にあった。

「ねえ、もしかしてまゆりさんも使ったりするの？」

「うん、たまに」

　屈くつ託たくのない椎名さんの返事に、軽く頭がくらくらする。

「お願い。二度とここではシャワーは浴びないって約束して。あまりに危険よ！」

　台詞せりふの後半から、岡部の方を見る。その真意に気づいたから彼はわめくように抗こう議ぎした。

「こっちを見るな！」

「自殺行こう為いよっていうか、そもそもなぜあなたはここにいるの？　何か脅きよう迫はくされて無む理り矢や理りメンバーにさせられてるんじゃないの？」

　まっすぐに椎名さんを見る。もしも脅迫されているなら、助けなきゃいけない。そう思う私に、彼女はまぶしいほどの笑顔を見せた。

「まゆしぃは、オカリンの人ひと質じちなので」

　…………………………………………………………………………………………………………。

「警察に電話した方が良さそうね」

「待て」

　携けい帯たいを取り出す私に、岡部は制止の言葉をかける。

「今、人質って言ったでしょう!?　動かぬ証しよう拠こ！」

「ちがうよ～。まゆしぃはぁ、自分で人質になったのです」

　携帯のボタンを押していた私の指が止まる。椎名さんは変わらずにこにこしていた。

「へ……。どういうこと？」

「ふん、行ってくる」

　私の問いに、岡部は面白くもなさそうに鼻を鳴らし、パーツを買いに外出すべくすたすたと玄げん関かんへと歩き去って行く。椎名さんもそれを見送りに玄関へと向かった。

「いってらっしゃ～い」

　椎名さんの見送りの言葉が聞こえる。私は、ふたりの間にある〝何か〟を理解できず、ただ立ち尽つくすばかりだった。




　　　　☆




「ねえ、椎名さん……」

「まゆりでいいよ～。で、まゆしぃは、クリスちゃんって呼んでもいいかな？」

　椎名さんに話しかけようとしたところで、彼女は笑顔でそう問いかけてくる。あまりにストレートな物言いに、少し息が止まった。それくらい、彼女の笑顔が素す敵てきだったから。

「あ……。う、うん。いいわよ」

　こういう時、本当に自分は同年代の人間との接せつ触しよく経験が少ないのだなと実感する。

「ありがと～、クリスちゃん♪　それで、何？　他に何か聞きたいことがあるの？」

　椎名さん──いえ、まゆりから一通りラボの説明を受けて、私たちはふたりで買い物に出ていた。まゆりはこの後、帰る予定らしい。

「うん……。その、話しにくいことならいいんだけれど……、あの〝人質〟ってどういう意味なのかなって？」

「まゆしぃは、人質だから〝ここ〟にいるのです。オカリンから離はなれちゃダメだから」

　彼女はその独特のゆっくりとした口調で言う。途と中ちゆう、くるんと軽いステップで一回転し、そのスカートの裾すそがふわりと浮うき上がった。子供がよくやる仕草だけれど、彼女くらい可愛らしいと、ハイティーンでも違い和わ感かんがないのが不思議だった。

「え、と。だから、ラボにいる理由はさっき……」

　ラボのメンバー──ラボメンである理由として、彼女は自分が〝人質〟であると言った。それでさらに、〝人質〟だからラボにいると言うのであれば、それは循じゆん環かん論法というものだ。何も証明していないことになる。

　しかし私は言葉の途中で、あることに気づいた。〝ここ〟の意味が違ちがうとしたら？　ラボでは……、未来ガジェット研究所ではないとしたら？

　たった今、彼女はくるんと回った。それが単なる癖くせや仕草ではなくて……、辺り一帯を示して〝ここ〟と言っていたのだとしたら？

　ハッとした表情で彼女を見つめる私に、まゆりはその笑顔を深めて応えた。そしてふと空を見上げる。それにつられて私も見上げると、秋葉原の町の光にかき消されつつも、いくつかの星が瞬またたいているのが分かった。

　少女はまるでその星をつかみ取ろうとでもするかのように、右手をゆっくりと空に向かって伸のばしていく。

「……まゆり、どうして手を伸ばすの？」

「星にね、届かないかなって……思って」

「届きそうかしら、星に」

　そう私が言うと、まゆりは手を降ろし、私を見る。少しだけさびしそうだった。

「届いちゃ……、ダメなのです。だって、まゆしぃは人質だから、オカリンのそばにいないとダメだから……」

　はっきりと分かったとは言いがたい。でも、それで分かった。〝ここ〟の意味が。

〝ここ〟とは、向こう側ではないという意味だ。

　向こう側のことをどう表現するかは色々だろう。冥めい府ふや彼岸という人もいれば、正気と狂きよう気きの境目の彼方かなたという人もいる。社会性を断って出家することも、向こう側へ行くことかも知れない。

　まゆりは話す。

　昔、祖母が亡なくなったことがあったと。あまりに悲しくて、祖母のそばにいないと祖母が寂さみしがるような気がして、日常に帰ることが祖母を忘れてしまうことのような気がして、彼女は現実との接触を断ってしまったらしい。

　ずっと……ずっと。かなり長い間、彼女自身もどれぐらいか覚えていられないぐらい、ずっと彼女は祖母の墓のそばを離れなかったらしい。そしてその時はよく分からなかったけれど、どうやらまゆりの幼なじみである岡部は、いつもそんな彼女の近くにいたようだ。

　ある雨の日。彼女は突とつ発ぱつ的に、雲間から射さし込んだ荘そう厳ごんな陽の光に、思わず「迎むかえが来たのだ」と思ったのだそうな。おそらく、レンブラント光線──あるいはエンジェル・ラダーとも呼ばれる現象だろう。

　そして彼女は手を伸ばし、その迎えの手を取ろうとした。……その時。

「まゆりっ！」

　岡部の声が聞こえたのだそうな。それまで、ずっとまるで無音の中で過ごしたような気分だった彼女の耳に、ようやく届いた声だった。岡部は彼女を抱だきしめ、言ったらしい。

「連れてなんて、いかせない……。まゆりは、俺の人質だ……。人体実験の生いけ贄にえなんだ」

　それは、子供の頃ころにふたりが一いつ緒しよに見たテレビの、マッドサイエンティストの台詞せりふ。

　でもそれが、外界との接触を断って自閉状態にあった彼女を、〝ここ〟に──岡部のそばに連れ戻もどした言葉だったのだ。

「そっかぁ……。まゆしぃはオカリンの人質なんだね……。じゃあ、しょうがないね」

　その瞬しゆん間かん、やっぱりという気持ちが広がる。

　昨日、私が推測したひとつの仮定。彼の厨ちゆう二に病びようは、外界とつき合うための社会的なペルソナなのではないかという推論。それはある意味で正しかったのだ。より正確には、それは彼がまゆりを〝ここ〟に引き留めるためにかぶった仮面ペルソナだったのだろう。

　──もっとも、あまりにずっとかぶり続けてきたせいで、おそらく素す顔がおに限りなく近くなっているのだろうけれど……。

「だから……、まゆしぃは〝ここ〟にいるのです」




　　　　☆




　話をしながら秋葉原の町を歩いていると、浴衣ゆかたを着た人々がちらほらと視界に入り始めた。最初は数人程度だったが、時間を経へるにつれてその人数は多くなっていく。

「お祭り？」

「花火大会だよ」

　まゆりの言葉になるほどとうなずく。確かにさっき、遠くからお腹に響ひびくような音がしていた気がする。

「花火か……」

　周囲の人々の楽しそうな表情に、我知らず足が止まった。

　子供の頃は、何回か見に行ったことがあるような気がする。ほとんどが物心つく前だからはっきりとは覚えていないけれど、パパも一緒だったような……。

「行きたいの？」

「べっ……、別に」

　まゆりに覗のぞき込むようにして尋たずねられ、ドキッとする。慌あわてて目をそらしてしまった。行きたい気持ちがなくはないけれど、それ以上にもう少しまゆりから話を聞きたいというのが本音だった。

　このまま何か特に変化がなければ、一緒にファミレスにでも行ってお茶をしようという話になっているのだ。

　とっさに顔を背けてしまい、これからどうしようかと思っていたところで、まゆりがふと声を上げた。

「あ、オカリン。トゥットゥルー！」

　奇き妙みような台詞を口ずさんで、まゆりが駆かけていく。その先には、岡部がいた。

　──ちなみにこの「トゥットゥルー！」というのは、岡部の「エル・プサイ・コングルゥ」と同じく挨あい拶さつの一種らしい。どうしてか岡部だと厨二病で、まゆりだと可愛いと思ってしまうのだが、これが何故なぜかは分からない。「岡部だから」と言う色眼鏡の可能性もある。

　私も岡部の元へ向かい、尋ねた。

「パーツは見付かったの？」

「ここに全部揃そろっている」

　その手の荷物を示して言う岡部。

「そう……。じゃあ……、これからいろいろ試ためしてみる訳ね」

「興味があるか？」

　岡部がにやりと意地悪そうに笑って問う。その問いかけに、私はのどを詰つまらせた。

　勝ち誇ほこった笑みを浮うかべる岡部。こいつは私が好こう奇き心しんに負ける人間だと思っているのだ。

「あるのだな？」

　好奇心に負けるのはもう構わない。

　というよりも、好奇心を否定するのはやめたのだ。それが自分の信じる研究者としての道だと思うから……。でも、岡部に勝ち誇られた顔をされるのだけは気にくわなかった。

「あぁ、もうっ！　少しだけね。でもＳＥＲＮの陰いん謀ぼうとかいう荒こう唐とう無む稽けいなものに対する興味じゃない。あくまで、事実を確かめたいだけ……！」

　言い切ってから、私はまゆりに謝る。

「ごめんなさい、私やっぱり一度ラボラトリーに戻る」

　一緒にお茶できなかったのは残念だけど、仕方ない。どうしても私はそういう人間なのだ。

「そっかぁ。じゃあまゆしぃは帰ります」

「うん……」

　申し訳ない気持ちでいっぱいになり、ただまゆりにうなずきだけを返す。そしてまゆりは立ち去ろうとする。……しかし、少し歩いたところで私に振ふり返った。

「クリスちゃん……。また、来てくれるよね？」

「うん。アメリカ帰るまではメンバーだものね」

　私はその問いに、力強くうなずく。不覚にも少し涙なみだがこぼれそうになった。出会ってまだ短いけれど、どうやら私は新しい友達を手に入れることができたようだった。




　　　　☆




　ラボに帰ったところで、岡部は私が出て行って以来、一度も電話レンジ（仮）での実験が成功していないことを告げた。彼らが研究の方針を、ＳＥＲＮの陰謀を暴く方向へとシフトさせたのはそのためだったらしい。

　しかしこの時点では、岡部はまだ何故ＩＢＮ５１００を必要とするかについて──すなわち、解明せねばならないＳＥＲＮの秘密が何なのかを語ってはくれなかった。行動と視線の動きから考えて、何かを隠かくしているのは間ま違ちがいないのだが……。

　まぁ、いい。話してくれるのを待とう。信しん頼らい関係を築くには、時間がかかるのだから。

　私は話を聞きながら、借りた白衣を羽織る。やはり実験するとなると、この恰好がいい。

「はあ……。やっぱり落ち着くな、白衣」

　言った瞬しゆん間かん。岡部が驚おどろきと感動がない交ぜになったような表情で、椅い子すから立ち上がった。そして私の所にやって来て、感激の表情で私の両手を握にぎりしめる。

　ちょっっ!?　い、いきなり、て、手なんか握るなッッ！

　心の中で絶ぜつ叫きようするが、現実の肉体は言葉を失っていた。岡部は静かに、嬉うれしそうに言う。

「……俺の目に狂くるいはなかった……、お前は最高だ」

「な、なによ急に、気持ち悪い」

「白衣！　やはり研究機関においては白衣こそがユニフォーム！　ダルもまゆりも何度言ってもそれが分からないようだが……、お前には分かっているようだな！　さあ、共に手を突つっ込んで立とうではないか！」

　一気にまくし立てられる。どうやら肺活量もあるらしい。私はその間に、何とか正気を取り戻もどして距きよ離りを取ることができた。

　目の前には、白衣に両手を突っ込んでポーズを決める岡部。

「早く！」

　静かに、諭さとされるように言われ、私は何となく流される。ポーズを取ってしまった。

「こ、こう？」

「そうだ！　これぞまさに研究に身を置く者だけが漂ただよわせる知性と恍こう惚こつのポーズ!!　その白衣はお前にプレゼントしよう。ふたりで思う存分、分かち合おうではないか！」

　恍惚と高笑いする岡部。ダメだ……、こいつ。ほめているつもりなのかも知れないが、侮ぶ辱じよくされているようにしか思えんぞ。

　抗こう議ぎしようかどうしようか悩なやんでいると、不意にお腹が鳴った。

「腹が減ったのか？」

「うるさいな。お昼から何も食べてないのよ」

「いいだろう。今日の俺は気分がいい……」

　言って岡部は、キッチンに向かって何事かをごそごそと始める。次いで電話レンジ（仮）に向かい、どうやら普ふ通つうのレンジとして何かを温め始めたようだ。

「おいしく頂け」

　そして出されたのは、温められたバナナだった。思わずげんなりした顔になる。

「本気か？」

「不満か？」

　世の中にはバナナの炒いため物もあるし、温かいバナナの料理もある。これが好みという人もいるだろう。だが、少なくとも一いつ般ぱん的な好みではないというのが、かつて日本に暮らしていた私の認識だ。せめて出す前に聞け。

「当たり前でしょ！　他に何かないの？」

　問うと、岡部はやたらクールに答える。

「買い置きのカップ麵めんならあるが……」

　その台詞せりふに、少し私は心動かされる。そう言えば、こちらに来てからカップラーメンは色々な都合で食べてなかった。先せん輩ぱいがわざわざ輸入したという日本のカップラーメンをもらった時、やたらと美味おいしかった記き憶おくが思い出される。

「いらないというのか？　やはりアメリカ育ちは……」

　少し沈ちん黙もくしてしまったのを、岡部は誤解したらしい。うるさい。私だって、思考のスピードがそこまで回らないことはある。

　しかし、ここで私がラーメン好きだと知れると、また岡部に今後勝ち誇ほこられる要素を提供することになるような気がした。慎しん重ちように、気取られないように返事を返す。

「カップ麵もらうわ。味は何があるの？」

「醬油と塩だ」

　あ、塩味がある。嬉しい……。っと、油断しちゃダメだ。気取られないように、そうクールに返事しないとね。クールに。

「塩味。……それとフォークも」




　　　　☆




　お腹がくちくなってかなりが経ち、時間が日付どころか丑うし三みつ時さえも越こえて午前三時。

「キタ……、キタァァァァァ」

　唐とう突とつに橋田の歓かん喜きの声が上がった。

「ミッション、コンプリート！　セカンド！」

　ＩＢＮ５１００を用いた、ＳＥＲＮへの侵しん入にゆうに成功したと彼は告げる。今見ているのは、大型ハドＬロン衝突Ｈ型加速器Ｃ──巨きよ大だいなエネルギーを衝突させて、高エネルギー実験を行なうための施し設せつ──の計画担当責任者のＰＣだという。

　もしもＳＥＲＮが発表しているとおりなら、現在ブラックホールを生成できるかどうかの実験を行なっている部署のトップということだ。そして岡部たちの言うとおり、ＳＥＲＮが陰いん謀ぼうを企たくらんでいる場合でも、必ずそれに絡からんでいる人物ということになる。

　画面を覗のぞき込むと、英語の文字がずらりと並んでいた。フランスとスイスの国境地帯にある施設なのに、そのどちらの言葉でもないらしい。

「フランス語じゃないんだ？　えーっと、時空の支配と、それに基づく歴史の破は壊かい」

「そっか牧瀬氏、英語読めるのか」

　私が読み上げると、感かん嘆たんしたように橋田氏が言う。

　何でも翻ほん訳やくソフトにかけて読むつもりだったが、この画面に映っているファイルは画像ファイルであるため、その翻訳ソフトにかけて日本語に変へん換かんすることができないらしい。

「でかした助手。お前がアメリカにいったのも全て今日、この時のためだったのだな」

「そんな訳あるか。ええっと……。言い換かえれば、過去から未来までを含ふくむ理想郷の実現……。それは二十一世紀に向けてのＳＥＲＮの存在意義となるだろう」

　そこに書かれていたのは驚おどろくべきことだった。

　岡部やジョン・タイターの主張通り、ＳＥＲＮは四十年も前からタイムトラベルについて研究を行なって来ていたのだ。……私を含む、全世界の研究者たちを欺あざむいて。

　それによると、彼らはリフターと呼ばれる存在により、ふたつ以上の人工的な局所場特異点の生成、およびカー・ブラックホールの生成を可能としているのだという──つまり、私の書いた論文やジョン・タイターの言い分と同じ理論だった。

　驚きよう愕がくに全身を戦せん慄りつさせながら、文章を読み進める。しかし、その次に書かれていたのは、より戦慄すべき……ひとつの恐きよう怖ふだった。

「ええっと、プログラム第三段階、動物実験。プログラム第四段階。……!!」

　あまりのことに、私が言いよどむと、岡部が怪け訝げんそうに尋たずねてきた。

「どうした？」

　それは、当然の内容だった。

　もしもタイムマシンを作り、実用とするなら必ず必要な過程。飛行機でも、宇宙ロケットでも、抗こうガン剤ざいでも、どんなものであれ、人が利用するものなら必ず行なわれてきたもの。

「……人体実験」

　しかも。

　その実験では、人が死んだと書かれていた……。

　さすがに岡部も慎重となり、橋田も動どう揺ようしている。

　私はと言うと、想像以上に落ち着いている自分に、むしろ軽い驚きがあったくらいだ。いや、当然なのかも知れない。彼らはその意味では非ひ凡ぼんでも学生で、私はきちんとした研究所の研究者だ。言ってはなんだが、覚かく悟ごが違ちがう。

　自分の研究が、数万、数億の人間に影えい響きようを与あたえるというプレッシャーと、私たちは常に戦っているのだ。それに……幸か不幸か、岡部とパパのお陰かげで私はもう悩なやみ尽つくしていた。

「ここまで来て、ビビッているの？」

　自分でも意外に思うくらい、冷静で容よう赦しやない声。その声にようやく納得した表情を岡部は見せる。どうやら事を先に進めるつもりとなったらしい。しかし……。

「……お前はもう帰れ」

　その上で発された言葉は意外なものだった。




　　　　☆




「ここから先を知ったら、危険にさらされる可能性がある。お前は将来を有望視された天才だろう？」

　岡部は初めて見るような真しん剣けんな顔で言う。正直、こんな顔もできるのだと意外に思った。

「もしかして心配してくれているの？」

「当たり前だ！　お前は……、俺の助手なのだからな」

　途と中ちゆう、明確に声のトーンが変わる。こんな局面なのに、確信を得てしまった。

　やはり、岡部の厨二病は仮面ペルソナだ。今、見えていた真剣な顔。あちらが本来の岡部の〝素〟の顔なのだろう。逆に言えば、心底から心配してくれているのだ。

　ありがたいとは思う。嬉うれしいとも思う。

　でも、帰るわけにはいかない。

「そりゃどうも。でも帰らないわよ。このままじゃ気になって眠ねむれないから」

「後こう悔かいしないな？」

「しない」

　岡部の問いに短く答える。するわけがない。

　これは、冒ぼう瀆とくだ。ＳＥＲＮは世界中の科学者を欺いた。単に学会での発表や講義で、次に書く論文のために最新の研究内容を一時的に話さないでおくなどのテクニックとは、スケールも次元も違う。

　ＳＥＲＮはＳＥＲＮに属する以外の、すべての研究者の〝知りたい〟という気持ちを踏ふみにじったのだ。国際的な研究組織がとってよい姿勢ではない。

　科学は……、人類の共有財産だ。

　確かに国家によって戦争の道具にされることもある。そうやって科学が発展してきたのも、ひとつの真実だ。しかしそれでも、科学がすべての人のためだという大原則は、崩くずしてはならない。

　最初にある技術の恩おん恵けいを受けるのが、それを開発した人間やその周囲の人間であってもいい。次がそれに資金を投じた企き業ぎよう家かや国家であるのも、当然のことだ。だが、あくまでひとつの技術は次し第だいに広まっていくべきものであり、独どく占せんされるべきものではない。

　ましてや、真実を四十年も隠かくし続けるなんて、どんな理由があっても研究者なら許しておくことはできない！　それが、誰だれかを不幸にするかも知れない計画のためなら、なおさらだ!!

「ダルはどうする？」

「ま、僕はスーパーハッカーだし、見たところで足がつくようなヘマはしないっつーか」

　尋ねられた橋田は、至って気楽な口調だ。そこには自信こそあれ、焦あせりはない。どうやら先ほどの動揺は、自身に及およぶ危険に対してのものではなく、純じゆん粋すいに友人たち──岡部やまゆりの身の安全に対する懸け念ねんであったらしい。岡部が心を決めた以上、異論はないようだ。

「分かった。では、これより本作戦の名めい称しようを業火封殺レーギヤルンの筐はことする！」

「なんで北ほく欧おう神話？」

「きっと恰かつ好こういいからじゃね？」

　どうやら、岡部も少しいつもの調子が戻もどってきたらしい。

　それに対して、私と橋田も同じくツッコミ口調でつぶやく。

「つーか、そもそも作戦名とか言い出しちゃうのって」

　私たちふたりの言葉を遮さえぎり、吹ふっ切るように岡部は宣言した。

「ダル、作戦開始だ！」




　　　　☆




　橋田が、手早く端たん末まつを操る。

　そこに現われたのは『ゼリーマンズレポート』の文字。その中の適当なファイルを開いた私たちは、予想はしていても避さけられないたぐいのちりけ立つ恐きよう怖ふを感じることとなる。

「ゼリーマンズレポート10　被ひ験けん者しや、ジェームズ・マッカーシー、三十一歳。出身、アメリカ。実験日２００５年１月28日13時５分。Ｚプログラム４実験結果。ヒューマンイズデッド、ミスマッチ」

　私は淡たん々たんと、画面上に現われた文章を読み上げる。

　ヒューマンイズデッド。……死んだということだ。

「超ちよう重力による無限圧縮、およびカー・ブラックホール内の特異点通過に耐たえられなかったと思われる。……１９２１年４月３日、ニューヨーク十四丁目にてビルの壁へき面めんに右半身が埋うもれるようにして、死んでいる男が発見された。身元不明の死体は……」

　全身がブヨブヨのゼリー状になっていた。

　最後の文面は、添てん付ぷされていた新聞記事のものだ。そこには、白黒だが紛まぎれもなくゲル化した人間の写真が掲けい載さいされていた。カラーだったら、……蛍けい光こうグリーンだったかも知れない。

　これだけでも、ふたつのことが分かった。

　添付されていた記事とレポートを関連づけて考えるに、すでにＳＥＲＮは完全ではないにしろ、タイムマシン実験に成功している。

　そして、失敗したタイムマシン実験の被験者は、ゲルバナ同様のゲル状となって死んだということだ。

　ゼリーマンズレポートの数は十四。

　少なくとも十四人が死んでおり、中には色いろ鮮あざやかな蛍光グリーン──岡部にとっては見慣れたゲルバナと同じ──の写真が添付されているものもあった。

　さすがに岡部はショックを受けたようだった。

「もう十分だ……、飲み物買ってくる」

　ふらふらとラボを出て行く岡部。確かドクトルペッパーが好きだと言っていたから、それを買いに行ったのだろう。

「相当ショックだったみたいね」

　大だい丈じよう夫ぶだろうか？　日本では、あまり死体を見る機会がない。ネット越ごしのゲル化した死体とは言え、衝しよう撃げきは少なくないだろう。私だって、まったく平気かと言えばそうじゃない。

　そんな中、橋田は腕うで組ぐみして首をひねりながら問うた。

「けど、……どうしてゼリー状になるん？」

　橋田の問いを受け、私は台所へと移動する。

「ちょっと、説明しましょうか」

　蛇じや口ぐちをひねり、水を出す。そして食器洗い用のスポンジを水に浸ひたして言う。

「これまでのデータから推測するにＳＥＲＮはカー・ブラックホールを使ってタイムトラベルの技術を開発している。だとすると10のマイナス24乗キロの質量を10マイナス19乗メートルの所に押し込んで過去に送る訳」

　私はざっと説明する。

　橋田はあまりよく分からないという顔で眉まゆ根ねを寄せていた。「日本語でＯＫ」という心境なのだろう。しかし、それは予測済みだ。

　私は左手で輪っかを作り、水を含ふくませたスポンジを持つ。

「つまり、この狭せまい穴にこのスポンジを通そうとするようなものよ。だから……」

　言いながら、左手の輪に無理矢理スポンジを押し込む。

　すると、そこから水が溢あふれ出て行った。

「……中身がスカスカになる」

　これが……、ゼリーマンやゲルバナが誕生する理由だろう。

　高重力で圧縮された分子は、それぞれの分子間結合力を失ってしまう。

　隣となり合っていた分子同士が寸断され、単に〝人間やバナナの材料〟が〝人間やバナナの鋳い型がた〟にはめ込まれただけの状態でタイムトラベルするのだ。

「つまり、凄すごく狭いってこと？」

　橋田が、一定の理解に達したのか、確認するように言う。

「そ。凄く狭い所に……無理矢理ねじ込む」

「……その説明はエロすぎだろ常考」

「はぁ？　何がエロ……」

　そこまで言って、私も橋田が何を言っているのかにようやく気づいた。

「は！　橋田のＨＥＮＴＡＩっ！」

「そういう牧瀬氏もかなりの妄もう想そう力」

「一いつ緒しよにすんなッッ!!」

　わめく私に、橋田は納得した顔でうなずく。

「まぁ、でもよく分かったお。サンクス、牧瀬氏」

　さすがにＳＥＲＮをハッキングできるほどのハッカーだけあって、理解力は高いらしい。その後も自分なりに図など使って、さらに理解を深めようとしている。どうやら、彼も研究者としての素質を備えた人間らしかった。

　……そしてしばし。

　そろそろ夜も明けようという刻限。

　ラボの扉とびらが開いた。……岡部が玄げん関かんを開け、入ってくる。そちらに向かい、私は問う。

「……どうするつもり？」

　まず返ってきたのは、沈ちん黙もくだった。そして戸と惑まどいの気配。

　明らかに、彼の結論は決まっていた。視線が落ち着きなく移動するわけでもない。呼吸が乱れているわけでもない。ただ、彼にあるのは逡しゆん巡じゆん。

「黙だまってないでよ。ショックなのは分かる。……けど、知ってしまった以上、なんらかの結論は出さなきゃ」

　私は、きついかも知れないけれど原則を口にする。

　……彼が、少なくともまゆりをあんな風に〝ここ〟に引き戻もどせた人間である以上、その結論を出せる人だと思うから。

　しかし、彼の結論の出し方は、私からすると予想外で……。

　同時に予想して然しかるべきレベルで、彼らしいものだった。

「ふふ、ふふふ……。ふふふ……、ふわぁぁっっはっはっはっはっは！　結論？　決まっているだろう」

　突とつ然ぜんの高笑い。夜明け頃ごろだというのに、近きん所じよ迷めい惑わくも顧かえりみずに岡部は笑う。思わず、「は？」と間ま抜ぬけな声を出してしまった。

「こっちには未来ガジェット八号、電話レンジ（仮）があるのだ。先に完かん璧ぺきなタイムマシンを創つくり出し、ＳＥＲＮを出し抜ぬく！」

　それは宣言。

　世界を、運命を、すべてを塗ぬり替かえるというひとつの宣言だった。

「そして世界の構造を作りかえるのだ！」

　高笑いを続ける岡部。

　彼らしいと言えば、彼らしい結論だ。

　岡部風に言えば、これも「シュタインズ・ゲートの選せん択たく」なのだろう。

　しかし同時に、何とも言えない気分にかられ、私はもうひとつの本音をつぶやく。

「付き合ってらんない……」

　その声音には、何故なぜか嬉うれしげな響ひびきがあった。
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　水が……、流れる。

　時が……、流れる。

　古来、時間の流れは水の流れにたとえられてきた。

　それはたゆたう川の流れや満ち引きする潮のそれが、決して遡さかのぼることのない時間の概がい念ねんと等しく見られていたからだという──ジョン・タイターが『＠ちゃんねる』で世界線を川に見立てていたのも、同じような発想の産物だろう。

　私はシャワーを浴びながら、考えに耽ふけっていた。

　頭上から流れ落ちる水すい滴てきの群れが、降り注ぐ時間のように私の身体からだの表面を滑すべり降りる。

　時間の概念は、絶対のものだ。

　我々、人間は時間を覆くつがえすことができないし、それによってもたらされる変化、変容、変質──そしてその最終的な到とう達たつ点である死を、常に恐きよう怖ふを持って見つめてきた。

　しかし同時に、我々は時間という概念なしには何もできない。

　時の経過がなければ、そこには〝運動〟という時間経過を必ひつ須すとする現象もあり得ないし、〝成長〟や〝発展〟も存在し得ないのだ。

　そうだ。〝思考〟も〝誕生〟も〝前進〟も〝進化〟も、そのすべてが時間によって来たる。

　時間を支配することは、世界の法則を支配することに等しい。たとえそれが限定的なものであったとしても、それがもたらす力は絶大だ。

　ならば……、それは研究者の良心として、誰だれかが独どく占せんすべきものではない。

　レポートによれば、ＳＥＲＮはすでにブラックホールの生成に成功しているという──ジョン・タイターが『＠ちゃんねる』に書いたように！　そしてその技術を用いて、すでに過去へと人間をタイムトラベルさせることにも成功しているのだ。

　現在はまだ、電話レンジ（仮）と同じく完全な状態で生体を過去に送ることはできない。しかし執しつ拗ように実験を繰くり返している以上、いずれその技術は完成するだろう。

　けれど、ＳＥＲＮはその技術を一いつ般ぱんに公開するつもりはない。彼らの後こう援えん者である、三百人委員会と呼ばれる組織のためだけに、その絶大な力は使われる予定なのだ。

　研究者なら、誰であれこの暴挙を許すことはできないだろう。

　いや、〝知りたい〟という気持ちが、人間の持つ根源的な欲よつ求きゆうであるというのなら、これは研究者に対してだけの裏切りではない。

　全人類への裏切りだ。

「……もし、ＳＥＲＮがあのデータを公表していたら、パパはああならずに済んだ」

　ＳＥＲＮが四十年前の研究開始時点で、その状じよう況きようと進しん捗ちよくを世界に公表していたなら、パパはあんな風にトンデモ科学にのめり込まなかったろう。そもそも、タイムマシン研究は正統な科学の一系統となり、トンデモ科学とは扱あつかわれなかったはずだ。

　──私とパパは、離はなればなれにならずに済んだはずだ。

　手を伸のばし、蛇じや口ぐちを閉める。水の流れが……、止まる。

　しかし、時間は止まらない。

　当然のことだ。

「……そう、当然のことよ」

　けれど、その当然を覆そうとする者がいる。

　人々の〝知りたい〟という気持ちを踏ふみにじる者がいる。

　それを許容することは、私にはできない。

　牧瀬紅莉栖にはできない。

「私が培つちかってきた、〝確固たるもの〟にかけて」

　……私は、ＳＥＲＮを許さない。




　　　　☆




　昨夜一晩、橋田のＩＢＮ５１００を用いたＳＥＲＮ侵しん入にゆうにつき合った後、私は早朝に一度ホテルへと戻もどり、少し休きゆう憩けいの時間を取った。

　わずかな睡すい眠みんだったが、休息時用サプリメントとおそらくは若さゆえの体力のお陰かげで、ほとんど疲ひ労ろうは残っていない──ＳＥＲＮへの怒いかりと、さらなる実験への好こう奇き心しんも大きいだろう。

　岡部は午後から電話レンジ（仮）と、謎なぞの過去へのメールの実験を再開すると言っていた。果たしてどんな結果が待っているのか……、それが楽しみではないと言ったら噓うそになる。

　私は足取り軽く、わくわくした気分で──もちろん、ＳＥＲＮへの怒りを忘れたわけではないけれど──ラボへと向かっていた。……その時までは。

「あ、クリスちゃんだ。トゥットゥルー！」

　ラボのすぐ近くまで来たところで、向こうの方からまゆりさんや岡部、橋田が歩いてくるのが見えた。

「おお、助手。ゆっくり休めたか？」

「助手って言うな」

　岡部の言葉をにべもなくはねつけつつ、私は一同と合流する。どうやら昼食を食べてきたところらしい。ちなみに私は位置的にラボの真裏にある、ネットで評判のつけ麵めん屋で昼食だった。近いという理由で選せん択たくしたのだけれど、味としても非常に良好。

　つけ麵は初めてだったけれど、とろとろで濃のう厚こうな魚ぎよ介かい豚とん骨こつの風味が、のど越ごしのいいやや太めの麵とよく合っている。とても完成度の高い一品で、これからラーメンを食べるときにはつけ麵を候補に加えてもいいなと感じる出来だった。

　……ラーメンの感想はこれくらいにしよう。

　ともあれ、岡部やまゆりと合流した私は、そこで自分に向けられた射るような視線に気づいた。……じっと、こちらを無表情に見つめる眼差し。

　昨日も私のことを睨にらんでいた少女だ。ラボの入っているビルの一階にある、ブラウン管工こう房ぼうのバイトだという彼女は、前回も剣けん吞のんな視線を私に向けていた。これが普ふ通つうの人間であればそこまで警けい戒かいもしないが、彼女の身のこなしは軍人のそれに近い。

　無視するには、あまりにその気配は鋭するどすぎた。

　どうやら、さっきまで一同と一いつ緒しよに食事を取っていたように見える。なのに、この私にだけ向けられる敵意は何なのだろう？　悩なやんでいると、昨日と同様にブラウン管工房の店主とおぼしい禿はげ頭あたまの男性が彼女を呼ぶ。

　すると彼女は、こちらへの警けい戒かい心しん──と言うよりも敵対心という方が正確だけれど──を緩ゆるめないまま、店てん舗ぽの中へと駆かけていった。

「何なの？」

　どうしても、あれほどの敵意を抱いだかれる理由が、今の私には分からなかった……。




　　　　☆




「えんたくかいぎ？」

　まゆりの疑ぎ問もん符ふ付きの言葉が、ラボの空気を揺ゆらす。

　奇き妙みような遭そう遇ぐうを経て、ラボに上がった私たちを待っていたのは、岡部の「円えん卓たく会かい議ぎを開こうと思う」という台詞せりふだった。先ほどのまゆりの問いは、その岡部の台詞に対するものだ。

「何ぞそれ？」

　橋田も問う。

「ラボメンによるミーティングだ」

　自信たっぷりに岡部は言う。だが、即そく座ざに橋田が突つっ込んだ。

「そんなんやったことあったっけ？」

「そもそも円えん卓たくなんかどこにあるのよ」

　さらに私が追い打ちをかける。

「実物はない、だが我らラボメンの心の中にはある。そうだろう？」

「〝そうだろう〟じゃなかろうが。勝手に人の心の中に変なもの持たせないで」

　やたらと深い声で適当なことを言う岡部。

　しかしどうやらその動機はまっとうなものだったらしい。昨晩ここにいなかったまゆりのため、現在の状じよう況きようを説明する場が必要だろうという判断だったようだ。

　……最初から言えよと言いたい。

　岡部は途と中ちゆう、色々と脱だつ線せんしつつもまゆりにきちんとすべての事情を説明する。その説明の丁てい寧ねいさに、どうしてこの男は普ふ段だんからこうやって話せないのだろうかと思った。

　……ともあれ、少なくとも彼が彼女を大切に思っていることは間ま違ちがいない。

　まだ、まゆりとはつき合いの浅い私だけれど、それでも彼女の勘かんの良さや洞どう察さつ力がかなりのものであることは分かる。天然めいた言動に惑まどわされるかも知れないが、まゆりは鋭えい敏びんな知性を持っていた。隠かくし事をすると、何が裏目に出るかは分からない。

　岡部がすべてを話したのは、そうした判断があったからだろう。私もそれに賛成だった。

「というわけで……。ＳＥＲＮを出し抜ぬくために、我々は一刻も早く電話レンジ（仮）のタイムマシン機能を完かん璧ぺきなものにしなくてはならない！」

　声高らかに宣言する岡部。しかしまゆりは肩かたをすくめて言う。

「え～。……まゆしぃには難しすぎて、よく分からないのです」

「とにかく、ＳＥＲＮは悪ということだ」

　言い切る岡部。それに、橋田が問いかける。それは、我々が直面している根源的な命題のひとつに関するものだった。

「だけど電話レンジ（仮）を完璧にって、僕らメールを過去に送る実験には成功してね？」

「……たったの二回だけだ。しかも、どのような時にその現象が発生するか、まだ分かっていない」

「この前の実験だと、放電現象が起きたときだけ送れたお」

　確認するように橋田はつぶやく。

　そうだ。たったの二回。それだけが、私たちの持っているカードなのだ。

　如何いかに過去に情報を送ることができるとはいえ、それが不確定なものでは意味がない。偶ぐう然ぜんを必然へと押し上げねばならないのだ。

　私が直感で推理するところでは、あの放電現象こそがブラックホールに電荷を与あたえるためのものではないかと思う。

　もちろん、そうすると信じられないことに電話レンジ（仮）でブラックホールが生成されているということになるのだが、そもそもブラックホール生成に使われている大型ハドＬロン衝突Ｈ型加速器Ｃは巨きよ大だい電子レンジと呼ばれている。原理はかなり近い。

　言うなれば、電話レンジ（仮）は小型版大型ハドＬロン衝突Ｈ型加速器Ｃのような状態にあるのだと考えれば、……まぁ、あまり無理はないことになる。

　──ジョン・タイターとのやり取りの時にも思ったが、ネックとなるのはとてつもない量のエネルギーの供給源なのだけれど、そこについては一時忘れておくことにする。解明しなければならないタイミングは、どうせその内来るのだから。

「うむ」

　重々しくうなずく岡部。そのまましばし考え込むと、彼は「そうだ！」と叫さけんだ。どうやら何かに気づいたらしい。やっぱり、ただのバカじゃない。

「何か分かったの？」

「いや。過去に送れるメール、では言いにくい。まずは、名前をつけるところから始めようではないか」

　……訂てい正せい。やっぱりただのバカだった。




　　　　☆




「それでは、これよりＤメール（仮）の実験を開始する」

　岡部が実験の開始を宣言する。結局、電話レンジ（仮）による過去へのメールは、〝Ｄメール〟と名付けられた。

　ちなみに、岡部案の〝時をノス越えタルた郷ジア愁へドラの旅路イブ〟、私案の〝遡そ航こうメール〟、橋田案の〝時かけ〟、まゆり案の〝バックトゥザメール〟を経て、最後にまゆりの第二案である〝デロリアンメール〟を略す形で決定した名前である。

「（仮）も略す方向で」

「作戦名は過去をオペレー司る女シヨン・神作戦ウルドだ」

「それもいらない」

　岡部の言葉に、私は連続で突つっ込む。この男は何がなんでも、〝そっち〟方向に盛り上げんと気が済まんのか……。とはいえ、さすがに連続で突っ込まれたら諦あきらめたらしい。少し沈ちん黙もくする。そこへ、端たん末まつに向かったまま橋田が声をかけた。

「だけど、Ｄメールの発生条件わかってないじゃん。放電現象との関係も不明だし」

　もっともな疑問だろう。

　起きた現象を検証しようにも、まったくその発生条件が不明では検証のしようがない。まずはその辺りを探さぐるところから始めることになる。

　どの様にすべきか、まずはＤメールについて確認をしようとしたところで、またぞろ岡部が忍しのび笑いを始めた。……さて、今度はどんな下らないことを言うのだろう？　ことによっては、舌を舌ぜつ下か神経ごと引き抜いてタン塩にする準備をすべきかも知れない。

「ふふ……、それをこれから確認しようというのだ。この鳳凰院凶真にひとつ、仮説がある！　俺たちは最も単純にして、最も決定的な条件を見落としていた。すなわち発生時刻だ！」

　岡部は最初のＤメールが13時頃ごろ、二回目が18時頃に発生していたことを指し摘てきする。そしてそれらの時間帯に実験を行なうことで、Ｄメールを再現できるのではないかと言うのだ。

「いくら何でも単純杉すぎだろ常考」

　橋田が＠ちゃんねる語で反論するが、少なくとも理り屈くつの合わない話ではない。岡部の舌と舌下神経は、今回に限っては無事だったようだ。

「試してみる価値はある！　まゆり、バナナを！」

「まゆしぃのバナナずいぶん減ったねぇ……」

　岡部が実験用のバナナを要求すると、まゆりが悲しそうな口調で言う。彼女の手元には、すでにバナナは四本しかなかった。……さすがにかわいそうな気がする。

「バナナまで入れる必要あるの？」

　Ｄメールの実験のためだけなら、バナナを入れてゲルバナを作る必要はないのではないか？　そう思って私は岡部に申し入れる。……だが、それに岡部が返答する前に、何故なぜか橋田が反応を返した。

「バナナまで入れる──……」

　血の気がさっと引いた気がする。いや、次の瞬しゆん間かんには紅潮していた気もする。……その言葉の意味するところは、明確にセクハラ言動であった。思わず「このＨＥＮＴＡＩ！」と叫んで魂たましいにヤスリをかけるような言葉を放とうとするが、そこに岡部が割って入った。

「ダル、今はひかえろ」

　どうやら伊達だてでラボの所長ではないらしい。今の岡部には、研究のリーダーとしての威い厳げんがあった。彼は続けて私に言う。

「ゼリーマンになるかどうかの確認のためだ。さ、助手。早くバナナを中へ」

　確かに理は通っている。

　前言をさらに訂正。……やっぱりただのバカじゃない。この真しん剣けんな表情は、私が好きな研究者の表情だ。〝知りたい〟という欲よつ求きゆうに真しん摯しで、その道をまっすぐに突き進む。パパも、よくこんな顔をしていた。

　……一方、最初は岡部よりもまともと思っていた橋田は、どうやらセクハラ方面については際限のない人間らしい。

「バナナを中へ……。ハァ……ハァ……」

「いい加減にしろ！　このＨＥＮＴＡＩ!!」

　実験途と中ちゆうだから怒ど鳴なるだけで済ませるが、そうでなかったら手が出ていたかも知れない。次は麻ま酔すいなしでの脂し肪ぼう吸引も考こう慮りよに入れよう。

「ごめんね、後で新しいバナナ買ってくるから」

「本当？　嬉うれしいな、オカリンやダルくんはね、ちっとも買ってきてくれないのです」

　バナナをもらいながら言うと、まゆりはふんわりとしたまろやかな笑みを浮うかべる。ああ、もう本当に可愛いな、まゆり。私の性分ではないと分かっているけれど、自分もこんな風に笑えたらってふと思ってしまった。

　預かったバナナを手に、私は開発室の机の下に潜もぐり込む。

　二回目のＤメールで、机が真っ二つに割れてしまって以降、電話レンジ（仮）が机の上から机の下に移動していたためだ。何でも、穴の開いた床ゆかを隠かくす意図もあるらしい。バタンと電話レンジ（仮）の扉とびらを閉め、立ち上がろうとしたところで……頭に衝しよう撃げきが走る。

　かなり大きな音が頭上からした。どうも、頭を机にぶつけたようだ。

「あたた……」

　目算を誤ったらしい。見ると、思ったよりも机の高さが低かった。

「ドジっ子アピールはよせ」

「しとらんわ！」

　しょうもないことを言う岡部に言い返し、頭を押さえて這はい出してくる。……自分の間ま抜ぬけさが恥はずかしい。

　衝撃は抜ぬけてくれたようなので脳内に異状が出ている可能性はほぼないと思うが、かなりの痛みが残った。それを見て、まゆりが頭をなでてくれる。

「いたいのいたいのとんでけ～」

「サンクス、まゆり」

　痛みが少し引いた気がする。まゆりのおまじないに効果があったわけではないが、その気き遣づかいの心が痛みを和らげてくれた気がした……。ん？　これって広義の上では効果があったことになるのかな？

「そこ、いつまでも百合ゆりフィールドをつくってないで、Ｄメールの準備を」

　……いや、百合フィールドって何だ？　反論しようかと思ったけれど、茶ちや化かす雰ふん囲い気きではない。変わらず真剣なようだ。どうやら、彼にとってもひとつの正念場らしい。

「……はいはい」

　言って携けい帯たいを取りだし、メールを送る準備をする。そこに橋田が問いかけた。

「時間設定は百二十秒でＯＫ？」

「うむ！　過去をオペレー司る女シヨン・神作戦ウルド、開始！」

　鈍にぶい音を立て、電話レンジ（仮）が動き始めた。

　回転方向は〝あの時〟と同じく逆回転。……少しずつ、タイマーの百二十という表示が減少していく。岡部はそれを注視しながら、タイミングを計っていた。

〝あの時〟と同じ条件にするためには、まゆりが不意に電話レンジ（仮）の扉を開けてしまった状じよう況きようを再現せねばならない。つまり残り時間を見計らって扉を開ける必要があるのだ。

「今だッ！」

　岡部が電話レンジ（仮）の取っ手を握にぎり、素す早ばやく開く。その瞬間、私も携帯のメール送信ボタンを間かん髪はつ容れずに押し込んだ。

　すると。

　電話レンジ（仮）を焦しよう点てんとして、またも稲いな妻ずまがラボ中を疾しつ走そうする！　机を割り砕くだいたときと同じく、電話レンジ（仮）の質量が一気に増大したかのように、下に敷しいてあるクッションにズンとめり込んだ。

　部屋中が激しくミキサーの中のように揺ゆれ動き、震しん動どうが走り抜ける！

　その様を見て、岡部はそれこそフィクションのマッドサイエンティストのように哄こう笑しようしていた。照りつける放電の光が、演出効果いっぱいだ。

「ふわははははははははははは！　来た！　来たぞ!!」

　まるで人造人間を生み出そうとするフランケンシュタイン博士のような光景だ。映画などと違ちがうのは、実際の放電現象がそこまで長く続かないことだが……。

　そして放電は唐とう突とつに始まったときとは逆に、ゆっくりと収まっていく。紫し電でんが消え、安全を確認したところで、岡部が談話室のまゆりに叫さけんだ。

「バナナは!?」

「ゲルバナになったね～」

　まゆりは今の騒さわぎにもまったく動じず、テーブルの上のバナナを指し示す。まゆりが房ふさから千切ったバナナは、やはりテーブル上の房まで戻もどっていた。……蛍けい光こうグリーンのゲル状となって。それを見て、私は息を吞のみ、橋田や岡部は歓かん声せいを上げる。

「ふぅわはっはっはっはっは～！　ついに解明したぞ。やはり俺の予想通りＤメールの発生条件は時間だったのだ!!」

「やるわね、岡部……。あまりに単純で気づかなかった」

　勝ち誇ほこる岡部。別に勝負をしていたわけでもないけれど、ここは敗北を認めよう。彼は確かに勝ち誇るに足る成果を上げたのだから。

　……と、思ってはいるのだが、やはり悔くやしい気分である。

「悔しいのか？　それでも俺に賛辞を送るその姿勢は評価してやろう！　ふわはははははは」

　こいつ、やっぱり大ビルでの講演の時のこと、まだ根に持ってるわね……。まぁ、いい。悔しいのは真実だし、それよりも確認しなきゃいけないことがある。

「それより、Ｄメールは届いてる？」

「うむ、成功だ！　受信日時は五日前！」

　尋たずねた私に、岡部はセットされていた自分の携帯を取り出す。開いてメール画面を起動すると、確かにメールは届いていた。……ただし、二通。橋田がそれを指し摘てきする。

「牧瀬氏、二通送った？」

「……ううん、一通だけ」

　何で二通もメールが到とう着ちやくしているんだろう？　私は不ふ審しんに思い、岡部の携帯をいじくらせてもらう。

　すると、一通目には私の送ったメールの文面の前半「Okabe was an」が。二通目には後半の「airhead」が表示されていた。

「二通に……、分ぶん割かつされてる？」

　呆ぼう然ぜんと私はつぶやく。

　電話レンジ（仮）の機能からしてまだ謎なぞなのに、さらにどうしてメールが二通に分割されるのかという謎が新たに増えたようだった。メールの受信日時が五日前なのも気になる要素だ。果たしてどういう理由があるんだろう？

　いずれにせよ、もう少し試してみるべきであるのは確実らしい。

「ちなみにこの文章の意味は？」

　岡部が、ふと疑問に思ったのか尋ねてくる。

　……「Okabe was an airhead」。意味は単純だ。アメリカの俗ぞく語ごで、「airhead」はバカ。「岡部はバカ」の意。日本ではアメリカ英語、俗ぞくに言う米語よりもイギリスの英語が重視されているので、なかなか気づけないのだろう。

　私は素っ気なく言った。

「自分で調べれば？」




　　　　☆




　それから約二時間後。徹てつ夜や組である岡部と橋田はさすがに疲つかれたのか、休きゆう憩けいがてらスーパーへと買い出しに出かけていた。

　同じ徹夜組の私はというと、確かに疲れてはいたのだが、それ以上に目の前で展開される未知の現象への好こう奇き心しんが強すぎて、逆に休める心境ではなかった。どうやら、アドレナリンが大量に分ぶん泌ぴつされているらしい。

　そのため、買い出しはふたりに任せて、まゆりとふたりで実験を続けていたのである。

　そして幾いく度どとなく実験が繰くり返される内に、色々と新しい事実が分かり始めていた。

　一度実験を行なうたびに、何かが自分の内に蓄ちく積せきされていく感覚は、本当に堪こたえられないものがある。これだから実験はやめられないのだ。

　何回目かの実験の準備中、橋田だけが一足先に帰ってきた。

「おかえり～、ダルくん。オカリンは？」

　まゆりが橋田を出で迎むかえ、彼の持っていたスーパーでの収しゆう穫かくを受け取る。

「オカリンは今、下で大家のブラウン氏と話してるお。しばらく実験はやめろってさ」

「え!?　どうして？」

　橋田から聞いた言葉がよく分からず、思わず聞き返してしまう。せっかく、いい調子になってきたのだ。電話レンジ（仮）がタイムマシンとして機能しなくなるタイミングまでの間に、できるだけデータを取っておきたい。

「ほら、Ｄメール送るときの放電と震動がすごいだろ？　それでブラウン氏が怒おこって家賃上げるぞって怒ってるんだお」

「ああ、なるほど」

　そこは腑ふに落ちた。岡部たちは結構、傍ぼう若じやく無ぶ人じんにラボを使っているみたいで、そもそもあまり貸し主である一階〝ブラウン管工こう房ぼう〟の店主の覚えはよくないようだ。そこにこれだけの震しん動どうをともなう実験を立て続けにしていては、確かに怒られもするだろう。

「う～ん、仕方ないわね。……じゃ、最後にもう一回だけね」

　私の言葉に、橋田の目が丸くなる。顔に「予想外」と書いてあった。うん、この表情になると彼は口調もあって、『＠ちゃんねる』で人気の某ぼうキャラによく似ている。

「え、で、でも牧瀬氏。それやばいよ、怒ど鳴なり込まれるかも？」

「ここまで来たら、やめられないわ。それに、もしかしたらもう電話レンジ（仮）が使えない時間帯に入ってるかも知れないんだし……」

　有無を言わせないスピードで、私は次の実験の準備に入る。

　その私の様子に、何を言っても無む駄だと考えたのか橋田はがさごそとまゆりがテーブルの上に置いたスーパーの袋ふくろをあさり始めた。

「いいの、ダルくん？」

「う～ん、牧瀬氏もオカリンと一いつ緒しよで、こうなったら止まらないみたい。好きにやらせてあげるお」

　まゆりと橋田が、準備を続ける私を見ながら言う。もっと文句を言われるかと思ったけれど、どうやら研究者の気き質しつをよく分かってくれているらしい。昨晩のハッキングの見事さといい、思ったより頼たよりになる人物のようだ。

　──これで、ＨＥＮＴＡＩでさえなければね。

　さて、準備を終えた私は岡部の携けい帯たいに送るＤメールの内容を書き込み始める。折せつ角かくだから、今回のこの件──もう一回お願いという内容──について送るとしよう。

「ワンモアプリーズ。これで、よしっ」

　言って私は、電話レンジ（仮）を起動する。再度、電話レンジ（仮）内のターンテーブルが逆回転を始めた。タイミングを見て、扉とびらを無理矢理開く。

　──そろそろコツがつかめてきた気がする。その内、自動装置を組み込もう。

　思いながら、開くと同時に床ゆかに伏ふせる。迅じん雷らいがラボ内の空気を焦こがし、激しい震動が床と天てん井じようを揺ゆらす。慣れては来たが、それでも派手な光景だ。

　一方、橋田とまゆりは放電がどの範はん囲いにまで影えい響きようを及およぼすかがもう分かっていたので、安全圏けんまで避ひ難なんして悠ゆう々ゆうとおにぎりやサンドイッチをつまんでいる。ふたりに危害が及んでいないのを確認した上で、私はテーブルと電話レンジ（仮）を見比べた。

「今回も、成功みたいね」




　　　　☆




　本日最後──になるかはまだ確定ではないが──の実験を終え、その成果を確認しようとしたところで、どたばたと誰だれかが階段を駆かけ上がってくる足音が響ひびいた。

　ラボに向かってきた足音は、そのままバーンと景気のいい音を立てて玄げん関かんの扉を開く。

　……岡部だった。

　彼はそのまま、靴くつを脱ぬぐ暇ひまももどかしく叫さけぶ。

「何をしてるか！　実験は中止だと言ったろう！」

　怒鳴る岡部に、橋田が応じる。けれど……。

「最後にもう一回だけって牧瀬氏が……」

　彼がすべてを言い終える前に、私が会話に割り込んだ。

「メールしたんだけど見てない？」

　言外に、私の責任で橋田は悪くないというニュアンスを伝える。ちなみに岡部の携帯は、実験に供するためラボに置きっぱなしだった。正確には今も、電話レンジ（仮）にセット状態である。

「見られるわけなかろうが！」

　当然である。

　岡部がずかずかとやって来たところで、彼に携帯を返しつつ言う。

「五日も前に忠告したのに」

　ちなみに送ったメールの文面は「1 more plz!」。ある事情から、「もう一回お願い」を非常に簡略化して送った文面だ。ちなみにＤメールで送ったので、到とう着ちやく日時は理論上、「7/28 14:50」。つまり五日前だ。

「ふざけるな！」

　興奮のあまり、声が裏返っていた。

　そんな岡部に、まゆりはのほほんとした口調で言う。

「あ、あと、なんか実験以外でもオカリンのケータイ何度も鳴ってたよ」

　その言葉に、岡部は何か一層不ふ機き嫌げんめいた気配を増す。そして携帯を確認すると、その不機嫌さは一気にＭＡＸにまで上り詰つめたらしい。

「何で直接いわんか！」

「どうしたのぉ？」

　まゆりが気き遣づかわしげに言う。

　なお、私は岡部に携帯を渡わたした直後から、頭の中に浮うかんだ仮説や方程式をホワイトボードに書き込んでいた。このため、岡部が何に怒おこっているのか、直接はよく分からない。分かるのは、怒いかりの矛ほこ先さきが私やラボ内の人間ではないということくらいだ。

　まぁ、彼にも私やまゆりの知らない人間関係くらいあるだろう。なので私は、殊こと更さらに吞のん気きな調子で言い放った。

「何だか分からないけどカルシウム足りてないみたいね」

「誰のせいだぁ────ッッ！」

　絶ぜつ叫きようしつつ、どうやら必死に携帯メールに返信しているようだ。どうしたんだろうか？　どうやらそのせいで私が何をしているのかについても気づいていないらしい。

「ま、データは十じゆう分ぶんとれたし、Ｄメールの法則についても大体分かったからよいけど」

「何？」

　そこでようやく岡部は私に振ふり返る。

　ちょうど、私がすべての内容をホワイトボードに書ききったところだった。それを見て、岡部の目が見開かれる。当たり前だろう。岡部なら、このホワイトボードに書かれている内容の重みが分からないはずはない。

　そこに私が書いたのは、簡単に言えばＤメールの仕様だ。

　放電現象の発生要件など、すでに判明している事実はさておいて、まず大きいのはＤメールで送おくれる文字数制限だろうか？

　現状、Ｄメールで送れるのは半角12文字、または全角で６文字が三行まで。つまり英文だと36文字、日本文で18文字の計算だ。これがさっき、私が「もう一回お願い」を「1 more plz!」と書いた理由だ。

「もう一回お願い」だと７文字で二行になるが、「1 more plz!」だと11文字なので一行で済む。なお、一行を超こえたメールは分割され、最大三通のメールとなって相手に届く。この際、最大文字数を超える文章は届かずに消失するようだ。

　次に大きいのは、電話レンジ（仮）のタイマーに入力する時間を変えることで、遡さかのぼる時間が調整可能と分かったことだ。現時点では、タイマーの一秒が現実の一時間に相当するとおぼしい。つまり、百二十秒で五日というわけだ。

　これらの検証とまゆりや岡部の意見をつき合わせた上で言うと、どうも電話レンジ（仮）で送ることのできる情報や質量には限界があるように思える。そしてその限界を超えた情報や質量は、失われるかゲルバナやゼリーマンのように変質する。

　おそらくは、この電話レンジ（仮）では完全なカー＝ニューマン・ブラックホールを生み出せていないのだろう。だから、理論通りのタイムトラベルができないのだ。そしてこれは多分、ＳＥＲＮのタイムマシンも同様に抱かかえている欠けつ陥かんだった。

　しかし同時に、それは逆説的に電話レンジ（仮）で不完全なカー＝ニューマン・ブラックホールを生み出せているということでもある。ＳＥＲＮはカー＝ニューマン・ブラックホールを生み出すのに、リフターという装置を用いているというのに……。

　つまり、この電話レンジ（仮）の場合も、そのリフターに該がい当とうする〝何か〟があるはずなのだ。……しかし、どう頭をひねってもそれに当たるような〝何か〟はラボ内には発見できなかった。

「とにかく、詳しよう細さいな検証は明日あした以降に行なう」

　私の説明を聞き、ホワイトボードを見つめた上で岡部は言う。

「だがこれだけは宣言しておこう。２０１０年８月２日は人類史にとって永遠に記録に残る日になるであろう。なぜならこの日、我ら未来ガジェット研究所は、人類初のタイムマシン開発に、成功したからである！」

　高らかに述べる岡部。その言葉には、ひとつの芯しんが通っていた。

　だが……。

「初じゃなくね？　ＳＥＲＮに先こされてたし」

　そこに橋田が容よう赦しやないツッコミを入れる。私もそれに続き、あえて淡たん々たんと言い放った。

「そもそも開発した、とは言えない。偶ぐう然ぜん、使えるようになっただけ」

「……くぅッ、どいつもこいつも。俺の堂々たる宣言に敬意すら払はらわんとは……」

　そのツッコミに、岡部は口惜くやしそうな表情で歯がみする。ただひとり、まゆりだけが彼に優しい言葉をかけた。

「でもオカリン♪　実験がうまくいってよかったね」

　耳にするだけで心が軽くなる言葉。

　こういう言葉をかけるのは、やはりまゆりがうまいのだなと、改めて認にん識しきした。研究を続けるには、どうしてもこういう飴あめと鞭むちが有効なのだ。

　さぞ心が癒いやされたことだろうと思い、私は岡部の顔を覗のぞき込む。

　……え？

　破顔一笑とまでは行かなくても、苦笑くらいは拝めるだろうと期待して見た岡部の顔は。

　……まるで能面のようだった。いや、そこに浮うかぶのは苦く渋じゆう。かすかな表情の変化ではあったが、それも見み逃のがせないほどにそれは濃のう厚こうな気配だった。

　何か、とても困難な問題に気づいたかのような、そんな表情。岡部が何故なぜ、そんな表情をしているのか理解できず、私はかける言葉を失ってしまったのだった……。
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　翌日。８月３日。朝。

　私はまゆりと合流して、ラボへと向かっていた。

　途と中ちゆう、まゆりが『ジューシーからあげナンバーワン！』を買うのにつき合い、私自身も足りなくなっていた日用品や差し入れのドクトルペッパーを買い込む。

　しかし買い物の最中でも、やはりどうしても頭をもたげるのは電話レンジ（仮）──タイムマシンのことだ。どうすればより良いデータが取れるのか、どうやればより高性能に改良できるのか。そればかりがぐるぐると頭を回っていた。

　ブラウン管工こう房ぼう横の階段を上がり、まゆりが先にラボの中へと入っていく。

「トゥットゥルー、おはようオカリン。タイムマシン実験する前に、まゆしぃのからあげ温めさせて欲しいな～♪」

　私もそれに続いて、ラボの中に入る。

「あ、岡部。タイムマシンのことでひとつ思い付いたんだが……」

　そこまで口にしたとき、何だかラボの雰ふん囲い気きがおかしいことに気づいた。

「……俺だ、まずいことになった。いや、そうじゃない。八号機の情報が第三者に漏もれた。ああ、分かっている。なんとかするさ。場合によっては口くち封ふうじしてでも食い止める」

　よく分からないが、岡部が必死になって携けい帯たいに向かって弁解していた──ただし、どう見ても携帯は通話状態ではない。

　そして、私と一いつ緒しよにやって来たまゆり。そして先に来ていたらしい橋田。……それ以外に、もうひとり。ラボの中に人間がいたのだ。それも、女性だ。

　ぴしっとしたブラウスにタイトスカート。細身の眼鏡をかけ、緩ゆるやかなロングの髪かみを背の半ばまで伸のばした、怜れい悧りな眼差しの女性がそこにいた。年若いが、一見した印象は秘書か弁護士かといった落ち着いた風情であり、有能そうな気配が伝わってくる。

　しかしその一方、視線の動かし方や挙動には、やや自信のなさが感じられる。普ふ通つう、このタイプは強い意志を感じさせることが多いのだが、あいにく彼女はそうではないようだ。……だが、重要なのはそこではない。

　……また、女性だということだ。

　漆原さんの時も思ったが、岡部の周りには女性の姿が多すぎる気がする。もしかして、こいつはナチュラルな女たらしなのだろうか？　もしそうなら、ここで始末して置いた方が、世のため人のためなのかも知れない。

　そもそも昨日、岡部がスーパーに買い物に行く前、「本作戦はトップシークレットである。誰だれにも漏らしてはならない。いいな？」と念押しをしていたような気がする。それを彼がまず、誰よりも率そつ先せんして破ったということだろうか？

　いや、待とう。

　事情も分からないまま、半死体を作ってはいけない。岡部の〝自じ称しよう・悪あく霊りようの宿った右みぎ腕うで〟を末まつ梢しよう神しん経けいごと引き抜ぬくぐらい、状じよう況きようを理解してからでもできるのだから。

「どういう状況？」

　問う私に、困ったように橋田が応える。

「僕たち全員華か麗れいにスルー？」

　ふたりの声にも、岡部は依い然ぜんとして携けい帯たい電でん話わを通じて虚こ空くうに弁解を続けるばかりだった。

　のだが……。

「機関に知られるワケにはいか……。通話中にメールを送るな！」

　突とつ然ぜん、岡部の携帯に目の前にいる女性から携帯メールが飛ぶ。よく見ると、彼女はずっと携帯を構え、目にもとまらぬスピードでメールを打ち込んでいたようだ。正直、舌を巻くとはこういうことだろうかと思うくらい速い。

　そして、そのままふたりは見つめ合う。

　……見つめ合う。

　……見つめ合う。

　……よし、殺そう。今すぐ殺そう。即そく座ざに殺そう。

　やはり岡部こと鳳凰院凶真は世界の害悪だ。ＳＥＲＮより先に、いきなりラボ内でラブシーンを始めるようなこの男を殺すのが、私の役目だ。

　たった今、そう決まった。

　自分の心の中で納得をつけ。行動を開始しようとした矢先。

　岡部が「もう耐たえられない」といった風情で、観念したように話し出した。

「分かった……。こうなったら全てを話そう。秘密を知られたからにはしかたがない」

　その岡部の発言に、私はかろうじて思いとどまる。

　おそらく、たった今あった私の心の中の葛かつ藤とうは、すぐそばにいたまゆりや橋田さえも気づかなかったことだろう。それくらい、完かん璧ぺきなポーカーフェイスだったと思う。そのはずだ。

　そしてそんな私をよそに、岡部はくわっと目を見開き、びしっと彼女を指さして宣言する。

「──桐生きりゆう萌もえ郁か！　貴様は今日からラボメンナンバー００５だ！」
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　桐生萌郁。二十歳。ラボメンナンバー００５。

　つまり００４である私の次に新しいラボのメンバーである。

　結局、色んな紆う余よ曲きよく折せつを経て彼女のことを聞き出すのにはかなりの時間がかかった。そもそも彼女はある編集プロダクションのバイト社員であり、その業務の一いつ環かんとして秋葉原で幻まぼろしのＰＣとの噂うわさが流れていたＩＢＮ５１００の取材をしていたのだという。

　その過程で、彼女は実際にそのＩＢＮ５１００を手に入れた岡部に、ＩＢＮ５１００を見せてもらうためにラボにやって来たのだそうな。

　そしてうっかり彼女をラボに上げてしまった彼は、そこで極秘にしているはずのタイムマシンに関する情報を漏らしてしまい、それを何とかするために桐生さんをラボメンに無理矢理引き込んだ、ということらしい。

　無口だが、まゆりや漆原さんとはまた違ちがうタイプの美人だ。その場にいれば、おそらく半分以上の人間が彼女に目を奪うばわれるだろう。そのぴしっと通った背筋と直立不動の姿勢も、注目を集めやすい要素だった。

　しかしいかんせん、彼女はコミュニケーション不全気味の人間だった。

　通った背筋とは対照にうつむきがちで、しかもほとんどしゃべらない。意い思し疎そ通つうは必ずメールで行なおうとする。

　私のいた研究所にも変人がたくさんいたし、直接の先せん輩ぱいであるインド人なんか何故なぜカリフォルニア大学バークレー校の方に行かないのかと、小一時間問い詰つめたくなるくらいだ。しかしそれでも、彼女ほどに変わった個性はさすがに見たことがない。

　……そうして私たちが桐生さんからその素す性じようを聞き出している間、岡部と橋田は電話レンジ（仮）を新たな形へと改造していた。

　電話レンジ（仮）から完全に電子レンジとしての機能を取り除き、完全にタイムトラベル専用機へと作り替かえようというのである。

　さらにその過程で、今までは電話レンジ（仮）にセットした携けい帯たいにしかＤメールを送れなかったのを、転送設定を行なった携帯になら何でも送れるように調整したのだ。これで、自由に携帯を持ち歩きながら、Ｄメールを受け取ることが可能になる。

　情報を交こう換かんし、改造作業を終えると、時間は正午をかなり過ぎていた。岡部は雑多なこもごもが片付いたことを確認すると、厳おごそかに宣言した。

「では円えん卓たく会かい議ぎを始める！」

「つか窓開けよ、暑いっしょ」

　言った瞬しゆん間かん、橋田が抗こう議ぎの声を上げる。あまりに絶ぜつ妙みようなタイミングでの発言に、少し岡部がかわいそうになった。……ハッ、私は何を言ってるんだろう。あんな奴やつがかわいそうなはずがない。

「何をしているのだダル！　機関に我々の秘密を知られたらどうする」

「妄もう想そう乙おつ」

　岡部は窓を開けようとしていた橋田を制止する。

　まぁ、確かに窓を開けていては秘密も何もない。そもそも、岡部は大声でしゃべりすぎだ。

　しかし同時に、この殺人的な日本の夏。ヒートアイランド現象真っ盛りの秋葉原の夏で、冷れい房ぼう器具もなしに窓を閉め切るのは、自殺行こう為いか殺人行為か、あるいはその両方だ。正直言うと、窓を開けて欲しい。

　それが無理ならせめて濡ぬらしたタオルでも吊つって、気化熱で室温を下げるくらいしてもいいのではないだろうか──ちなみにこの案は先だって、機械のために湿しつ気けを嫌きらう橋田によって却きやつ下かされている。

　岡部は何とか橋田に窓を閉めることを納得してもらうと、改めてこちらに向き直る。その瞬間、彼の携帯からメール着信音が鳴り響ひびいた。携帯を素早く抜ぬいてメールを確認した岡部は、むっとした表情で桐生さんを見る。いつの間にかメールしていたらしい。

　返信はせず、岡部はメールを黙もく殺さつすると話を続けようとする。

「これより、過去をオペレー司る女シヨン・神作戦ウルドを第二段階に進め……」

　再び、岡部の携帯からメール着信音が鳴り響く。岡部、無視する。

「Ｄメールをより実じつ践せん的に……」

　みたび、岡部の携帯からメール着信音が鳴り響く。岡部、無視する。

「使う実験を……」

　さらに、岡部の携帯からメール着信音が鳴り響く。岡部、無視するがさすがに苛いらつき始めているようだ。しかもそこから先は、ほとんどどうやって打っているのかも分からないくらい、ひっきりなしに着信音が鳴り響いていた。

　岡部の手が、ふるふると震ふるえている。怒いかりか、苛いら立だちか、憤いきどおりか。いずれかは不明だが、そのどれでもあまり大差はないのかも知れない。

「行なおうと思う」

　怒ど濤とうのようなメール攻こう勢せいの中、岡部は何とか作戦の目的を話しきる。どうやら岡部は、自分がまくし立てるのは得意だが、まくし立てられるのは苦手らしい。覚えておこう。

　そんな岡部の元に、まゆりは麦茶を差し出した。同じく桐生さんにも。

「夏は麦茶だよね～。萌郁さんも、飲む？」

　冷たいものを飲むのは、気分を落ち着けるのに役立つ。こういうとき、まゆりはきちんと空気も読んでるし、本当にしっかりした観察眼と洞どう察さつ力を持っているのだと、心の底から感心する。なかなかできることではない。

　麦茶を渡わたされ、ふたりともそれに口をつけたところで、橋田が尋たずねた。

「……実践的って、何するんだお？」

　それに対する岡部の返答は、予想を遥かに超こえて重々しかった。

「過去を、変える！」
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「過去を、変える！」

　その岡部の決然たる言葉に、私は思わず座っていたソファから立ち上がりかける。

　あまりに聞き捨てならない言葉だったからだ。

「待って、そんなの危険すぎる。もしもタイムパラドックスが起こったら!?」

　バタフライ効果と呼ばれるものがある。

　ほんの些さ細さいな要因が、後にどの様な結果を引き起こすかは完全に予測することができないというカオス理論の概がい念ねんだ。

　俗ぞくに「北京で蝶ちようが羽ばたくと、ニューヨークで嵐あらしが起きる」などのように紹しよう介かいされる。つまり、一頭の蝶の羽ばたきが、周囲の空気をかき乱し、遠く離はなれた場所に嵐を巻き起こすかも知れないという現象のことだ。

　たとえそれが本当に些細な変化でも、過去を変えるなどという現象を引き起こしてしまえば、何が起こるかは分からない。慎しん重ちようの上にも慎重を重ねるべきだ。私はそう、主張したのだ。だが……。

「助手よ。お前は科学者として、Ｄメールを使い……過去を変えられるかどうか、確かめたくはないのか？」

　ストレートな問いだ。私はその問いに、我知らず言いよどむ。

「そ、それは……」

　当然だろう。誰だれだって、研究者の端はしくれならこの未知の現象で引き起こされる事象をこの目で観察してみたいと思うはずだ。〝知りたい〟と思う気持ちはそれほどに貪どん欲よくで、身勝手で、制せい御ぎよ困難な代物なのだ。

〝知りたい〟。

　過去が変えられるのか。変えた結果、どうなるのか。何が起きるのか。

　それを〝知りたい〟。そう思うと、私は二の句が継つげなかった。

「でも何を変えるの？」

　まゆりが問う。それに対し、岡部は目を閉じてゆっくりと語りかけるように言った。

「それを、今から考えるのだ！」

　沈ちん黙もく。

　静せい寂じやく。

　無音。

　……そしてメール着信音。

「さて、僕は調べ物があったんだお」

「萌郁さん、ラボの中案内するねぇ～」

　岡部の携けい帯たいから鳴り響ひびいたメール着信音が、一同の心の堰せきを切った。

　橋田とまゆりはそそくさと岡部から離れる。

「ま、待てっ！　決してアイデアがないわけではないぞ!!　ただ、全員の意見を統合してだな……」

「はぁ、自信たっぷりに言うから何か腹案があるんだと思ったら……」

　ため息をつき、私は言う。やっぱり、この男に振ふり回されている限り、私はため息から解放されないのだろうか？

「おお、助手！　いや、俺はできるだけ影えい響きようの少ない方向で分かりやすい過去改変のアイデアを募ぼ集しゆうしたかっただけなのだ。分かるだろ？」

「分からんわ！」

　まったくこの男は……。頼たよりになるかと思ったら頼りにならないし、意志が強いかと思ったらへたれるし、態度が大きいと思ったらすぐ卑ひ屈くつになるし……。

　放って置いたら、一体どうなってしまうんだか。

「……とりあえず！　一いつ旦たん、どちらにせよ休きゆう憩けいしましょう？　岡部も橋田も、ずっと電話レンジ（仮）の改造にかかりきりだったんだから、頭も回らないでしょうに」

「さ～んせ～。そんで、窓を開けて欲しいお。暑すぎるだろ、常識的に考えて」

　私の言葉に、橋田が食いついてくる。

　どうも岡部には、今すぐにでも実験を開始したいという欲よつ求きゆうがあるようだ。その気持ちは分からないでもない。

　けれど、建設的な意見が出ないときには、少し休むのもゴールに近づくための方策のひとつである。そのことを主張すると──結構な問答の末に──、岡部が折れた。

「まぁ、仕方ない。確かに少し疲つかれたような気もする……」

　言って、岡部はテーブルの前に座り込み、冷たい麦茶をくーっとあおる。

「ぷはぁっ……」

「じゃ、早くどうするかを決めないとね。……休憩が終わったら」

　私はそう言って、持ち込んだ分厚い専門書を手に取る。以前から読みたかったけれど、なかなか何処の図書館にも置いていなかった本だ。

　秋葉原の図書館で出会ったのは僥ぎよう倖こうと言えるだろう。

　しばし、休憩の時間が過ぎる。すると、何かを思い立ったのか岡部は、電話レンジ（仮）のところへと歩いて行った。どうやら、片時もタイムマシンから離れていることができないらしい。携けい帯たい電でん話わを取りだして、何事かをやっている。

　その熱心さに、昨日の実験の時と同じく私はパパの姿を思い出した。

　……もしも。

　あくまで、もしもだ。

　ＳＥＲＮがタイムマシンの研究について四十年前から行なっていたことを公表していたら、パパはどうしていたろうか？　トンデモ科学ではなく、正統な科学の系統と認められたタイムマシンをやはり研究し、それこそＳＥＲＮに迎むかえられていただろうか？

　岡部が過去を変えると言い出したとき、どうしても思ったのはそれだ。

　正直、自分についてだけなら私は一切、変えたいと思う過去はない。もちろん、手痛いミスを犯したこともあるし、失敗だってしてきた。それはでも、自分の一部だ。失敗をしてきたから、それを補おうと努力したのだ。

　たとえ失敗の歴史でも、それは私にとっては今の自分を構成するためになくてはならない要素なのだ。だから、もしも七年前の人生最大の失態のその夜に戻もどれると言われても、私は首を縦には振らないだろう。

　確かにあの夜のことは何とかしてやり直したい、私にとって最大のトラウマだ。

　でも、やり直したいのはあくまで今の自分としてであって、子供の頃ころに戻って「失敗をしなかったこと」にしたいわけじゃない。

　だから、私には〝知りたい〟という欲求と、ＳＥＲＮを放ってはおけないという動機以外に、タイムマシンを使ってやりたいことはあまりなかった。
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　岡部が立ち上がって、少しして。

　その様子に何かを感じたのか、まゆりが彼のそばへと歩いて行く。

「オカリン？」

　まゆりが呼びかける。だがどうもこの時、岡部は焦しよう点てんの合わない目で虚こ空くうを見つめているだけだったようだ。

「オカリン……、オカリン。大だい丈じよう夫ぶ？」

　何度かまゆりが岡部を呼ぶ。すると岡部は、何だかハッとした表情になって周囲を見回しだした。気分が悪いのか、額には脂あぶら汗あせが浮ういている。

「い、今のは？」

　言って岡部は、その手に握にぎられた携帯を見やる。が、特に何もなかったらしい。そのまま次は電話レンジ（仮）をじっと見つめている。

　どうしたのだろう？　何か様子が変だった。

「……俺は、何分ぐらいここに立ってた？」

　呆ぼう然ぜんとしたような言葉。本当にどうしたんだろうか？　思っていたよりも調子が悪かったのかも知れない。

「え？　ん～と、三十秒ぐらいかな？」

「三十秒？」

　まゆりは問われて、大体の時間を答える。それに対して、岡部は意外とでも言いたげなニュアンスの返事を返す。

　私は立ち上がり、思わず口を挟はさんだ。

「覚えてないの？　さっきまでＤメールで過去を変える実験の話をしてたじゃない、そしたら……」

「急に電話レンジちゃんの所に来てはぁはぁって言い出して」

　私の言葉の後を、まゆりが引き継ついで言う。だが、それを聞いても岡部は何があったのかよく分からないという顔をしていた。

　……まるで記き憶おくが少しの間、まるまる飛んでしまったかのような顔つきだ──ちなみに、この合間に橋田がまたＨＥＮＴＡＩセクハラ行こう為いに出たが、それについてはもう触ふれないでおく。

　岡部はふらふらと、電話レンジ（仮）のある開発室から談話室へと歩み出てくる。その足取りはおぼつかないもので、少し危なっかしい。倒たおれないように支えようかと思ったところで、彼は立ち止まり再び携けい帯たいを覗のぞき込んだ。

「……届いてる！」

「……岡部、ホントに大丈夫？」

　私は心配になって岡部に近づく。脳機能の問題だろうか？　急性の脳のう梗こう塞そくや脳出血の可能性もないわけじゃない。すると彼は、突とつ然ぜんこちらを振ふり返った。

「金は？　ロト６だ！　セレセブ！　俺は三等を当てたのか!?」

「セレセブ言うな！」

　反射的に、口から言葉が衝ついて出る。

　一いつ瞬しゆん、そのことに途と方ほうもない違い和わ感かんを感じた。

　──何故なぜ、私は「セレセブ」という言葉を知っている？　疑問が、まるで記念写真のフラッシュのように、意識の中でまばゆく弾はじけた。
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　まるで走そう馬ま燈とうのように、脳裏を無数の記憶が駆かけ抜ぬける。

「でも何を変えるの？」

　まゆりが問う。それに対し、岡部は目を閉じてゆっくりと語りかけるように言った。

「良い質問だ。……俺が本作戦において成し遂とげたいこと。それは、宝くじを当てることだ！」

　──違ちがう。

　──さっき、岡部はまゆりに同じことを聞かれて、「それを、今から考えるのだ！」と答えたんだ。宝くじの話なんかしてない。

「オカリン……。まゆしぃは悲しいです」

　まゆりに抗こう議ぎされる岡部。

「もっとね、世界が平和になる方法とか考えるべきじゃないかな～。たとえば世界中の人たちが、うーぱクッションを持っているようにするとかぁ」

「岡部。……志、低すぎ！」

　麦茶を飲み干してからつぶやいた私の言葉に、岡部は猛もう然ぜんと食ってかかる。

「過去を変えられるかどうかの実験なのだ！　一番分かりやすいではないか!?」

「でも目的はお金でしょ？」

　切って捨てる私。

「黙だまれ！　セレブセブンティーン！」

「セ、セレ……はぁ？」

　謎なぞの単語を口走られ、少し頭の中がブランク状態となる。

　……おまえは何を言っているんだ？

　私が戸と惑まどっているのを見て、岡部は勝かち誇ほこったような表情で奇き妙みような英語めいた発音の言葉を言い放つ。

「セレブ、セブンティ～ン！　親の金でホテル住まいをしているような人間に、とやかく言われる筋合いはない！」

「私は十八歳だ！」

　──違う。

　──こんな会話はしてない。じゃあ、この記憶は何？

「……い、一等は……流石さすがに目立ち過ぎる。お、俺は機関に追われてる身だからな」

　当選発表のタイミングの都合から、ロト６を買うことに決めて何等を取るかの話になると、岡部は一等が二億という話に驚きよう愕がくする。

「……ビビったな」

　結局、岡部は二等の二千三百万円でも安心できず、三等の七十万を目標として定めた。

「岡部って結構チキンね」

　私は呆あきれたように岡部を見る。

「それがタイムパラドックスを心配していたやつの言い草か？　セレセブ」

「セレセブって略すな！」

　──そうか、セレセブってこのことか……。

　──でも、こんな話はしてないのに。してないはずの話の記き憶おくが……、私の中にある。

「……七日前だから。百六十八時間、百七十秒ってところかしら？」

　電話レンジ（仮）を使うために準備をする私。それを受けて岡部が言う。

「フッ、ついに運命石のシユタインズ・扉ゲートを開く時が来たな」

「またそれ？　本当、飽あきないわね」

　岡部に向かって、私は呆れたように言う。それに彼は、毎度のごとく食ってかかってくる。

「お前こそ、いちいち水を差すな」

　言った瞬しゆん間かん、焚たかれるフラッシュ。桐生さんが、言い合っている私と岡部の写真を撮とったようだ。何故そうしたのかと尋たずねると彼女は、「楽しそう、だったから」と言葉少なく答えた。

「べ、別に楽しくなんか……！」

「それにしてもこの助手、ツンデレである」

　反論する私に、橋田が茶々を入れる。当然、私は弾はじかれたようにそれを否定した。

「誰だれがツンデレだ！」

「ほ～、牧瀬氏、ツンデレの意味が分かるん？」

　揚あげ足を取るように、橋田が言う。その顔には、にやにやした笑いが浮うかんでいた。そう、私が＠ちゃんねらーであることを見み抜ぬくような笑いが……。

　──体験したことのないはずの記憶。

　──それが渦うずを巻いて、今まで以上の速度で流れ出す……。そして、どんどん消えていく。

　──走そう馬ま燈とうのようだった記憶が、次第に陽炎かげろうのようにあやふやとなり……、消えて……、消えて……、消えて……。
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「金は？　ロト６だ！　セレセブ！　俺は三等を当てたのか!?」

「セレセブ言うな！」

　反射的に、口から言葉が衝ついて出る。

　一いつ瞬しゆん、そのことに途と方ほうもない違い和わ感かんを感じた。

　──けれど、その違和感は一瞬にして春の淡あわ雪ゆきのように消えてしまう。あれ、今の何だったんだろう？　……まぁ、いいか。

「……って、何の話よ？」

　ロト６などと言われても、何のことだか分からず、私はそう答える。

「何？　何って、お前……」

　岡部は、私の反応に明らかに戸惑っていた。そこにまゆりも声をかける。桐生さんもやって来て、無言だが心配そうな視線を向ける。

「オカリン？」

「実験だ！　俺たちはＤメールを使って過去を変える実験を……！」

　わめくように言う岡部を見ながら、その視線の動きやろれつから脳機能に障害が出ているかどうかを確認する。専門医というわけではないが、私のできる範はん囲いでの診立てでは、特に問題はなさそうに思えた。

　私は半分安あん堵ど、半分呆れながら告げる。

「だから今どんな内容のメールがいいかみんなで話してたんじゃない」

　その言葉に、岡部は心底から驚おどろいたように「えっ!?」と声を上げた。まゆりが嬉うれしそうに、「タイムマシンで世界を変えるなら」という願い事を口にする。

「まゆしぃは、世界が平和になる方法とかいいな～。たとえばぁ、世界中の人たちがう～ぱ～クッションを持っているようにするとかぁ」

　……少し何処どこかで聞いたようなことを口にするまゆり。そのまゆりと私に、震ふるえる唇くちびるで岡部は問う。

「……本当に覚えて、ないのか？」

　さすがに、そこまで言われると私もきょとんとなる。……しかし同時に、胸の奥でちくりとひとつの疑念が生じた。あれ、もしかして？

　その疑問がしっかりと形を成すよりも早く、ラボの玄げん関かん扉とびらを誰かがノックする。そこにまゆりが声をかけた。

「どうぞ～。あ、るかくん。いらっしゃ～い」

　まゆりの声を受けて、私も玄関の方向に視線を向ける。そこにいたのはつい一昨日おととい、柳林神社で出会った美少女──漆原るかだった。

　今日はあの時の巫女みこ服とは違ちがい、黒の普ふ段だん着ぎを着ているが、その服装でも彼女のしっとりとした美しさは変わらない。むしろ活動的になった分、目を引く度合いは上がったのではないかと思わせる。

　そんな彼女は、ラボに入って来るなり恐きよう縮しゆくした顔で岡部の元へと向かい、頭を下げた。

「凶真さん、すみませんでした！」

　その突とつ然ぜんの行動に、謝られた岡部を初め、その場にいた全員が顔に疑ぎ問もん符ふを張り付かせる。

「るかくん？」

　かろうじて気き遣づかわしげな声をかけたまゆり以外の人間は、ただ絶句するばかりだ。漆原さんは、おずおずと手に持っていたカードを岡部に差し出す。どうやら、いくつもの数字が書かれたカードらしい。

「……これ」

　差し出されたカードを見て、岡部は無言で驚きの表情を見せる。そして彼女からカードを奪うばい取ると、目を皿のようにしてカードを確認し始めた。その様子を脇わきから覗のぞいていた橋田は、「あれ、ロト６の券だお？」と声を上げる。

　……ロト６？

　それは、ついさっき耳にしたばかりの言葉だ。岡部が、セレセブ──二度と呼ばれるのはごめんこうむりたい名前だ──と一いつ緒しよに口にしたのである。橋田に確認すると、何でも宝くじの一種らしい。

「……02、12、18。同じだ。ルカ、お前これをどこで!?」

　岡部はカードに書かれた数字に注視して言う。

「え？　あの……。ボク、凶真さんに数字を教えてもらって……」

　それに対し、漆原さんはその数字を教えたのは岡部だと口にしたのだった。

「俺が？」

「当たるかも知れない数字だから買ってみろって……」

　他ならぬ自分自身がその数字を教えたのだと言われ、呆あつ気けにとられる岡部。一方、橋田は無む邪じや気きに漆原さんに尋たずねていた。

「へ？　いつ？」

「一週間前です」

　漆原さんの言葉に、まゆりは素直に感心の声を上げる。

「わ～、オカリンは予知能力者だね」

「で、るか氏、ロト６当てたん？」

　再度の橋田の声。その声の後ろで、私は強い疑念を感じながら岡部を見つめる。

　先ほど胸の奥に生じた小さな疑いの心が、次第に育っていくのが分かった。そんな私の様子をよそに、一同から注目を浴びる漆原さんは消え入りそうな声で言う。

「それが……、番号をひとつ間ま違ちがえてしまって」

　その言葉に、岡部が手にしたカードの数字を丹たん念ねんに確認し始める。彼の仕草だけで、私の疑念への回答としては、十分すぎるものがあった。

　他方、橋田は漆原さんの言を素そ朴ぼくに受け取り、残念そうな声を上げる。

「うおぉぉぉぉ！　惜おしい、惜しすぎる!!」

〝そのこと〟に気づいた私は、とても橋田のように手放しに喜ぶことはできない。

　すべての証しよう拠こが、私の疑念が正しいものであることを示している。そしてその答えもだ。私は、わななくようにつぶやいた。

「岡部……。あんた、まさか電話レンジで……」

　間違いない。

　すでに、ここにいる岡部は過去を変えた後の岡部だったのだ。他ならぬ、電話レンジ（仮）の力によって……。
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　時は過ぎ、午後四時手前頃ごろ。

　岡部は先ほどの漆原さんがやって来た一件の後、本日は解散の旨むねの宣言を出した。

　何でも階下〝ブラウン管工こう房ぼう〟の店主が帰ってきたため、これ以上の実験は大家を怒おこらせる危険がある関係上、不可能と判断したらしい。

　確かに、あの轟ごう音おんと震しん動どうを一階の人間に知られずに実験を行なうのは不可能に近かった。

「……オカリン」

　立ち去り際、まゆりを初めラボのメンバーは岡部のことを心配する眼差しを向けていた。幼なじみのまゆりはともかく、橋田や漆原さんまであのように心配するということは、この男も曲がりなりに所長としての人望があるということなのだろう。

　現在、ラボの中には一心不乱に携けい帯たいでメールを打つ岡部と、ソファで科学雑誌を読みふける私のふたりきりとなっていた。

「……で、そこの助手。お前は帰らないのか？」

　ひとしきりメールを打ち終わったのか、それとも小休止か、岡部が話しかけてくる。それに私は、わざと素っ気なく答えた。

「ちょっと考え事」

　しかしその言葉をどう曲解したか、誤解したか、ねじ曲げたか、岡部は独自の解かい釈しやくで私に返事を投げかける。

「ふん。……そうか、ホテルに帰っても一人ぼっちで寂さびしいから、この俺に構って欲しいというわけだなお子様セレセブめ」

「だからセレセブって言うな!!　お願いだからその呼び方やめて……。せめて助手にして」

　私はかちんと来て言い募つのる。

　どうやら岡部のメール打ちは小休止に過ぎなかったようで、話している内に彼はメール入力を再開していた。

「俺はメールをする用事があるのだ。どうしてもここにいたいのならば、邪じや魔ませず静かにしているのだな。蘇りし者ザ・ゾンビ」

　岡部の言葉からは、私をこの場から遠ざけたいという気配がにじみ出ている。邪じや険けんにしているわけではなく、むしろ気き遣づかうような感じがその口調には感じられた。

　そのことが、逆に何だか悲しい。

　私はまるで子供のように唇くちびるをとがらせ、科学雑誌に視線を落としながらつぶやく。

「……その呼び方が、一番かちんと来る」

　静かな時間が流れる。

　ただ岡部がメールを打つ音と、私が時折ページをめくる音だけがラボを支配していた。

　やがて岡部はメールを送信したのか、深い息をついて入力ボタンから指を離はなす。しかしそれでも、その眼差しは携帯の液えき晶しよう画面に向かったままだった。

　私はその光景に、何となく嫉しつ妬とめいたものを感じてしまう。

　物理的な距きよ離りはこんなに近いのに、心の距離は何だかとても遠い気がした。私は無意識に思う。……どうすればこの距離は縮まるんだろうと。

　思えば私はずっと、同じようなことを考えてきたのかも知れない。今まではパパを、そして今はこの目の前にいる岡部倫太郎を、どうすれば……もっと理解できるのだろうか、と。

〝知りたい〟。

　確かにそれは根源的な欲よつ求きゆうなのだ。

　どんなに学んでも、どんなに経験を積んでも、こんなに簡単なことさえ人間は分からない。だから、〝知りたい〟。身近なことを、すべてを。

　私に横顔を向けている彼の、喜びを、悲しみを、願いを、望みを。

　岡部は携帯を見つめたまま、じれったそうに待ち続けている。私はその背中に、思わず声をかけた。

「恋こいする乙おと女めが、好きな相手からのメールを待ってるみたい」

　ほんの一いつ拍ぱく空けて、岡部が背中越ごしに言葉を返す。

「そんなにかまって欲しいのか？」

　……言われ、私は「そうなのだろうか？」と自問する。かすかに目が見開かれた。どうなのだろう。少なくとも、私が今〝知りたい〟ことが、彼の心の内にあるものであることだけは確かだ。

　直接、尋たずねたい衝しよう動どうに駆かられる。メールの相手を。

　聞いたら、教えてくれるだろうか？　拒きよ絶ぜつされるだろうか？　はぐらかされるだろうか？　それとも、私の知らないまったく別の対応を岡部はするのだろうか？

　どの反応を岡部がするのか、こういう時の彼のことを私は何ひとつ知らない。そもそも、一個の人間が知ることのできる世界の範はん囲いなど、大したものではない。何をどれだけ知ったところで、隣となりにいる人間の心の内を知るのは難しい。

　私は結局、己の内にある衝動に負けて問いかける。

「メールの相手。……誰だれなの？」

　聞く者と聞くときの状じよう況きよう次第では、如何いか様ようにも取られかねない言葉だ。迂う闊かつな言葉かも知れない。それぐらいの分別は私にもある。でも、それでも知りたかった。

　私の内心の葛かつ藤とうをよそに、岡部は微び動どうだにせず淡たん々たんと答える。

「……ジョン・タイターだ」

「え？」

　私は視線だけ向け、まったく読んでもいなかった科学雑誌から顔を上げる。その瞬しゆん間かん、岡部の携帯から着信音が鳴り響ひびいた。メールらしい。

　岡部は、おそるおそるといった様子でメールを開く。その指先がかすかに震ふるえているように思えたのは、私の見み間ま違ちがいだろうか？

　……けれど、どうやらそのメールは待ち人──ジョン・タイターからのものではなかったらしい。岡部から、落らく胆たんと安あん堵どの気配が伝わってくる。

「……ん」

　うっすらに唇に乗る笑み。

　おそらくラボメンの誰か、もしくはつき合いの深い友人の誰かだろう。

　漆原さんかも知れない。

　岡部はわずかに自じ嘲ちようめいた笑みとともに、メール画面を閉じる。すると、ほぼそれと同時に再びメール着信音が鳴り渡わたった。

　反射行動的にメール画面を開く岡部。

　私は思わず、今度こそ本命のジョン・タイターからかと身を乗り出す。

「くっ……、この！」

　しかしメールを開いたとおぼしい岡部から漂ただよってくるのは、苛いら立だちと不ふ機き嫌げんさであった。明確に待ち望んだ相手からのメールではない。

　察するにスパムか、それともメール魔まである桐生さんかどちらかだろう。

　私は少し残念な気分でソファに座り直す。

　何故なぜだか、私は岡部とともにジョン・タイターを待ち続けている気分になっていた。その理由は、自分でもよく分からない。

　──本当に、よく分からないことだらけだ。逆に言えば、だからこそ〝知りたい〟と人は思うのだろう。謎なぞは常に人を成長に導く要素で、未来への道標でもある。

　ソファに私が落ち着き直したところで、今度はメールではなく電話の着信音が岡部の携けい帯たいから響く。これには岡部も驚おどろいたらしい。

　しかし普ふ通つうに考えると、ジョン・タイターが電話をかけてくることはあり得ない。実際、電話は別の人間からのものだったらしい。

「……ダル？」

　岡部は橋田のあだ名をつぶやく。そして滑すべるような動きで指をスライドさせ、通話ボタンを押した。二言三言、会話を交わす。

「貴様は神田川で水浴びでもしていろ！」

　すると突とつ然ぜん、岡部は怒いかりの形相となって電話を切ってしまった。相手が相手である。また、空気を読まない発言か『＠ちゃんねる』的言動で感情を刺し激げきされたのだろう。そのまま携帯の通話を切る。

　肩かたで息をしていた。どうやら精神的体力を削けずるような会話内容だったらしい。

　相手が相手である。さもありなんというところだろうか？

　だが、電話は通話を切ってすぐにまたも鳴り始めた。岡部の眉まゆ根ねが寄る。彼は怒り顔で、携帯を耳に当てる。怒ど鳴なり声を張り上げる準備をしている顔だ。

「もしもし、財さい布ふは届けないからな……」

　しかし……、通話を開始した岡部が怒鳴り声を上げることはなかった。表情がかすかに和らいでいる。

「何だ、まゆりか」

　その言葉が発された瞬間、私はあることに気づいた。

　立て続けにかかってきた橋田とまゆりの電話。もしも前二回のメールも、私が勝手に推測したように漆原さんや桐生さんであったとすれば……。

　結局、ラボメン全員が岡部のただならぬ様子に、心配の気持ちを抱いだいていたのだということになる──メールについては私の勝手な推測だが、そうならいいなと素直に思った。

　同じことに岡部もまた気づいたのか、「おや？」と言う表情になる。そして言った。

「ダルも一いつ緒しよにいるのだろう？……金を貸す必要はないからな」

　先ほど携帯を通話状態にしたときの第一声からして、橋田の用件は借金か何かの申し入れだったらしい。まぁ、こんな緊きん張ちよう状態でそんな話をされれば、怒おこるのも無理はない。

　けれど今、岡部はその緊張から解放されているようだった。

　さすがはまゆりと言うべきなのかも知れない。おそらく岡部が一番リラックスできるのは、彼女の元でなのだろう。……少し、うらやましい気もする。

「あぁ……。もう切るぞ、バイト頑がん張ばれよ」

　まゆりと話す前と後では、岡部の様子はまったく違ちがうものだった。表情は穏おだやかになり、その頰ほおに浮うかぶのは自嘲などではなく、純じゆん粋すいに落ち着きから来る笑みだった。

　どうやら、自分がみんなからどれだけ心配されているか、大事に思われているかを再確認できたようだ。今の世の中、これだけ親身になってくれる人間がいるというのは、珍めずらしいことなのかも知れない。

　そしてそれはおそらく、彼が誰だれかに親身になることによって培つちかってきた、信しん頼らいというものなのだろう。

　私はくすりと笑み、指し摘てきした。

「岡部……。顔がニヤけてる」

「……ッ！」

　言うが早いか、岡部は瞬しゆん間かん的に反応してこちらを睨にらみ付ける。

　私はまるでモグラたたきのモグラのように、とっさにさっと顔を雑誌で隠かくした。

「………………」

　しばし私を雑誌越ごしに睨んでいた岡部だったが、やがて気が抜ぬけたように息をつき頰を緩ゆるめる。どうやら、彼を心配している人間が、ここにももうひとりいることに気づいてもらえたらしい。

　人はひとりではない。

　誠意ある生を送ってきたのなら、必ず助けてくれる人間がそばにいる。岡部には、それを分かって欲しかったのだ。




　　　　☆




　岡部がリラックスし、だいぶその表情も和らいだとき。

　またもメールの着信音があった。その差出人の名前を見て、岡部はつぶやく。

「……来た！」

　岡部の表情が変わり、私もまたハッとして彼を見つめる。

　どうやら、いよいよ本命が来たらしい。

　自じ称しよう・狂きよう気きのマッドサイエンティストは深く息を吸うと、メールの文面を目で追い始めた。その横顔が、複雑な感情に彩いろどられる。

　メールを読み、書いて送信する。

　再びメールを受け取り、読み、返信を書く。

　その循じゆん環かん的なやり取りが、目の前で繰くり広げられる。

　私は微び動どうだにせず、それをただ見守っていた。そうだ。もう分かっている。

　こうしてタイムマシンがあり、ＳＥＲＮが陰いん謀ぼうを企たくらんでいる以上、未来人を名乗るジョン・タイターの存在もまた、否定しきることができないことを。

　よしんば未来人ではなかったとしても、彼がＳＥＲＮとタイムトラベルに関する知識を持ち、岡部の導き手となってくれるかも知れない人間であることに、違いはなかった。

　私は、まるで祈いのるような気持ちで岡部を見る。

　何をするのでもなく、ただ彼を見守る。今の私にできることは、それだけだからだ。

　ふたりのやり取りは続く。

　どれくらい経っただろうか？

「…………ッッ!!」

　何度目かのやり取りで、明らかに岡部が衝しよう撃げきを受けたようなそぶりを見せた。衝撃と言っても怒いかりや恐きよう怖ふなどではないらしい。次の瞬間には、より以上の勢いで彼はメール画面にのめり込んでいた。

「……世界を、導くだと？」

　どうやらかなり大それたことを告げられたようだった。

　岡部のその身体からだが、わなわなと震ふるえている。

　私は不安げに、彼の面おもてを見つめた。すると、岡部は険しい表情となり、ダッと一気にメールを打つ。そしてそれを打ち終わった瞬間、彼は何か力が抜けたようにかすかに放心する。どうやら重要なメールを打ち終わったらしい。

　緊きん張ちようが高まっているのを、脇わきにいる私も感じていた。

　となれば、直接そのメールのやり取りをしている岡部の感じるプレッシャーは、どれほどのものだろうか？

　そこからは次第に、メールを交こう換かんするたび岡部の顔に恐怖と混乱がにじみ出ていく。間ま違ちがいなく、今の岡部は彼ひとりでは抱かかえきれない何かを、ジョン・タイターから託たくされようとしていた。

　この世で多分、彼ひとりだけしか受け取ることのできない贈り物ギフト。

　無限の責任と義務を背負う。呪のろいにも似た祝福。

　研究者や芸術家、職人や一流の政治家たちなら、誰もが受け取るもの。世界を大なり小なり変えてしまえる可能性。

　それを今、岡部も受け取ろうとしていた。

　……私の目の前で。

　そして突とつ然ぜん。

　岡部が自分の携けい帯たいをバンとテーブルの上に置いた。そのいきなりの行動に、私は全身をびくりと震わせる。一体、何があったというのだろうか？

「……岡部、どうしたの？」

　私は奇き妙みような様子の岡部に問いかける。

「何を……、言ってるんだこいつは？　俺が未来を……？……そんなこと」

　しかし彼はただ困こん惑わくするようにつぶやくばかりで、私の言葉もろくに耳に入ってはいないようだった。

　だが同時に、彼が何を言われたのかは見当がつかないでもない。

　常じよう套とう句くだ。

　有史以来、何らかの重要な局面で何度となく使われてきた、ある意味で陳ちん腐ぷな言葉。

　それは戦争で、政治で、科学上の重大な発見で、人じん跡せき未み踏とうの地での冒ぼう険けんで、未知の技術開発で、何度も何度も使われてきた。

　人を惑まどわし、そして同時に社会を発展させてきた言葉。

『未来を変えろ』

　おそらく。そして十中八九、間違いなく。ジョン・タイターは岡部にそう言ったのだ。

　岡部は戸と惑まどい、ふらふらと視点をさまよわせる。

　そこに、またメールの着信音が響ひびいた。テーブルの上で、まるで怪かい物ぶつが身をくねらせて踊おどるように、携帯がうごめいている。

　私は岡部を見る。岡部もまた、私を見た。

　このメールを見るか否かの選せん択たくは、彼にしかできない。である以上、私が手出しできることはない。……ないのだ。

　岡部は逡しゆん巡じゆんし、ためらいつつも携帯に手を伸のばす。

　メール画面を開き、そこに書かれた文面を目にした眼差しが、びくりと震えた。

「………………………………………………………………ッッッッッッッ!!」

　声にならない、叫さけびが上がる。

　私は後になってから、この時のことを知ることになる。

　岡部はタイターに、「救世主」になって欲しいと言われていたのだということを……。

　世界を背負え、と言われたのだということを……。
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　あとがき







　初めまして。

　そして私をご存じの方には、お久しぶりです。

　三み輪わ清きよ宗むねにございます。

　まずは、本書『STEINS;GATE　蝶ちよう翼よくのダイバージェンス:Reverse』をお買い上げくださり、誠まことに感謝致いたします。本書は私の書いた小説としては二冊目、文庫としては十冊目の本に当たります。




　本書は、アニメ版『STEINS;GATE』をベースに5pb.より発売の原作ゲームなどの要素を加味した、ノヴェライズ作品です。

　あくまでもベースとしているのがアニメ版『STEINS;GATE』であるため、原作ゲームや他ほかにも展開しているコミックス版などとは、若じやつ干かん設定などが異なっている部分があります。

　ご了りよう承しようください。




　本書が特とく徴ちよう的であるのは、『STEINS;GATE』という作品がアニメ版にせよ、ゲーム版にせよ、主人公である岡おか部べ倫りん太た郎ろうこと鳳ほう凰おう院いん凶きよう真まの一いち人にん称しようで進行するのに対して、徹てつ底てい的にヒロインのひとりである〝助手〟こと牧まき瀬せ紅く莉り栖すの一人称視点で展開することにあります。

　これにより、アニメ本編においてそれほどくわしくは語られない、彼女の内的な心理を重点的に描えがき出しました。アニメを見られた方には、「あのシーンで実は彼女はこのようなことを考えていたのか」と重ね合わせていただけると、より楽しみを深めることができるでしょう。

　もちろん、本書単独で読んでいただいても、彼女の魅み力りよくを十分に堪たん能のうすることができるとお約束致します。




　また、『STEINS;GATE』は大変にすばらしい作品でありますが、同時にその扱あつかっている題材が難解であるとの評価を受けることがあります。

　その難解さは作品の魅力を押し上げる重要なピースであるわけですが、やはりアニメ本編では時間制約の都合上、説明をどうしてもカットせねばならない部分が存在しました。

　本書でその視点を牧瀬紅莉栖という女性に置いた理由は、ここにもあります。

　極きわめて鋭するどい洞どう察さつ力と豊富な知識を持つ彼女を主人公とすることで、アニメ本編に登場した解説内容の補完を行なおうと考えたのです。この傾けい向こうは続く巻でさらに加速されることとなるでしょう。

　文章で綴つづられる科学アドベンチャーの続く展開に、どうかご期待ください。




　さて、本書を書くに当たっては、非常に多くの方々の手助けをいただきました。

　特に担当の木内さんと長谷川さん、角川スニーカー文庫編集部の皆みな様さま方、設定を監かん修しゆうしてくださった5pb.、およびアニメ版スタッフの皆様には多大な恩おん顧こをいただきました。

　本当にありがとうございます。

　また、美しい表紙を描いてくださった坂さか井い久きゆう太た先生。プロとしての仕事の仕方を教えてくださったと中島純一郎氏と難波江宏隆氏。物心両面での援えん助じよをしてくれた相方の小こ太刀だち右う京きよう氏。そして小説の書き方について指導してくださった三さん田だ誠まこと先生には、いくら感謝し尽つくしても足りないほどです。




　そして最後に、本書の執しつ筆ぴつ中に起きたあの悲ひ惨さんな災害にて亡なくなられたすべての方の魂たましいに哀あい悼とうの祈いのりを捧ささげ、筆をおきたいと思います。些さ少しようではありますが、本書の収入の一部を義ぎ援えん金きんとして寄付する予定です。

　それではまた、次巻でお会いしましょう。





May, 2011　三輪　清宗　　
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